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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ぽん、ぽぽぽん。

　鼓つづみの音が空気を震ふるわせ。

　ぴーい。

　笛の音が空気を切り裂さく中、桜色の衣ころもをまとった少年が『女』の扮ふん装そうをし、急ごしらえの小さな舞ぶ台たいの上で、艶あでやかに扇おうぎを翻ひるがえす。

　面おもては、若く美しい娘むすめを模かたどった『小こ面おもて』。

　遠目にもわかるほど華きや奢しやな肢し体たいが、あまり見ない、変わった装束をまとっていた。

　地色は濃こい紅くれないだが、その上に砧きぬたで柔やわらかく打った艶やかな白衣を重ねているので、舞まい人びとが動くたびに桃もも色いろ、薄うす紅べに色いろにとその色合いを変える。流れる水のように流りゆう麗れいな、色しき彩さいの変化。

　半月形の長い袖そでからは一本、そよ風にさえ揺ゆれるような透すける細長い布が縫ぬいつけられて垂らされ、手や扇と共に揺れて華はなやかな軌き跡せきの余よ韻いんを残す。細ほそ袴ばかまは葉桜の色に染められ、薄紅の帯が蝶ちようのような形に結ばれて、小さな背中に広がっていた。

　ここは京の都の四条の河原かわら。今は諸国の大名が覇は権けんを争う時代の狭はざ間ま。

　空の青と水の青に挟はさまれて、桜の精がひとり、咲さき誇ほこる花びらのように華やかに。

　ひらりと翻る扇からは、まるで桜の香かおりが漂ただようよう。

　ふわりと揺れる袖からは、桜の花びらが零こぼれ落ちるかのよう。

　さらり。

　扇が描えがく緩ゆるやかな曲線の跡あとに、金きん砂さがさらさらと散って見えるのは気のせいか。

　それほどまでに美しく危あやうい、極ごく上じようの舞まい。夢む幻げんの一時に、観衆は息を飲んで魅み入いる。

　天てん女によのように身軽く、優ゆう雅がだけで織りなしたような舞まいを舞う、この舞い人は誰だれだ。今までこの京に、こんな舞い人はいなかった。人々は瞬まばたきすらも忘れて舞台を見つめる。

　舞台の少年は舞いの仕上げに、袂たもとに隠かくし持っていたものを摑つかみ取り、ぱっと撒まいた。

　馥ふく郁いくとした香り豊かな春告げ草の花びらが、桜の舞いに降り注ぐ。

　これは、夢か幻か。うっとりとした余韻を残して、舞いは終わる。

「見事だ、日にち輪りん座ざ！」

「何と美しい……！」

　どよめきと歓かん声せいとが辺りを埋うめ尽つくして、日輪座の京初興行は大成功を収めたようだ。







「さっきの『吉よし野の天てん人にん』の主シ役テが、白はく火びさまでしょ!?　昨日、客寄せで白火さまが大通りを歩いていた時に初めて見たの。素す顔がおがすっごく綺き麗れいでもう夢中～！　何て言うかね、透き通るみたいに綺麗で、本物の桜の精かと思っちゃったわ～。しかも舞いも上手だしすっごく色っぽかったし、ああん、もう幸せ～！」

　日輪座の舞台を観みた帰り、年若い京娘たちが、興奮冷めやらぬといった面おも持もちできゃっきゃっと笑いさざめく。桜の幹にもたれて煙管きせるを吹ふかしていた蒼そう馬まは、空気すら動かさないような身のこなしで幹の後ろに姿を隠した。今は、目立ちたくないし騒さわがれたくもない。

「あたしってば、役者を見る目があるのかも～」

「あら、あたしだって。昨日、どこの座の方ですかって話しかけたら、白火さま、少し笑ってくれたんだから。日輪座の白火と申します、よろしければどうぞお越こしくださいませって、あたしのことじっと見つめて言ってくれたのよ！　白火さまって、近くにいるとすっごく良い匂においがするの～」

「えー、うそ何それ、羨うらやましーい！」

「うふふ～。今まで、柚ゆ木き座ざの蒼そうさま一筋だったんだけど、何か白火さまに浮うわ気きしてしまいそう……心が揺れてる……」

「何よ、浮気者ぉ。でもわかるわあ、その気持ち。何かしら、蒼さまには遊ばれてみたいけど、白火さまは──そうねえ……あたししか知らない場所で大切に飾かざり立てて、ずっと大切に抱だき締しめていたい感じ？　他ほかの誰にも見せたくないわ。閉じ込めちゃいたい」

「きゃー、それ、大だい胆たんな発言ねえ～！」

　かしましく行き過ぎかけていた娘たちのひとりが、通り過ぎる間ま際ぎわにふと足を止めた。

「あら、何、この匂い？　いい匂い……きゃ～！　蒼さまだわ～！」

　蒼馬の僅わずかに焚たき染しめた香こうを嗅かぎ取り、振ふり向いた娘が顔を真っ赤にして口元を手で覆おおう。

「うそ、なんで蒼さまがここに!?」

「──あんまり騒がないでくれよ。お忍しのびなんだからさ」

　苦笑いした蒼馬が粋いきなしぐさで目配せすると、娘たちは声を押し殺して色めき立つ。

「こんな近くで蒼さま見るの初めて～！」

「くらくらする～……」

「蒼さま蒼さま、この後お暇ひまなら、お茶でもいかがですか？」

「生憎あいにくだけど、ちょっと野や暮ぼ用があってね」

「えーっ、残念」

「それより、さっきの『吉野天人』、あれをやっていたのは白火っていうやつなのか？」

　一体どこから集めてくるのか、年とし頃ごろの少女たちの情報は、どこよりも早く正確だ。今日興行が始まったばかりの日輪座の花形役者の名前を、もうしっかり押さえてある。

「そうですよ、日輪座の太た夫ゆうの息子むすこの、白火さま。蒼さまも観てたんですかぁ？　綺麗でしたよね、白火さまの『吉野天人』」

「ああ、悪くなかったよな。基き礎そがしっかりしてるし、感情表現も見事だった」

「天下の蒼さまが褒ほめるなんて、やっぱり白火さまって凄すごいわよねえ！」

「でも蒼さまも素敵～！」

「ありがとよ。ほら、早く帰りな。もう陽ひが暮れるぞ」

　娘たちを適当にあしらって帰し、蒼馬はぼそっと呟つぶやく。

「──俺は、遊び相手には後あと腐くされのない大人の女が好きでね。素人しろうとの、しかもおぼこ娘なんて面めん倒どうそうなもの、絶対にごめんだ」

　首くびを巡めぐらせて、河原に立てられた幟のぼりに目を留める。

「さて、と」

　先ほどの桜の女。蒼馬の知っている限り、『吉野天人』をあそこまで上品に、体重などないかのように身軽く舞った人間は初めてだった。

「日輪座の白火、か……。欲しいな」

　ぷかりと、煙管を唇くちびるから離はなして白い煙けむりを吐はき出す。

　あの天てん与よの才。

　まだ原石だが、磨みがけば凄いことになるだろう。










「疲つかれた～！」

　面を取ったままの姿で桜天人が、舞ぶ台たい裏手にある小さな幕で仕切られた支し度たく部屋に戻もどってくるなり叫さけび、ころんと転がる。

「お疲れ様、白火……って、いやあああ、お装しよう束ぞくのままで寝ねっ転ころがらないで！」

　一座の若太夫の帰りを待ち受けていた黒くろ髪かみの美少女が悲鳴を上げ、白火の身体からだを抱だき起こして甲か斐い甲が斐いしく帯を解き始める。

「一応新調なのよ、このお装束。とても一人前には足らないから安く売ってくれた反たん物ものなんだけど。うん、白火なら何とか足りたわね。我ながら良い出来だと思うの、これ。よく似合っていたわよ」

　陽に透ける薄うす茶ちや色いろの、蕩とろけるびいどろを嵌はめ込んだような大きな瞳ひとみが、今はとろりと眠ねむ気けに潤うるんでいるのが美しい。小さな顔の中で双そう眸ぼうだけが大きく、花びらのような唇は小さくて甘やかさを含ふくむ。

　一見、冷たい印象を与あたえるほどに整った美び貌ぼうだが、どこかに人ひと懐なつこさを示しているのか、少年にしては線の細すぎる、愛らしい印象を受けた。

「ありがと、朧おぼろ……」

　細身の美少年の口調はほわほわと頼たよりなく、声は高くて甘い。白火が眠ねむい時、疲れているときの癖くせだ。

「まだ寝ちゃだめよ。そんなに疲れたの？　やっぱり緊きん張ちようしたんだ？」

「当たり前だ、初めての京での興行の初日に緊張しなかったら、そいつの神経はきっと鋼はがねか何かでできているんだろうさ」

「矢や涼りようなんかはそっちかしらね。全然平気そうな顔してたもの。ほら白火、袖そで抜ぬいて」

　こまごまと世話を焼いてくれる幼なじみの朧にすべてを委ゆだねきるように、白火はくったりと力を抜いて安心しきっているようだ。よほど、朧という少女のことを信しん頼らいしているのだろう。

　白火の属する流派で舞ぶ台たいに立つのはすべて男、女によ人にん禁制が掟おきてだ。元々が神仏に捧ささげる奉ほう納のう舞から始まったとされる能は、女性が表おもて舞ぶ台たいに立つことを決して認めない。女性は裏方を務め、縁えんの下の力持ちとして座を支えるのが常識となっている。

「はい、お水飲んで。お神酒みきは？」

「舞台裏で口つけてきた」

「まさかそれ、飲んでないわよね？」

「うん」

「そうよね。白火、笑っちゃうくらいお酒に弱いんだもの。飲んでいたら支度部屋まで戻って来れていないわね、きっと」

　上うわ衣ぎや仕し掛かけをすべて解き、下着代わりの単衣ひとえ姿にしてやると、これ以上の着き替がえは面倒だとでも言いたげに、白火は再び床ゆかに寝そべってしまう。

「──よっぽど疲れたのね。少し休んでいるといいわ。お腹なか空すいてる？」

「いらない……」

「そう。後で、何か甘い物を持ってきてあげるわね」

「──うん」

　敷しき物ものを腕うでに抱かかえ込むようにして身体を丸め、白火はもうとろとろとまどろみ始めていた。無心に眠っている横顔は、疲れているせいかいつもより白さが増し、透すき通るかのようだ。

　全体的に色素が薄うすいらしく、ほのかな色いろ香かを漂ただよわせる細い首筋にはらはらと落ちかかっているのは、稲いな穂ほの濃こい所のような色の髪かみだ。さらさらとして艶つややかな髪なのだが、朧のように漆しつ黒こくではない髪の色を、本人は気にしているらしい。

「変なことを、気にするのよねぇ」

　頰ほおに落ちてくすぐったそうな髪を一筋払はらってやってから朧は足音を忍ばせて支度部屋を出、誰だれもいない場所に向かってそっと囁ささやく。

「矢涼、いる？」

「何だ」

　すぐ傍そばから聞こえてくる、馴な染じみの深い声。気配もなく天幕の前に佇たたずんでいた一座の笛方の青年を見上げ、朧は天幕の中を目線で指し示した。

「寝ちゃったのよ。しばらく、見張りをお願いできる？」

「わかった」

　言葉少なな性質の矢涼の返事はいつも短く無愛想だが、朧は慣れているので一向に気にしない。

　いつのころからか、座の花形である白火の身辺を、陰かげながら自発的に警護するようになったのだ。白火が矢涼に助けられたことは一度や二度ではない──何せあの美貌だから、行く先々で男たちに絡からまれることは数え切れない。もっとも、そういう時はすぐに矢涼が助けているから、白火に実質的な被ひ害がいはないのだけれど。

「疲れているところ悪いけど、よろしくね」

　朧の頭上で、矢涼が無表情に頷うなずいた。
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　京での興行を始めて、数日が経たった。初日から大入り満員で、日輪座は嬉うれしい悲鳴を上げている。

「日輪座の白火か？」

　舞台を終え、身支度をして天幕から出てきた白火は、背後から呼び止められて思わず足を止めた。聞き慣れない声だ。さらりとしていて、低すぎはせず、高くもなく。

「誰だ？」

　振ふり返り、目を瞠みはる。

　そこには、妙みように目立つ、辺りを払はらうような雰ふん囲い気きをまとった青年が立っていた。

　かすかな笑えみを刷はいた唇に、火を消した黒光りする煙管きせるをくわえたまま、腕を組んで悠ゆう然ぜんとした眼まな差ざしを白火に向けている、その造作。その華はなやかな存在感は、太陽のような眩まぶしさに溢あふれていた。

　すっと筆で一刷きしたような眉まゆに、切れ長で涼すずしげな目元。薄めの唇には男らしい色香が漂い、高い位置で簡単にまとめた髪が風に揺ゆれていた。すらりと背が高く、しなやかな体たい軀くに浅緑の着物の胸を寛くつろげて、大だい胆たんな着き崩くずしと無造作に穿はいた袴はかま。鮮あざやかな色合いの組くみ紐ひもで髪をまとめ、武士でも町人でもない『傾かぶき者』の出いで立ちだった。けれど、男おとこ臭くささと同時にどこか危あやうい美しさが漂い、不思議な印象を醸かもし出す。

「何の用だ？」

　舞台裏には、日輪座と、その関係者以外は入れない。全然悪びれていないし物盗とりの類たぐいでもなさそうだが、白火はつと身構えた。大きな声を上げれば、矢涼たちがすぐに気づくはずだ。

「名乗れないなら、人を呼ぶぞ」

　白火と同様に、こちらを値ね踏ぶみするようにじっと眺ながめていた男が不意に、妙に人懐こい笑みを浮うかべた。

「俺は蒼馬だ」

「蒼馬……？」

　聞き覚えのあるその名前に、白火は小首を傾かしげる。聞いたことがある。

　蒼馬──それは。

「もしかして、柚木座の蒼馬さま!?　京一の舞まい人びとと名高い、あの蒼馬さま!?」

　思わず指差して叫ぶと、蒼馬が苦笑いする。

「まあ……そう、かな。面と向かってそう言われるとくすぐってえな」

「あの……っ、は、初めてお目にかかります！　日輪座の白火と申します！」

　勢いよく頭を下げた白火に、蒼馬は手を差し出した。

「ああ、よろしくな」

　差し出された手を握にぎる。蒼馬の手は思った以上に大きく、さらりと乾かわいていて心地ここちよい感かん触しよくだった。白火は大感激して目を潤うるませる。

「はい、こちらこそっ！　あの、あのっ、オレ、一昨日おとといの蒼馬さまの奉納舞、観に行きました！　凄すごかった！　さらっとしているのに滲にじみ出る想おもいが凄くて、圧あつ倒とうされました！」

　これほどまっすぐな感想を言われることはそうはない。蒼馬は思わず笑ってしまった。

「俺も見たぞ。『吉野天人』、なかなかだった。お前、流派はどこだ？　師し匠しようは？　今まではどこで舞っていた？」

　矢や継つぎ早ばやに問われ、白火は憧あこがれの人に会えた嬉しさに頰を染める。舞い人で、蒼馬に憧れない者などいるはずがない。

「生まれた時より、父、一いち陽ように教えられました。一応、扇おうぎをおもちゃ代わりに育てられましたので。流派は傍ぼう流りゆうですが、元は観かん世ぜの流れを汲くむと聞いております。京に来るまでは、もっぱら田舎いなか回りを」

「そうか。それであの舞いとは上等だ。女舞いが得意か。まあ、その身体からだでは当然だろうがな」

　ちら、と流された視線が細い手足を透かし見ているような気がして、白火は恥はずかしくなってしまった。

「年は」

「十六です」

　十六にしては丈たけが低く軀からだつきも細すぎるし、声も高く、甘い。

「祝しゆう儀ぎに酒でもと思ったが、お前にはこっちの方が似合いかな」

　蒼馬は袖そでから、小さな袋ふくろを取り出してぽんと放ほうり投げた。弧こを描えがいた袋は、白火の手の中にすとんと収まる。

「え」

「金こん平ぺい糖とうだよ」

「金平、糖……？」

「何だ、食ったことないのか。南なん蛮ばん菓が子しだよ。甘いぞ」

　恐おそる恐る袋を開いて指先で摘つまみ上げる。

　不思議な形をした、綺き麗れいなころころとした固まり。まるで、星をぎゅっと小さく縮めたかのように見える。

「これが、食べられるんですか!?」

「ああもちろん。砂糖だ」

「凄い！　後で、弟たちにもわけてやります！　きっと喜びます！　こんなに綺麗な菓か子しを見たの、初めてです！」

　この時代、菓子は高級品だ。蒼馬は違ちがうが、白火たち普ふ通つうの芸人は、食べていくだけで精いっぱいの暮らしだった。

　白火が嬉しそうに、手のひらの上で金平糖を転がして遊ぶ。

「……白火」

「はい、何でしょうか？」

　白火が無む邪じや気きに蒼馬を見つめる。その視線は、十六歳という年ねん齢れいよりもあどけなかった。何も汚けがれを知らないようなその瞳ひとみに、蒼馬は内心気け圧おされる。無言で扇を取り出すと、薄うす茶ちや色いろの双そう眸ぼうが、驚おどろきにゆっくりと見開かれた。

「あ…………」




　──来こし方かたより　今の世まで　絶えせぬものは

　　　恋こいといへる曲くせ者もの

　　　げに恋は曲者




　蒼馬が『花か月げつ』を舞い始めると、白火は吸いつくようにその動きについてきた。意志よりも先に身体が反応したという感じで、空気に乗るように、すい、と伸のばされた腕うでに、蒼馬は軽く瞠どう目もくする。身軽いとは思っていたが、こうして間近で見ると、本当に空気に乗るような軽かろやかさが見事だった。

　──これはまた、随ずい分ぶんと……。

　舞いのために鍛たん錬れんした軀はすらりと伸びやかだ。頭が小さく手足が長いので、小さな所作も優ゆう雅がに映はえる。少々細過ぎるものの、白火が常に稽けい古こを怠おこたっていないのがはっきりとわかった。

　能は、即そつ興きようの要素を重視する。蒼馬の仕し掛かけたさまざまな動きに、白火は戸と惑まどうことなくさらりとついてきた。舞いがぴたりと心地よいほどに揃そろって、蒼馬は一いつ瞬しゆん我を忘れる。

　──なんだ、これは…………？

　初めて味わう感覚だった。今まで知らず欠けていたものが今、初めて満たされたかのような陶とう酔すいに戸惑いながらも蒼馬ははっと気づく。

　蒼馬と共に舞っている白火が、合わせているのだ。恐らくそのことに、白火自身気づいていないだろう。蒼馬の動きを感覚だけで摑つかみ、自身の舞いに没ぼつ頭とうしながら合わせてくる。蒼馬は、わざと動きをゆっくりしたものに変えた。その突とつ然ぜんの変化にも、小さな軀は自然についてくる。

　──…………っ！

　蒼馬の背筋を、ぞくりとしたものが走り抜ぬける。それは、自分と同等、もしくはそれ以上の好敵手を見つけた蒼馬の、役者としての本能だ。

　優美な獣けものを思わせる、しなやかな色いろ香かの蒼馬と。

　桜のような艶あでやかな色香の白火と。

　蒼馬は気を引き締しめた。うかうかすると引きずられそうなほどに、白火の紡つむぎ出す舞いの世界は深い。

　自分の胸の奥深くにじっと秘ひめてきた野望が燃え上がるのを感じ、蒼馬の身体の芯しんに火が灯ともされたような気持ちになった。

　白火はきっと、自分と同じ性質の役者だと確信する。高処たかみを目指さずにはいられない、舞いに取り憑つかれた人間──それこそが、生きつ粋すいの役者だ。

「気に入った」

　蒼馬が白火をじっと見み据すえる。華きや奢しやな体たい軀くの舞い人は息を荒あらげ、頰ほおは舞いの余よ韻いんで赤く火ほ照てっていた。

「蒼馬さま？」

「俺の座に来い、白火。お前を、最高の舞ぶ台たいで舞わせてやる。お前の舞いは、磨みがけばもっともっと上手うまくなる。こんな貧びん乏ぼうな一座にいたのでは、せっかくの才能が泣くぞ」

　白火はしばらくぽかんと蒼馬を見上げていたが、やがて、ゆっくりと首を振ふった。

「ここはオレの生まれ育った一座です。何も問題ありません」

　まっすぐで無む垢くできかんきな眼まな差ざしに、蒼馬は思わず苦笑した。

　あまり今まで、嫌いやなことに遭あったことがないのだろうと思わせる、子供の瞳だった。

「まあ、そうだろうが……舞いの道は、どこまでもどこまでも高処が続く。終わりはない。芸人としての最高を目指すためには、家族だののしがらみは足手まといになるだけだぞ」

　それは、蒼馬の常識だ。

　京でも不動の人気の柚木座。世せ襲しゆうではなく、芸のみを自らの誇ほこりとする生粋の芸人たちが集まった異色の座で、次期太た夫ゆうとなる実力を認められた青年は、芸の道に関しての意識は高い。一種傲ごう慢まんとも言えるその言葉に、白火がむっと唇くちびるを尖とがらせる。

「オレの生き方はオレが決めます。あなたの指図は受けません」

　今度は、蒼馬がつと顔をしかめた。

　この京で、芸に関して蒼馬に真っ向から逆らう人間など、そうはいない。ましてや、移い籍せきを断られたことなど初めてだ。

「俺は、お前のためを思って言っている。この座では、お前は成長できない。一座がお前ひとりに伸しかかっている有様じゃねえか。とても見ていられない」

「じゃあ見なければいい。ここは、太夫の息子むすこのオレが、将来背負う一座です。当たり前です。オレは、この座のために舞まっている」

「ふうん。一座のために、ね。自分自身のためじゃないって言うのか？」

「…………」

　白火は、ぐっと口を噤つぐんだ。

　自分自身のために舞っている──それは、違うと言ったら噓うそになる。舞っているときのあの高こう揚ようは、実際に舞った者にしかわからない。その心地ここちよさを誰だれよりも熟知しているだろう蒼馬の前で、白火は言葉に詰つまってしまった。

　蒼馬が腕を組んだまま、顎あごを上げる。

「そらみろ。反論できないじゃねえか」

「でも！」

　馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らされ、白火が真っ赤な顔をして喰くってかかる。

「オレは、この座でしか舞えないんだ！」

「何故なぜだ？」

　打って変わって冷れい徹てつな眼めで見据えられ、白火は唇を嚙かんだ。

　言えない。

　これだけは、絶対に言えない。

「白火？」

　鋭するどい眼差しに絡からめ取られ、うっかり墓ぼ穴けつを掘ほらない内に白火はこの問答を終わらせることにした。元々、言い繕つくろったり言いくるめたりは大の苦手なのだ。

「あ、あなたには関係ないだろう！　放っておいてください！」

　ばっさりと切り捨てられて、切れ長の双眸の奥に、おもしろくなさそうな光が生じる。

「──そうか。じゃあ好きにするがいいさ。だがな、白火。これだけは言っておく。後で言おうと思ってたんだがな」

　うつむいたまま顔を上げようとしない白火の小さな頭を見下ろしながら、蒼馬は低い声で威い圧あつ的に言い放つ。

「お前の舞いには、最大の欠点がある」

　ぴくり、と華奢な肩かたが揺ゆれる。

「お前、変な癖くせを持っているな。能の女舞いは、『男』が舞うから本物の女にはなれない。だからこそ、生々しい女とは違ちがう、別の『生き物おんな』になる必要がある。より女らしくより美しく──そこにあるのが能のう舞まいの美学だ。お前の舞いは、女よりも女臭くさいときがある。あれを直せ。このままじゃ、『女』の演目以外舞えなくなるぞ」

　きゅっと握にぎられた拳こぶしがふるふると震ふるえ、きっと睨にらみ上げた薄うす茶ちやの瞳に今にも零こぼれ落ちそうなほどに涙なみだが浮うかんでいるのを見て、蒼馬はぎょっとした。

「…………っ」

「どうした」

　泣くもんかと頑がん固こに食くい縛しばった唇が紅を塗ぬったよりも赤く変化し、長い睫まつげの先から水すい滴てきが滴したたり落ちる。瞳が大きいと涙も大おお粒つぶなのかと、変なことに感心する。

「オレが……っ、女っぽいって言うのか……!?」

　あまりにも悲しそうなその表情に、蒼馬が腰こしを屈かがめて白火の頰に手を伸ばそうとする。

「少し言い過ぎたかもしれないが、何も泣かなくても」

　ぱちん！

　小気味の良い音が響ひびき、蒼馬は束つかの間、茫ぼう然ぜんと目を見開いていることしかできなかった。

　小さな手が、蒼馬の頰を思いっきり平手打ちしたのだ。

「蒼馬さまの馬ば鹿か野や郎ろうっ！　言いたい放題言って！」

　すばしっこい身体からだはそのまま走り去り、あっという間に見えなくなってしまった。

　叩たたかれた頰は僅わずかに赤くなりはしたものの、大した痛みもない。

「……やってくれるじゃねえか」
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　この程度、蚊かに刺さされたほどの痛みも感じないが、格下の相手に殴なぐられるなど生まれて初めての体験だ。

　柚木座の蒼馬に憧あこがれながら、移籍の話はにべもなく突つっぱねる。女っぽい舞い癖ぐせを指し摘てきすると、泣いて怒おこって引っぱたく。

「なかなか、おもしろそうなやつだな」

　むくむくと湧わき上がる興味は、急速に蒼馬の中で育ってゆく。

　蒼馬はそのまま、くるりと踵きびすを返してその場を後にした。
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　ばふっ。

　白火は収まらない苛いら立だちをそのままに、乱暴に髪かみを解いて頭を振ふり、解いた帯を床ゆかに投げつける。

「何なんだ、何なんだ何なんだまったく！　何であんなに言いたい放題言われなきゃいけないんだ!?　こっちの気も知らないで！　ちくしょう、蒼馬さまの馬鹿野郎！」

　日輪座の仮住まいとして借りている古めかしい館やかたでひとり、ぶつぶつと不満を零こぼす。まだ憤いきどおりが収まらなくて、できることなら、そこらを走り回って喚わめきたい気持ちだ。

「大体オレが移籍なんてできるわけないじゃないか！」

　夜はすっかり更ふけて、人の多い館も静まり返っている。

　小さな庭に植えられた黄梅の花が、今盛りだ。迎げい春しゆん花かとも呼ばれるこの花が終わると、いよいよ本格的な春になる。

　専用に与あたえられた小さな部屋で着き替がえていた白火は廊ろう下かから聞こえた小さな物音に、ばねのように反応した。着物を脱ぬぎかけていたせいで露あらわになっていた左の二の腕うでを、ほとんど怯おびえたように慌あわてて覆おおい隠かくす。

「誰だれだ、誰かいるのかっ!?」

「しぃっ。あたしよ、白火」

「朧」

　寝ね間ま着きに解き髪の朧が、小さな紙し燭そくを掲かかげて入ってきた。白火が咄とつ嗟さに腕を隠したしぐさを横目で確かめつつも、さりげなく目をそらす。

「さっきから何暴れているの？　あまり大声出すと、大部屋の皆みんなに聞こえちゃうわよ。何か手伝うことある？」

「いや、ない……お休み」

「お休みなさい。何かあったらすぐに呼んで」

　日輪座は大して大所帯でもないし裕ゆう福ふくでもないので、借りられた館は手て狭ぜまなものだ。幾いくつかある大部屋に、男女を分けて数人で相部屋にしてようやく収まるといった具合で、個室を使えるのは一陽と、白火の二人だけだ。

　喚く代わりに深いため息をつき、寝間着の帯を結んだところで、はたとその手が止まる。

　白い首筋から鎖さ骨こつへと続く滑なめらかな肌はだ、そしてその下にある、豊かな丸い膨ふくらみ。ここ数年で驚おどろくほどに変化した自分の身体を見下ろし、白火はもう一度ため息をつく。

「押さえつけるのも結構大変なのに、どんどん大きくなってくるなあ……こっちの苦労も知らずに」

　十歳を超こえるころまでは、何の問題もなく男として振ふる舞まえた。

　だが、最近はどうやっても身体が自然と男にはあり得ない曲線を描えがき、なかなか伸のびない背せ丈たけも貧弱なままの手足も丸く膨らんだ胸も、頭痛の種でしかない。

「男の格好をしているんだから、身体が順応して男らしくなってもいいと思うんだけどな」

　蒼馬さまみたいに。

　そう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、白火は身体に走った鋭するどい痛みに思わず声を上げた。

「っつ……！」

　熱い。燃え上がりそうなほどに。

　何だ、この痛みは。

「う…………」

　身体を折り、焦こげつきそうなほどに熱を発する左の二の腕を摑つかんで、白火は悲鳴じみた吐と息いきを飲み込んだ。

「蛇じや紋もんが……っ!?」

　白火の左の二の腕には、生まれつきの痣あざがある。生き血で刺青いれずみを施ほどこしたよりもまだ禍まが々まがしく、びっしりとやわらかな肌を埋うめ尽つくす痣の紋もん様ようは、あまりに蛇へびの鱗うろこに似すぎている。

　白火が産まれた時に取りあげた産さん婆ばは悲鳴を上げ、これは蛇紋だと叫さけんだという。

　どうしてこんな痣が白火にあるのかは、誰にもわからない。白火の母、今は亡なき颯さつ佐さは古い宮ぐう司じの血を引いていたというから、そのせいなのかもしれない。

　普ふ通つうの人にはないこの蛇紋は、生まれてからずっとあるというのに、いつまで経たっても慣れない。血の色が濃こすぎて気持ち悪い。

　痛みはすぐに治まったけれども、白火の身体からだは冷や汗あせを流し、小刻みに震ふるえ続ける。

「…………！」

　不意に白火は立ち上がり、裸足はだしのまま庭に降りた。

　扇おうぎもかざさず、素す手でで舞まい始める。そうせずにはいられなかった。







　──妖よう怪かいの中でも鵺ぬえは細工なり

　　　手の込んだ化け物の出る紫し宸しん殿でん

　　　取り混ぜた化け物の出る紫宸殿──







　鵺とは、伝説の化け物の名前だ。この鵺を題材にした物語が、能の謡よう曲きよくにもある。蛇、虎とら、猿さるなどの入り混じった気味の悪い姿に、おどろおどろしい声を持つ、禍々しい凶きよう鳥ちようだ。鵺が鳴くと災わざわいが呼びこまれる。その姿を見ると目が潰つぶれるか、命を奪うばわれる。だから誰も寄りつかないし、誰からも愛されない。誰かにそばにいてほしいのに、誰もそばにいてくれない、哀かなしい、寂さびしい生き物だ。

　──鵺の鱗……蛇の、鱗……。

　白火は、着物に隠された蛇紋に目を落とす。

　さまざまな動物の姿が入り混じって鵺が恐おそろしいのなら、人間なのに蛇の鱗を持つ自分は、何なのだろう。女でありながら男と偽いつわるこの身は、何なのだろう。

　──オレはきっと、鵺なんだ…………。

　白火の心の奥底が、凍こごえるように冷たくなる。その証あかしに、こんなものが刻み込まれているのに違ちがいない。白火が女であることと、この蛇紋の存在を知っているのは、朧と矢涼、そして一陽の三人だけだ。

　鮮あざやかな血の色の蛇紋に、恐る恐る触ふれる。

　──だって、普通の人には、こんなもの、ないもんな……。

　白火は、女である自分が物心ついたときから男装させられている理由をはっきりとは知らない。でも、白火を産んですぐに亡くなった母の望みらしいということは知っている。

　母は、何を望んでいたのだろう。どうして、そんなことを望んだのだろう。

　それでも男の振りをするのが当たり前のこと過ぎて、数年前までは疑問にも思わなかった。

　けれど、女によ人にん禁制の掟おきてを知りながらも舞ぶ台たいに立ち続け、限られた人間以外には素す性じようを隠し、蛇紋もひたすら隠し続けて。

　襲おそい来る懊おう悩のうを振り切るように、白火は舞まい続ける。舞っている間だけは、すべてを忘れられる。すべてのしがらみから解き放たれる。そんな白火を、物もの陰かげから、朧が痛ましそうにそっと見守っていた。
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「朧、ご苦労だな」

　今日も興行を終え、支し度たく部屋の裏で朧が後片づけをしていると、天幕からのそりと一陽が出てきて声をかけた。装束を脱いで着替えは済ませてあるものの、帯は緩ゆるく胸むな元もともはだけて隙すきだらけの着こなしで、朧はついついあきれてしまう。

　一陽は芸のこととなると鬼おにだが、それ以外のことにはからきし弱いのだ。

「一陽太た夫ゆう。お疲つかれ様です。舞台の片づけは済みまして？」

　朧が微笑ほほえみかけると、一陽は鷹おう揚ように伸びをしながら欠伸あくびを嚙かみ殺す。日輪座の一陽太夫といっても、初めて見る人は信じないかもしれない。未いまだ青年と言ってもおかしくないほど若々しいこともあって、到とう底てい座を束ねるような、責任感ある立場には見えないのだ。舞い人としての技量は確かだし、日輪座をここまで引っ張ってきた手しゆ腕わんもあるのだが、こうして見ていると飄ひよう々ひようとした印象が強くて、摑みどころがない。

「ああ、終わったよ」

　一陽が、こき、と首を回した。

「白火はもう行ったか？」

「ええ。今日は、米問屋のお宅にお招きを受けて」

「白火はすっかり人気者になったな。さすがは我が『息子むすこ』だ。毎晩の接待で疲れているだろうから、この興行が終わったら一度、ゆっくり寝ねかせてやりたいな」

　そもそも接待などには向いていない性格だしなあ──と、のんびりと構えている一陽に、朧が珍めずらしくも眉み間けんに皺しわを寄せて低く訊たずねる。

「──心配じゃないんですか」

「何がだ？」

「白火のことが！　だってあの子は……！」

　白火だったらすぐさま気け圧おされてしまいそうな気き迫はくにも、一陽は動じない。

「あれには矢涼がついているだろう。それに、その程度のことで揺ゆらぐようなら、我らはわざわざ京には出て来なかったさ」

「……え？」

　心配ではないのかと聞かれれば、頷うなずくことはできない。だが、こうなることは、一陽には上京する前から予測がついていた。

　物見遊ゆ山さんで出かけるのとは訳が違い、座全体の生活と将来がかかっている一大事だ。座の人間を守りきる覚かく悟ごがないのなら、これまで通り、貧びん乏ぼうながらものどかに田舎いなかを回り歩いていれば良かったのだ。

「あれが人気を独ひとり占じめにするのも、持て囃はやされるのも最初からわかっていた。あれがいるからこそ、うちの座は京で話題を攫さらえるし、贔屓ひいき衆は増えたし後こう援えん者も後から後から出てきている。すべて、あれがいるからだ。あれなしでは、日輪座はここまで伸のし上がれない」

　実力だけでは、だめなのだ。

　座長として、一陽の目は冷静だった。

　天性の華はな、生まれ持った才能、人を惹ひきつけて離はなさない力、そしてたゆまぬ努力が、舞台の上で見事に花開く。白火ほどの芸人は滅めつ多たにいない。父親としての欲よく目めではなく、ひとりの役者としてそう思う。

　そのために、白火に苦手な接待を押しつける羽目になってしまったことは少し心苦しく思っているけれど、芸人は芸だけを売ればいいという考えは、京では通用しない。

「運は向いてきた。いや、白火が引き寄せたんだ」

　京での興行は、この国に生まれたすべての芸人の夢。実力を持ちながらも貧しい日輪座にとっては悲願でもあった。

「この座の命運は、白火にかかっているんだ。だから、俺は迷わない。立ち止まらない」

「太夫……」

　白火の白くて小さな横顔にはいつも、亡なき妻の面おも影かげが重なる。

　あれは、凜りんとした女だった。

　炎ほのおのような女だった。

　一陽が、生まれて初めて心から愛した女だった。

「だが俺は──」

　一陽が言い淀よどみ、少しの間沈ちん黙もくが流れる。

　さわ、とそよいだ春の風は暖かいのに、何故なぜか朧の心を冷えさせる。

「俺は時々、恐ろしくなることがある。あれは、舞いがすべてのような娘むすめだからな。もしあれから舞いを取り上げたら……あれは、どうなってしまうんだろうな……」

　ここではなく、どこか遠くを見つめているような一陽の横顔を見上げて、朧はそれ以上、何も言うことはできなかった。










　その頃ころ白火は、大の苦手とする接待中だった。

「やはり、まずは日中の『吉野天人』をもう一度、それから世ぜ阿あ弥みの『砧きぬた』、『井い筒づつ』も良いな。お前たちは何が見たい？　何せ、美び貌ぼうの舞い人びとは一晩儂わしが買ったのだ、何でも好きなものを言うといい。天上の舞いを独り占めとは、誠まことに気分が良いわ！」

「まああ、さすがは旦だん那なさまでございますこと。本当に、風流を心得ておいでですわねぇ」

「こんな豪ごう華かな宴うたげ、旦那さまでなければなかなか開けませんわよ。白火どのも、お招きいただけて、さぞ嬉うれしいことでしょう」

　厚く白粉おしろいを塗ぬった女たちの唇くちびるが毒々しい。目が眩くらむほどにごてごてと飾かざり立てられた屋や敷しきに、噎むせ返る酒と香こう料りようの匂におい。

「ねえ、私、『羽は衣ごろも』を見たいですわ。あれは、美しい舞い人が舞うと本当に夢のようなんですもの」

　次から次へと演目を並べ立てられ、笑え顔がおを浮うかべながらも内心ため息をついていた。

　──言われたもの、全部舞ったら間ま違ちがいなく夜が明けるぞ……。

　望まれた演目を舞うくらいならいいのだけれど、愛あい想そ良く受け答えをしたり、ときには招いた主人の下手な素人しろうと舞いを無理やり見させられたりと、酒席を彩いろどるのはなかなかに気苦労が多い。遠えん慮りよする振ふりをして酒を断れるのだけがせめてもの救いだ。

　──いや、もうひとつ、問題があったっけな……。

　酒や料理を給きゆう仕じする女たちは侍じ女じよだと思っていたが、どうやら妾めかけのような仕事も兼かねているらしい。男のそばにべったりと侍はべった女たちの化け粧しようの匂いが強すぎて、息苦しいような感じさえする。

「仰おおせの通りに仕つかまつります。夜を徹てつして舞い明かすと致いたしましょう」

「いや、それには及およばん……のう、白火」

　主人がにやりと唇を歪ゆがめて盃さかずきを置く。

　──やっぱり来たか……。

　主人が目配せすると、女たちが未練たっぷりに出ていく。苛いら立だたしげに、白火の肩かたや膝ひざを小こ突づいていく女までいる始末だ。主人の寵ちようを横取りされたとでも思っているのだろう。

　──横取りしたくてやってるんじゃない！　できることなら代わってほしいくらいだ！

　残されたのは、主人と白火のふたりきり。毎晩毎晩、どこの屋敷に呼ばれて行っても大たい抵ていこれだから、と白火はほとほと嫌いや気けが差してしまった。

「さ、白火。もっと近くへ──酌しやくを」

「はい」

　誘さそわれるままに近くへ膝で進み、真横に座るとすかさず男の手が白火の腰こしに回る。

　ぞわ、と鳥とり肌はだが立ちそうなのを懸けん命めいにこらえて、白火は屛びよう風ぶの手前に置いた包みに手を伸のばした。

「実は、僅わずかながらわたくしも、故郷の地酒を持参してきております。鄙ひなびた味わいではございますが、ぜひとも召めし上がっていただきたいと思いまして。お口に合えば良いのですが」

「それはそれは、可愛かわいらしいことを言う」

　すっかりでれでれになった男の盃に、白火は持参の酒をたっぷりと注つぐ。妙みように甘い匂いのする酒だが、ただでさえもう酔よっている男に、その違ちがいはわからない。

「美しいのう、白火……これだから、役者遊びは止められぬわ」

　だらしない笑みを浮かべ、男の手が白火の着物の合わせ目に伸びた瞬しゆん間かん。

「待て暫しばし、待て暫し、夜はまだ深きぞ」

　白火はすっと立ち上がりざま扇おうぎをかざして男からさりげなく距きよ離りを取り、謡うたいを口ずさんだ。

　──手を出す前に、酒を飲め！　さっさと飲め！

　時じ間かん稼かせぎの舞まいに、主人はうっとりと酔い痴しれて盃を口に運ぶ。

「ほう、『西さい行ぎよう桜ざくら』か。これも良いの」

　それから程ほどなくして、主人の手がぱったりと床ゆかに落ち、そのまま突つっ伏ぷして豪ごう快かいないびきをかき始める。

「……ご主人？」

　ちょっとやそっとのことでは起きないほどに熟じゆく睡すいしていることを確かめ、白火はほっと安あん堵どの息を吐はいた。

「……やっと効いたか、この助すけ平べ親おや父じ。妾を何人抱かかえてれば気が済むんだ、気色悪い」

　せり出して揺ゆれる腹を、腹いせに軽く蹴けりつける。

「さっさと帰ろうっと」

　まだまだ中身の残っている酒瓶びんを持ち上げて帰ろうとすると、庭先の木の上から、矢涼がかすかな葉音と共に降りてきた。

「矢涼」

「もう少し酒の効くのが遅おそかったら、飛び出そうかと思っていた」

「──大だい丈じよう夫ぶだよ」

「酒に入れる薬草を、もっと強く調合しておこう。明日の夜までに作っておく」

「そこまでしなくても……」

「お前に何かあってからでは遅い。お前は自覚が足らなさすぎる。お前を強制的に拉ら致ちしてでも好きにしようとする輩やからは、十人以上はいるんだぞ。痺しびれを切らせた金持ちたちは、荒あらくれた男どもを雇やとってくるから始末が悪い」

　困ったことに、恥はじも外聞もかなぐり捨ててまで、白火を欲しがる男たちは掃はいて捨てるほどいる。いつどこに魔まの手が潜ひそんでいるのかまったくわからないので、矢涼としては、気の休まる暇ひまもない。

　何しろ白火は舞ぶ台たいであれだけの色いろ香かを振り撒まいておきながら、ちっともその自覚がないのだ。十六になり、まさに花盛りの時期を迎むかえ、舞いの技わざも冴さえて実力も気き迫はくも増した。それに付ふ随ずいするように、妖あやしいまでの美しさも。

　せめてもう少し当の白火に自覚があれば、少しは苦労も減るのだけれど。

　まったく無む邪じや気きというか、無む頓とん着ちやくというか。

　そこが白火の長所でもあるのだが、と、野性的に整った矢涼の、眉み間けんの皺しわは最近深くなる一方だ。

「さあ、もう戻もどるぞ。早く休んだ方がいい。連日これでは、疲つかれているだろう」

　自分の周囲には、心配性しような人間が多いなあと思いながら、白火はにこりと微笑ほほえんで頷うなずいた。

「うん」

　あどけなく、すなおに。










　前夜どれほど帰りが遅くても、酒が残っていようとも、役者の朝は稽けい古こから始まる。

「おはよう、白火！」

　廊ろう下かの向こうから勢いよく駆かけてきた身体からだがぱふっと飛び込んでくるのを、白火は腰を屈かがめて受け止める。

「早いな天てん輪りん。もう起きたのか？　もう少し寝ねていても良いんだぞ？」

「ううん、僕も、白火と一いつ緒しよに朝稽古する！」

　寝ね床どこから飛び出して来たらしく、まだ寝ね間ま着きだし髪かみも下ろしたままで、女の子のような面おも差ざしをしている。父よりも義母よりも、白火の幼いころに似ているとよく言われる。

「稽古のために早起きとは、えらいな。よし、オレが見てやろう」

「はい、お願いします！」

　まだ数えで五歳の天輪は、白火の異母弟だ。日輪座の数少ない子役なので、義母と離はなれて白火たちと上京してきている。

「ここのところ忙いそがしかったから、天輪の稽古をつけるのは久しぶりだな。だが、その前にまず着き替がえだ。顔もちゃんと洗っておいで」

　旅一座に生まれたせいか環かん境きようへの順応も早く、稽古にも熱心で、未来の太た夫ゆうとしては頼たのもしい限りの弟だ。白火が小さな身体を抱だき上げると、喜んで手足をばたつかせる。子供特有の高い体温が白火の腕うでからじんわりと染しみ込んで心地ここちよい。

「うわああ、くすぐったい、くすぐったいよ、白火～！」

「お前、寝ね癖ぐせがくっきりついてるぞ。またお腹なか出して寝てたな？　お前の寝ね相ぞうはもの凄すごいからなあ」

「ねえ白火、天輪を見なか……あーっ、やっぱりここだった！」

　天輪の着物を持ったまま、朧が駆け寄ってくる。

「起こしに行ったらもぬけの殻からなんだもの、お庭にでも落っこちてるのかと思ってびっくりしたわよ。ほら天輪、着替えないと風邪かぜ引ひいちゃうわよ」

「朧、後はオレがやるから」

「あ、いい？　助かるわ、じゃあお願い。何だかお客様で奥が忙しいみたいなのよ」

　朧が、ぱたぱたと小走りに去っていく。

「客ねえ……こんな時間から、誰だれだろう？」

「ねー？」

　白火が小首を傾かしげると、真似まねをして天輪も首を倒たおす。

　白火が着物を着せてやるとやんちゃ坊ぼう主ずはおとなしくされるがままになり、ついでだからと髪を梳とかそうとすると、手足をばたつかせて逃とう亡ぼうを企くわだてた。

「櫛くし、嫌いやだ！　痛いんだもん！」

　走り出そうとする弟の首根っこを、素す早ばやく白火が摑つかむ。

「ふ。甘いぞ天輪。オレから逃にげようなど、十年早いわ」

　白火自身の朝稽古の時間は削けずられてしまうけれども、可愛い弟の相手は心が和なごむ。色々と抱え込んだ問題の多い白火にとって、歳の離れた弟との一時は、心が休まる貴重な時間だ。

　だが。

「大変だ白火！」

「うわ、矢涼？　いきなり何だ？」

　矢涼が背後から、

「白火白火、大変よ！」

「今度は朧か」

　幼なじみの少女が廊下から、そして正面の座ざ敷しきからは、一陽が飛び出してきた。

「大変なことになったぞ白火！　柚木座が……！」
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「今度の興行は、うちと柚木座とで立ち合い能を行うことになった」

「立ち合い能!?」

「柚木座とうちとでか？　正気か、太夫!?」

　その日の夜、日輪座の全員を集めて一陽が告げた内容に、座員たちは一いつ斉せいにどよめいた。

「立ち合い能は言うなれば能の合戦、天下一の柚木座とまともにぶつかって、我らに勝ち目があるわけがない！　考え直せ、太夫！」

　古参の大おお鼓つづみ方かたがいきり立ち、座員たちもそうだそうだと頷いている。

「柚木座も柚木座だ、何を考えておるのだ！　新参者への嫌がらせか!?」

　舞まい人びとたちも声を張り上げざわめきが大きくなって、太夫のそばに控ひかえて座っていた白火は、不安げに視線をさまよわせた。

　座員たちの動どう揺ようも無理はない。

　立ち合い能は二つの座が同じ舞台で競きそい合い、その勝敗は、すべて観客が決める。当然負ければ恥となり、京には居づらくなるだろう。立ち合い能自体は日輪座も、旅回りの時に、勧かん進じん能のうなどで何度も経験がある。だから、どういうものかは充じゆう分ぶんすぎるほどわかっているのだ。

　──大体、相手が悪すぎるもんな……。

　日輪座から挑いどむならともかく、京一と誉ほまれ高い柚木座からのこの申し出は、確かに日輪座を潰つぶす目的と思われても仕方なかった。実力、規模、資金、歴史すべてにおいて差があり過ぎる。

「いや、静まれ皆みなの衆。少し違ちがうのだ。それについては、白火に説明させよう。直々に誘さそわれたのは白火だからな」

「どういうことじゃ、次の若！」

　皆みんなが膝ひざを詰つめてくる中、白火はゆっくりと言葉を紡つむいだ。日中の話し合いを思い出す。

「今回は変則的な立ち合い能だ。何かもう、立ち合いと言っていいのかもわからないが……」

「どういうことじゃ？」

「つまり、今度の興行は、日輪座と柚木座の共同で行う。幕開けの神しんの演目はうちが、次の男なんの演目は柚木座、というように振ふり分けて──」

　夕ゆう餉げ前まで続いた話し合いを思い出し、白火はゆっくりと嚙かみ砕くだいてその内容を説明した。










　話し合いは、朝から夕方まで続いた。

　一陽たちに引っ張られて連れて行かれた客間代わりの広間にはすでに柚木座の若太夫、蒼馬と、柚木座の後こう援えん者の代表だという絹織物の大問屋がのんびりと座っていた。柚木座が日輪座に立ち合い能を申し込みに来たと聞かされた瞬しゆん間かん、白火は悲鳴を上げる。

「待ってください！　柚木座とうちでは格が違いすぎ、立ち合いにもならない！　蒼馬さま、どういうつもりです！」

　怒ど髪はつ天てんを衝つくような白火の迫はく力りよくに、蒼馬は飄ひよう々ひようと、饗きようされたお茶に手を伸のばす。

「やってみもしないうちから逃げ腰ごしとは情けない。それでも、一日で京の話題を攫さらった日輪座の若太夫か」

「一体何考えてるんです、あなたは！　無む茶ちや苦茶だ！」

「柚木座の若太夫として興行の内容も一任されているのでな。最善の道を考えただけだ」

　しれっと言い放つ蒼馬を、立ったままの白火が睨にらみつける。その白火の手に、小さな手がきゅっと縋すがりついてきた。
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「白火ぃ……」

「大だい丈じよう夫ぶだ天輪、怖こわがらなくていい。ご挨あい拶さつは？」

　その場に満ちる剣けん吞のんな雰ふん囲い気きに怯おびえている天輪を抱き上げて促うながすと、怖こわ々ごわと蒼馬たちを見回した天輪が、白火の胸むな元もとにしがみついたままでぺこっと頭を下げた。

「日輪座の、天輪ですっ」

　そのまま、再び白火にしがみついて、もう誰も見ようとしない。天輪のこんな人見知りは珍めずらしい。離れそうにないので、そのまま膝に座らせる。小さな子供の扱あつかいに慣れたしぐさに、一いつ瞬しゆん、白火を見つめる蒼馬の目が細められる。

　それまで腕うで組ぐみをして何事か考え込んでいた一陽が、静かに切り出した。

「──恥はずかしながらうちはまだまだ資金も足りず、また人数も絞しぼり上京してきたばかり。京に根づけるかどうかの瀬せ戸と際ぎわの今、故郷に残してきた家族のためにも、あえて無む謀ぼうな挑ちよう戦せんに手を出す余よ裕ゆうはありません。我らには我らの生き方がございます。弱小一座のことと、ご容よう赦しやくださいますよう」

　下手なことをして、せっかく下ろしかけた根を引き抜ぬかれるわけにはいかないのだ。一陽の決定には、数十人を抱かかえる一座の命運がかかっている。

　それは、芸人の本能なのかもしれない。戦いくさが起ころうと京が戦火に包まれようと、己おのれの座は、芸能だけは後世にまで伝え、残してゆく。そのためには泥どろ水みずも啜すすり、草の根をかじってでも生き延びてみせる。古くから芸能は脈々と受け継つがれ磨みがかれてきた。ここで絶やすわけにはいかない。

「では、こうしてはどうじゃな!?」

　朧に案内され、どやどやと広間に上がってきたのは、初日から日輪座に通い詰めている贔屓ひいき三人衆だ。豪ごう商しよう揃ぞろいで、昨日酔よい潰してきた米問屋の主人もいるのを見て、白火は本気で頭を抱えた。

　──『あれ』を飲んでおいて、なんで朝からそんなに元気なんだ!?

　京人の体力や恐るべし、である。

「これはようこそおいでなされました。さ、どうぞこちらへ」

　一陽が立ち上がって迎むかえ、女たちが敷しき物ものを持ってきて席を整える。

「いや、割り込んですまぬな。だが、話が聞こえてきたものでつい」

「そうじゃそうじゃ。何やらおもしろそうな話をしておったではないか」

「そういうことなら儂わしらが日輪座を必要なだけ後援しようではないか。それなら立ち合い能ができるだろう？」

　だんだん頭が痛くなってくる。

　──京に来てまだ一カ月も経たたないのに、何でこう次から次へと……。

　ため息をつきかけた白火の傍かたわらから、つい、とそれまで事態を静観していた蒼馬が口を開いた。

「それではこうしてはいかがか。正式な立ち合い能が難しいと言うのなら、部分的にでもいい。つまり」

　蒼馬が、強い眼まな差ざしでじっと白火を見み据すえる。青白く燃え盛る業ごう火かのような眼差しが、白火の舞い人としての誇ほこりを煽あおり立てた。

　──誘ってる…………。

　自分と舞まいたくはないかと。芸人として、誰だれも見たことのない高処たかみを目指したくはないかと。

　京に来てすぐ、少しだけ一いつ緒しよに舞った。

　あの舞いの完成を見たい。柚木座若わか太た夫ゆうの、本気の舞いが見たい。思う存分立ち合い、競い合ってみたい。

　白火の身体からだの芯しんに、火が灯ともされる。

「柚木座若太夫として、白火を始めとする日輪座の方々に、客演を依い頼らいさせていただきたい」

　蒼馬が拳こぶしを床ゆかにつけ、軽く頭を下げる。

　断る理由は、白火にはなかった。










　座員たちの前で説明を終えた白火は、ぽろりと本音を漏もらす。

「オレは……できることなら、やってみたい」

「本気か、白火の若!?」

「太夫もそれでいいのか!?」

　驚きよう愕がくした一同の前で、一陽が不意ににこりと微笑ほほえんだ。すべての邪じや気きを払はらうような鷹おう揚ようさに、座員たちが毒気を抜かれる。

「白火がそれで良いというのなら、やってみても良いではないか、皆の衆」

「太夫!?」

「考えてもみよ。天下の柚木座が我らを名指ししたのだ。こんな名めい誉よはあるまい。それに──我らは、何のために京に来た？」

　しん、とその場が静まり返った。

　絶対反対、の気き炎えんを吐はいていた大おお鼓つづみ方かたまでもが、口を噤つぐむ。

「田舎いなか一座の我々が、一旗揚あげる千せん載ざい一いち遇ぐうの機会に恵めぐまれて上京したのだ。だったらいっそのこと、ここで一発大きな賭かけに出てみるのも悪くないではないか。京でも頂点に立っているのは、由ゆい緒しよの正しさを誇る観かん世ぜ座ざと、屈くつ指しの実力の柚木座──その柚木座直々の指名とあらば、相手にとって不足はない」

　おっとりと、深く静かな声の中に秘ひめられたうねるような情熱が、一同の心に染しみ渡わたっていく。

「それもそうだな……」

「柚木座との共演か……まあ確かに、資金のあてがあるから、無理ではないかもしれぬな……」

「何より、おもしろそうじゃな」

「この機会を逃のがしたら、二度とはない好機だろうて」

「あちらは天下の一座じゃが、こちらとて白火も太夫も舞いの上手。それに、囃子はやし方かただって負けはしない！」

「その話、受けて立とうではないか！　むざむざ負けはすまいぞ、皆みなの衆！」

「そうと決まればさっそく稽けい古こだ！　演目はこれまで通り太夫、白火の若に任せるが、基き礎そを怠おこたってはなるまいて！」

「さ～あ、やるぞ～！」

　意気の上がった男たちがどやどやと稽けい古こ場ばへ移動し、女たちもそれぞれ片づけものをしに下がる。残った白火の両りよう脇わきに、朧と矢涼がそっと詰つめ寄った。

「白火──どうして断らなかったの！　無む茶ちやだわ！　よその座でなんて」

「自分が客演するということの危険をわかっているのか」

　誰にも聞こえないようにひそめた小声で責められ、白火はこくりと頷うなずく。二人の言い分はもっともだし、自分もそれを一番恐おそれている。日輪座ではこうして護まもられているから何とか秘密が保てているが、柚木座と共演ともなればそうもいかないだろう。

「わかってる……秘密を守るのは大変だし、バレたらと思うと──怖い」

　ただでさえ、神仏へ捧ささげる能のう舞まいを、女の身で舞まっていることへの呵か責しやくはある。悪いことをしているとは思わないが、それでも、女によ人にん禁制の掟おきてを破っていることは確かだ。生きるために必要なことだったのであまり考えないようにはしているが、神仏の罰ばちが当たるかもしれないと、密ひそかに思ってもいる。

　だんだん後あと戻もどりができなくなっていく。周囲を偽いつわり続ける歪ゆがみは、どこかで切れてしまわないだろうか。

　──怖い……でも。

　握にぎり締しめた指先が小刻みに震ふるえる。

　今回の誘さそいは最大の好機だった。

「だったら、どうして！」

　朧の悲鳴じみた叫さけびに、浅くなりがちな呼吸を繰くり返し、白火はゆっくりと口を開いた。

「男としてでも女としてでもなく、ひとりの役者として──あの人と、舞ってみたいと思ったんだ。天下一と名高い、あの人と」

　舞い人として、初めて摑つかんだ大きな機会だ。これを逃せば、次の機会はないかもしれない。

「こんな機会、きっと、二度とない……！　頼たのむ朧、矢涼！　今回だけ。演やらせてくれ！」
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『安あん珍ちん・清きよ姫ひめ伝説』

　昔、庄しよう司じの姫ひめがある若い山やま伏ぶしに一ひと目め惚ぼれし、妻にしてほしいとねだったが、驚おどろいた山伏は言い逃れてその場を逃にげ出してしまう。姫は山伏を追いかけたが、人ひと違ちがいだと手ひどく追い払われ、恋こいしさが募つのって激げき怒どし、追って追って追いかけて蛇へびの姿になり、ついには鐘かねの中に隠かくれた山伏を鐘ごと焼き尽つくし、自身も日高川の中へと消えていく──

　この激しい恋を美しくも哀かなしく描えがいたものが、能『道成寺』である。







　その夜、白火は夢を見た。

　時空を通り過ぎて、視みるはずのない夢を見た。これも、鵺ぬえの血のなせる業わざなのか。

　身を焦こがすような真しん紅くの着物を着た女が、狂くるおしく舞っている。衣ころもが浮うき上がり、髪かみが乱れるほどに激しい舞い姿。真紅は血の色か、それとも灼しやく熱ねつの炎ほのおの色か。

　泥でい眼がんの面をあてがい、濡ぬれて光る緑の黒くろ髪かみの、美しい女だ。

　金を塗ぬり込めた双そう眸ぼうから血の涙なみだが流れ、紅を刷はいた唇くちびるが艶あでやかな声を紡つむぐ。

　──白火。










　知るはずのなかった過去を手た繰ぐり寄せ、眠ねむる白火の目め尻じりから、大おお粒つぶの涙が流れ落ちる。

　夢の中で白火は、颯佐という名の女だった。

　ぬめる様な黒髪に白い肌はだ、少々きつめの美び貌ぼうのその女は恋こい人びとと結ばれ、幸せの絶頂にいた。

　古い宮ぐう司じの血を引く颯佐はある時、自分の命がもう長くはないことを知った。夢は時折古い血に乗せて、知るはずのない未来をも視せるもの。幸せの絶頂から突つき落とされた颯佐に、夢は追い打ちをかける。

　恋人は自分が死んだ後、他の女と再さい婚こんする。

　忘れられてしまうのか、自分は。

　絶望の淵ふちに沈しずみ、颯佐はそれでも恋人を愛していた。愛し過ぎていた。

　忘れないで。自分のことを、忘れないで。自分との恋を、なかったことにはしないで。

　夢を視る前に宿していた子供を産み落とし、力ちから尽つきて。颯佐は最後の望みを、命がけで産み落とした娘むすめに刻み込んだ。女の立ち昇のぼる妄もう執しゆうは、蛇に姿を変える。

　──これは、貴女あなたの『道成寺』、なのか……？

　仄ほの暗ぐらく燃え盛る颯佐の想おもいは、蛇じや身しんとなって我が子の運命に絡からみつく。生まれたばかりの白く輝かがやく赤子の左ひだり腕うでに颯佐が血の色の鱗うろこを刻み込み、その異変に、赤子は火がついたように泣き出した──封ふう印いんを解かれたように後から後から滲しみだしてくるのは、今の今まで忘れていた、白火の生まれた直後の記き憶おくのかけらだ。

「────母、さま……っ！」

　はっと目を覚ました白火は、次の瞬しゆん間かん、飛び起きた。冷や汗あせがとまらず、心臓がどきどきと脈打って苦しい。

　ここは自分の部屋。まだ夜は明けきっておらず、薄うす明あかるい。

　夢の余よ韻いんに熱く疼うずく蛇じや紋もんを寝ね間ま着きの上から押さえこみ、寝ね床どこの上で白火は荒あらい呼吸を繰り返す。

「今の、は…………」

　忘れていた。

　否いな、忘れたふりをして、彼方かなたへと沈みこめていた白火の記憶だ。

　生まれた時から、この痣あざはあった。生まれた時から、颯佐の想いはこの軀からだに宿り続けてきた。

　口元を両手で覆おおい、華きや奢しやな体たい軀くが小刻みに震え出す。

「母さま、貴女という人は……」

　何という激しさで、父を愛したのか。
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　道すがら矢涼が低く訊たずねる。

「白火。どうかしたのか」

　柚木座の稽けい古こ場ばへと向かう途と中ちゆう。今日は矢涼も、普ふ通つうに白火の隣となりを歩いている。

　白火は頭の上からすっぽりと薄うすい衣を被かぶり、顔を隠している。日よけにはまだ早い季節だが、そうでもしないと最近は、すぐに京人に取り囲まれてしまうのだ。少し視界が悪いが、面に慣れている身としては大して不便には感じない。

「何が？」

「何だか冴さえない顔色だ。客演が嫌いやになったのか」

「違ちがうよ。何でもない」

「気を抜ぬくなよ、白火。柚木座の面々は、きっとお前に対して風当たりが強い」

　矢涼の言いたいことはわかる。柚木座には、それぞれ舞まいの上手が揃そろっている。そこへ、どこの馬の骨とも知れない新参者がいきなり割って入り、主役級の役を奪うばうのだ。心中穏おだやかでない者もいるだろう。

「多少の嫌がらせや厭いや味みは流せよ。お前は、取り繕つくろうのが下手だから」

「うん。頑がん張ばってみる」

　根が単純だからなのか少々口下手だからなのか、噓うそをつけない性格の白火に釘くぎを刺さし、矢涼は心配そうに白火の横顔を盗ぬすみ見る。

　何だか顔色も悪いし、何より表情が昏くらく沈んでいる。いつもの快活さがなりを潜ひそめて痛々しい。何かあったのだろうかと思うのだが、心当たりはない。

　そうこうしている内に貴族の館やかたとも見まごう柚木座の館に着き、庭先から直接、稽古場となっている離はなれに教えられた通りに回り込む。

「…………」

　そこは、音もない静せい寂じやくの世界だった。白火は思わず足を留め、中で繰くり広げられる光景に瞬まばたきすら忘れて魅み入いる。

　座員の居並ぶ稽古場の中央で舞まっていたのは蒼馬だ。

　勇ゆう壮そうにして薄はつ幸こうな、平家の若武者を描いた舞い。

　床ゆか張ばりの稽古場、面もかけず、装しよう束ぞくも稽けい古こ着ぎだというのに。

「仄暗い戦場が見える……」

　渦うず巻まく想い。

　扇おうぎをかざす蒼馬の背後に揺ゆらめく、非ひ業ごうの平家の若武者の姿。どうしようもない宿命の中で潔いさぎよく、清らかに散っていった姿は一いつ瞬しゆんの星の輝きにも似て。

「『敦あつ盛もり』だ……」

　白火は雷かみなりに打たれたように、その場に立ち尽つくす。ひたすらの無常と、凜り々りしく果か敢かんな舞い姿は、旅先で見た海のように雄ゆう大だいな力に満ちていた。

　蒼馬の壮そう絶ぜつな舞い姿は力強く、誰だれをも彼の持つ世界の中に引きずり込む。

　──圧あつ倒とうされる……！

　若々しく張りのある声は朗々と謡うたいを紡ぎ、足さばきも悠ゆう然ぜんと、彫ちよう刻こくめいた横顔にはらりと落ちかかる髪すら計算され尽くしたかのように絶ぜつ妙みような彩いろどりで、凜々しく清せい冽れつな面おも差ざしに、紅あかい唇がはっとするほど色っぽい。自分が美しいことを知り尽くしての計算された美しさではなく、内面から滲にじみ出る色いろ香かだからこそ、これほどまでに危あやうい。

　──凶きよう悪あく。

　色悪という言葉は、彼のためにあるのではないだろうかとさえ思う。

　知らず強こわ張ばっていた肩かたから力を抜き、白火がようやく小さな息を吐はくと、蒼馬も腕うでを下ろした。

「笛はそこでもうちょっとゆっくり……そうだ、その呼吸で。鼓つづみ、今の笛に合わせられるか？　やってみてくれ」

　一区切りついたところを見計らって、稽古場の端はしにいた青年が声を張り上げる。

「日輪座の若わか太た夫ゆうがおいでになりました」

　さっと空気が変わり、稽古場中の視線が白火に集中する。

　──舞いに見み惚とれて忘れていた……被り布を、取っておけば良かったかな。

　布を外そうとすると、決して小さくはない声が白火の耳を打つ。

「さて、美貌の名高い少年だと聞くが……どれほどのものですかな」

「田舎いなか回りで日焼けして、浅黒いのを気にしているのかな？」

　びくっと指先が怯おびえ、白火はうつむきそうになる。

　叩たたきつけられる悪意は怖こわい。だが──ここで、逃にげるわけにはいかない。

「白火」

　矢涼が気づかわしげに名前を呼ぶ。

　射い貫ぬかれそうなほどの強い視線に内心歯を食くい縛しばり、白火はさらりと布を取り払はらった。

　薄うす茶ちやの髪かみがやわらかな木こ洩もれ日の中にふわりと揺れ、白はく皙せきの面が露あらわになる。

「お……」

　座員たちが一瞬息を飲んだのに気づかないまま、にこりと笑えみを浮うかべる。

「日輪座の白火でございます。どうぞよろしく願い上げ」

　ます、と続けようとした白火の手を、大きな手のひらがぱっと摑つかんだ。そのまま白火を稽古場に引き上げ、肩を抱だき寄せるその指先は、力強かった。

「あ、あの」

「堅かた苦くるしい挨あい拶さつなんて止やめてくれ、肩が凝こる。よく来たな白火」

　臆おくするなと、萎い縮しゆくするなと言っている。蒼馬が白火をさっさと稽古場の中央に連れて行き、手を離す。

「蒼馬さま？」

「まず、来たばかりで悪いが、一差し舞ってくれ。身体からだ慣らしだ」

　稽古場はしんと静まり返り、空気が悪い。蒼馬の性急な申し出の意味を、白火は正しく理解した。

　──思った以上に、反感を買ってるみたいだな……まあ、それも当然か。

　こくりと頷うなずき、すなおに舞まい扇おうぎを取り出す。

「わかりました」

「皆みんな、よく見ておけよ。今朝言った通り、実際に見てみてもお前たちが認めないというのなら、俺も客演の話を考え直そう」

　さらりと問題発言をされ、白火は背筋が凍こおりつきそうになった。そんな重大なことを、ひとりでてきぱきと決めないでほしい。

「そうだな──演目は何がいい？」

　屈くつ託たくのない様子で蒼馬が柚木座の面々を振ふり返り、男たちはそれぞれ微び妙みような顔のまま、口重に答える。

「我らは何でも結構です」

　白火の客演は歓かん迎げいしないものの、若太夫である蒼馬には心しん酔すいしている。そういった葛かつ藤とうがひしひしと感じられる空気は、居い心地ごこちが悪いなどというものではなかった。

　竦すくみかけた白火の視界の隅すみに、廊ろう下かで正座したまま待機している矢涼の姿が掠かすめる。稽古場の正面には、力強い視線の蒼馬が立っていた。

　この場を切り抜ぬけるには、白火が頑張るしかない。少なくともこの場には、味方が二人いる。

　──オレは、日輪座の若太夫なんだから……。

　負けるわけにはいかない。ここで尻尾しつぽを巻いて逃げる様な真似まねは、絶対にしたくない。懸けん命めいに心を奮い立たせ、白火は扇を広げた。ふわり、と空気が揺れ、白火を取り巻く空気の色が変わる。

「いや疑ひは人間にあり　天に偽いつわりなきものを」

　やわらかく透すき通る、天てん女によの舞まい──能『羽は衣ごろも』。

　天へ帰るために必要な羽衣を漁師に奪われ、返してもらう代わりに見せた天女の舞いはやわらかく美しく、例えようもなく清らかに。頰ほおを紅潮させて初うい々ういしく舞う白火の周囲の空気がにわかに透き通り、甘やかな匂においを漂ただよわせる。

　蒼馬の舞いがすべてを支配する海のような力強さなら、白火の舞いはしっとりとすべてを押し包んで潤うるおす、真水のようなやわらかさが最大の魅み力りよくだ。

　舞まいの得手が居並ぶその場では、ほんの一差しだけで充じゆう分ぶんだった。

　ぱん。

「もういいぞ。お疲つかれさん」

　蒼馬が制止の合図に手を叩き、白火が額にうっすらと汗あせを浮かべて扇を下ろす。

　蒼馬が一座を見み渡わたすと、誰もが見惚れてしまっているようだった。白火の力量がわからないような役者は、この柚木座にはいない。

　少しの間奇き妙みような沈ちん黙もくが流れ、柚木座の座員たちは互たがいを小こ突づきあったりわざとらしい咳せき払ばらいをしたりして、誰も喋しやべろうとしない。

　──どうだったんだろう。

　不安になった白火が蒼馬を見上げると、大だい丈じよう夫ぶだというように笑顔を向けられる。黙だまって成り行きを見守っていた矢涼も、人知れずほっと安あん堵どの吐と息いきを零こぼした。

　首しゆ尾びは、上々といったところだろう。










　差さし迫せまった立ち合い能本番に向けてまず決めなくてはならないのは、演目だ。寺の境けい内だいにある柚木座の常設舞ぶ台たいで、背景に見事さで有名な桜の森を従えての日取りに決まったから、演目も桜にちなんだものにしようということになった。そのことを知った京人たちは早くも、柚木座と日輪座の合同興行を桜能、桜合戦と呼んで楽しみにしているらしかった。

　神しん、男なん、女によ、狂きよう、鬼き、祝しゆくと分けたそれぞれの種類の演目を順番で演じ、間に狂きよう言げんを挟はさんだりもするので、当然朝から晩までの興行になる。日輪座は気軽に立ち寄って観みてもらうために、白火を主役とした『女』や『鬼』の演目だけを演じることもあったが、今回は全部を通すことになった。

『神』はその名の通り神話を演じるもので、めでたく厳げん粛しゆくに、興行の成功を願う意味合いも込められており、『男』は若武者や勇士、公く家げなどを主役とした話で、女武者の巴ともえ御ご前ぜんなどの演目は、白火も演じたことがある。『女』は女の物語で綴つづられることもあるが、必ずしもそうとは限らず、男同士の幼なじみの友情を描えがいたり、老ろう婆ばとなった小お野のの小こ町まちが昔をしのぶ『卒そ都と婆ば小こ町まち』などもこの種類に入れられ、なんでもありの感があり、『狂』は激しい恋こい物もの語がたりや斬きり合い、芸尽づくしなど、役者にとっても体力のもっとも必要とされる演目が多く、観客も手に汗あせ握にぎるような展開物が多い。続く『鬼』は霊れいや鬼を主役としたもので、最後は『祝』で、楽しく華はなやかに終わるもので締しめくくる。

　それぞれの座が担当する演目はもう決定しているのだが、最大の見せ場である蒼馬と白火の共演する『狂』に何を持ってくるかがまだ決まっていない。

　柚木座の主だった座員たちを含ふくめて円えん陣じんを組み、話し合いは熱を帯びてゆく。

「やはり男女の悲ひ恋れんを描いたもの以上に、この二人の技量を活いかせるものはないだろう。心中した二人が浮かばれず、この世でさまよい続ける悲恋話などはどうだ？」

「いや、伝説を下した敷じきにしたものなどもなかなかだぞ。あらすじがあればわかりやすいし、日高川伝説を元にした『道どう成じよう寺じ』などは、演出の仕方もおもしろいからな。あれは春の能だし」

「いや、『道成寺』では白火どのの独どく壇だん場じようになってしまうぞ。蒼馬どのの出番がない。ぱっと目立つ演目よりも、実力のわかる幽ゆう玄げん舞まいの方がいいと思うが」

「京で人気の二人がせっかく共演するのだ、桜に負けないような華やかさがほしいな」

　日輪座では、今ある装しよう束ぞくや面からできる演目を選ぶのが普ふ通つうで、やりたい演目をこんな風に議論できることなどなかった。

　改めて、凄すごい機会なのだと思う。日輪座のように河原かわらにかける小さなその場しのぎの舞台ではなく、京の一角に常設の舞台を持ち、舞い以外のことに縛られずに生きてゆける人間たちの集まった一座だ。それが柚木座。京の主だった金持ちが贔屓ひいきにし、御下命があれば天覧能にも応じる。

　──芸人の、夢だな……。

「どうした白火。ぼんやりして」

　不意に蒼馬に顔を覗のぞきこまれ、はっと我に返る。

「し、失礼いたしましたっ」

「初めての座で気き疲づかれしたか。よし、一息入れよう」

　蒼馬がそう言うや否いなや、すぐに見習いらしい少年たちが茶の支し度たくを整えて部屋に入ってくる。

「どうぞ」

「ありがとうございます。あ、餅もち菓が子しっ」

　折おり畳たたんだ懐かい紙しの上に載のせられた、見たこともない上等そうな菓か子しに、思わず声をあげてしまう。その無む邪じや気きな様子に、座員たちが嘲あざけるように見下して鼻を鳴らした。先ほどの話し合いの間も、じろじろと白火のことを不ぶ躾しつけに睨にらみつけていた青年たちの一団だ。身なりからして、囃子はやし方かたではなく舞い人だろう。

「……まったく、これだから田舎いなかの貧びん乏ぼう役者は」

「胡桃くるみ団子と申すのじゃ、それは。もう二度と食えないだろうから、とくと味わうが良いぞ」

「はい、心していただきます！　うわあ、やわらかい、甘～い！」

　心底嬉うれしそうに菓子を頰ほお張ばる白火の姿に、柚木座の面々はすっかり毒気を抜ぬかれてしまったようだ。厭いや味みがまったく通じていない。しかも、胡桃団子を半分ほど食べたところで懐紙を置いたのを見て、更さらに驚おどろく。

「ど、どうした？　口に合わんのか？」

「いえ……」

　白火が少し恥はずかしそうに頰を染め、その妙みように艶なまめかしいしぐさに、青年たちはどきっと心臓を跳はね上げさせる。

「あまりに美味おいしいので、弟に持って帰ってやろうと思いまして」

　ほんの一口か二口しかない団子を大切そうに懐紙で包み始めた白火に、凜り々りしい風ふう貌ぼうの青年が慌あわてて自分の菓子を突つきつけた。

「たっ、食べかけなど持って帰るな！　こ、これを持って帰るがよい。我々はこんなもの、食べ飽あきている！」

「いいんですか!?　ありがとうございます、きっと弟も喜びます！」

　嬉しくて、思わず今までの緊きん張ちようも忘れにこにこ笑っている白火の死角では、矢涼が黙もく々もくと自分の分を包んで懐ふところに入れていた。きっと、朧への土産みやげにするつもりなのだろう。

　一方、満面の笑えみで感謝され、座員たちは決まりが悪くなってしまった。

　柚木座の座員たちも、元々が裕ゆう福ふくだった者などそうはいない。ほとんどが京の生まれだが、旅回りの苦労を知っている者もいる。

「……ふ、ふんっ。この田舎者が」

　芸人に限ったことではないが、無事に成人する子供の数は少ない。夏に暑すぎれば水が干ひ上あがり、冬に雪が降り過ぎれば作物が育たず、餓が死ししたり病死する子供は多い。真っ先にその犠ぎ牲せいになるのは、金のない人間たちだ。

　白火の瘦やせ細ほそった軀からだつきを見ても、充分に栄養が行き渡わたっているとは思えなかった。蒼馬は時折、そのあまりの細さに少し心配になってしまう。

　──これで舞台を勤め上げているのだから、恐おそれ入る……。

「白火お前、もう少し食事を増やせよ。瘦せ過ぎだ。こんなに細い腕うでをして。幾いくら何でも、男として情けないぞ」

　何気なく腕を摑つかもうと手を伸のばすと、白火がはっとしたように顔を強こわ張ばらせ、身を引いた。

　蒼馬が何気なく触ふれた指先から、蛇じや紋もんがじわりと熱を孕はらむ。

「白火？」

　白火は途と端たんに真っ青になり、己おのれの身体からだを庇かばうように抱だき締める。

「どうしたんだ？　どこか痛いのか？」

　指が長くて節の目立つ手が再び左ひだり腕うでに触れる。軽く触れられただけなのに燃え上がる熱さを感じ、白火は震ふるえ上がって必死に後ずさった。蒼馬が触れると、蛇紋が熱く燃えて痛い。

　何故なぜだ。他ほかの人では、こんなことはなかった。

　──嫌いやだ、怖こわい…………！

「さ、触さわるな……っ！」

　明らかな拒きよ絶ぜつに、蒼馬はむっとする。こんな風に怖がられる謂いわれはない。

「若わか太た夫ゆう、白火どの、どうかしたのか？」

「──少し席を外してくれ。呼ぶまで誰だれも来るな」

　蒼馬が言い放つと、座員たちは即そく座ざにそれに従った。

「では、庭で野外稽けい古こと致いたしましょう。良い天気ですからな。さ、矢涼どのも」

　ずっと稽けい古こ場ばの隅すみに控ひかえていた矢涼も心配そうに、けれど柚木座の面々に誘さそわれて渋しぶ々しぶ席を立った。

　二人きりになり、蒼馬は白火の目の前に立つ。白火は後ずさり、背中を壁かべに押しつけたままだが何となく複雑そうな、困こん惑わくしたような顔をしていた。少なくとも恐きよう怖ふの色は消えているが、先ほどのあの怯おびえようは何だったのだろう。

　蒼馬は片かた膝ひざをついて白火と目線を合わせた。

「白火」

　びくりと華きや奢しやな肩かたが震える。

「──はい」

　回りくどい物言いは好まない。

「俺のことが嫌きらいか？」

「ちが……蒼馬さま、オレは……っ」

　なにかを勘かん違ちがいされそうで、少年は唇くちびるをきゅっと引き結んだまま蒼馬の袂たもとを摑み、その拗すねた子供のようなしぐさに、蒼馬は思わず笑ってしまった。蒼馬が険しい顔つきを和やわらげたので、白火もようやくほっとする。

「そうか」

「──はい」

　少しの間考え込んだ蒼馬が再び手を伸ばすと、白火は不安そうな色を湛たたえたまま、じっと蒼馬を見上げる。

　──触れられることに、何かしらの嫌けん悪お感かんがあるのか……？

　原因さえわかれば、蒼馬の対応は早い。相手が嫌がることはしないというのは、蒼馬にとっては当然のことだ。思い悩なやむほどのこともない。嫌われていないことさえわかればいいのだ。

「ちょっと待ってな」

　小皿を片手に戻もどってきた蒼馬が、白火の少し手前に屈かがみこむ。

「…………？」

　不ふ審しんそうに警けい戒かいしている白火に向かって小皿に盛られた胡桃団子を少し揺ゆらしながら、ちちち、と舌を鳴らす。

「ほら、来い来い来い」

　いたって真ま面じ目めな蒼馬に、白火が堪たまらず吹ふき出した。

「オレは犬か猫ねこですか!?」

　動物相手のような振ふる舞まいをされても腹が立たないのはきっと、蒼馬がとても優やさしい眼めで白火を見つめているからだ。笑いながら膝ひざで進むと、蒼馬が指でつまんだ菓子を、白火の口にあてがう。まるで、雛ひなに餌えさを与あたえる親鳥のようないとおしむしぐさで。

「よーし、いい子だな。ほれ、ご褒ほう美びだ」

　団子は大きくて、白火の頰ほおがいっぱいに膨ふくらんだ。

「犬猫というより、栗り鼠すだなまるで。頰がぱんぱんだ」

「むーっ！」

　指先が、白火の反応を確かめるように、やわらかな頰にちょん、と触れた。もごもごと団子を嚙かみながら、白火が蒼馬の胸に小さな拳こぶしを振り上げる。両手首を摑まれても、もう平気だった。蛇紋も痛まない。左の二の腕に触れていないからだろうか。手首から伝わるぬくもりは心地ここちよい。

「追いかけてくるならちゃんと飲み込んでからにしろよ、喉のどに詰つまるぞ」

　頰をぷーっと膨らませ、白火が蒼馬を見上げる。こうして向き合ってみると頭ひとつ分以上の身長差があるので、蒼馬には、白火の頭が自分の胸辺りに見える。艶つや々つやとした髪かみの天てつ辺ぺんにも、やわらかな光こう沢たくが広がっていた。

　白火はじっと蒼馬を見つめて思う。

　──こんな風に、生まれたかった。

　見上げるほどの身長に、鍛きたえられた滑なめらかな軀。大きな手のひらに、襟えり元もとが寛くつろげられていても平らな胸むな元もとに、体たい臭しゆうとかすかに混じる汗あせの匂におい。

　こんな風に生まれていれば、舞ぶ台たいに立つのに何の支障もなかった。

　白火は思う。

　──あなたのような男に、生まれたかった。

　ちりりと、左腕に痛みが走った。
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「──もう来ていたのか……」

「毎朝毎朝……熱心ではある、な」

「──ううむ……まあ、その努力は、認めてやってもよいが……」

　蔀しとみをすべて開け放ってあるので、早朝の風が薄うす茶ちや色いろの髪をなびかせる。

　白火は稽古場に入ってきた面々にも気づかず、ひたすらに集中して舞まい続けていた。こういうふうに、時折白火が無む茶ちやなほど舞いにのめり込む様子を、柚木座の座員たちは度たび々たび目にするようになった。

　毎日、この柚木座の稽古場で白火は練習を重ねている。稽古は、幾らしても足りない。足りたと思えたことはない。

　もっと上手うまく舞いたい。身体の中で渦うず巻まくこの想おもいは、一体どこから湧わいてくるのだろう。

　白火が扇おうぎを下ろすと、稽古場からほう、とため息が零こぼれた。柚木座の役者も日輪座の面々も、白火の舞い姿を目にした後はいつもこうだ。心の何もかもが一時すべて奪うばわれてしまって、言葉が出ない。白火の発する魅み力りよくは凄すさまじい。

　ただ美しいだけではなく、身を包む雰ふん囲い気きが火ほ影かげのようにちらちらと揺らめいて、その妖あやしさが人の心を鷲わし摑づかみにして離はなさない。

　粗そ末まつな稽けい古こ着ぎが、極ごく上じようの衣に見える。一番を慎しん重ちように舞い終えて、面をかけていない素す顔がおに汗が流れる。最高の舞いを舞うために、白火は稽古に全力を注ぐ。能を見物に来る客は、日ひ頃ごろの憂うさを忘れ、別世界を楽しむために来るのだ。日常から切り離された異空間を、演じてみせるのが芸人の務め。その重圧は並ではない。

　観衆を失望させないように、芸人としての最上を更さらに見上げて、白火は重圧を撥はねのけて背筋をぴんと伸ばす。そんな姿を、蒼馬は好ましく見守っていた。

　元々誇ほこり高い人間は嫌いではないが、白火のそれは一本芯しんが通っていて、律りち義ぎなほどだ。これほど誇り高い舞い人を、蒼馬はこれまで見たことがない。

「あまり根を詰めるなよ？　それと、日輪座から、誰か訪おとずれてきているそうだぞ」

「ああ、多分朧だと思います。舞まい扇おうぎを見立ててもらおうと思って。この間まで使っていたものを破いてしまったので」

「それなら良い店が幾いくつかあるぞ。よし、俺が案内してやろう」

「……え!?」










「ねえ。それで、どうしてこういうことになる訳？」

　不審げな朧に小声で脇わきを突つつかれ、白火も困惑して答える。

「オレにもわからないんだ」

　蒼馬に連れられてやってきたのは四条の大通りから一本奥に入った通りで、扇屋や化け粧しよう品ひん屋、反たん物もの屋などが並ぶ路地だった。小さな店がひしめいているが、品しな揃ぞろえと質の良さは折り紙つきで、役者御ご用よう達たしの隠かくれた名店がずらりと揃そろっている、その筋では有名な通りらしい。

　中でも蒼馬が贔屓ひいきにしている扇屋は穴ぐらのような小さな店で、棚たないっぱいに鮮あざやかな扇が広げられていた。

「白火、朧、どうした？　気に入った品でもあったのか？」

　店主と親しげに話していた蒼馬がやってきたので、二人は慌あわてて首を振る。

「いえ、その……こんな高級そうな店に来たのは初めてで……」

「気にしなくていい。ここは俺の馴な染じみの店だ。京の扇は一級品だぞ、感かん触しよくが他ほかのとは全然違ちがう。ほら、持ってみな」

　そばにあった舞扇を渡わたされ、ぱらりと開いてみた白火は目を瞠みはった。

「うわ、軽いっ！」

「な？　要かなめは煤すす竹たけで、軽いし丈じよう夫ぶだし、手に吸いつくだろう。この店の扇は特に質が良い。お前、どんな扇が欲しいんだ？　種類は？」

「ええと、紅いろ入いりの鬼おに扇おうぎと、あと一種類」

「紅入りか。親父おやじさん、お勧すすめはどの辺りだ？」

「そうさなあ……」

　人の良さそうな小太りの店主が、奥から出てきて白桐きりの木箱を選び出す。

「そちらさんに似合うのは、ここいら辺りかな？」

　白く細長い小箱に収められていたのは、地が鮮やかな朱しゆ色いろで塗ぬり上げられた上に金粉銀粉を散らした、華はなやかで艶やかな扇だった。

「まあ、これ綺き麗れい、すご～い！……高価たかそうねえ」

　朧が思わず感かん嘆たんのため息を零こぼす。

「職人入にゆう魂こんの品でね。うちの自じ慢まんの逸いつ品ぴんだよ」

　能において、赤や朱の入った扇は紅入りと呼び、若い女性を演じるときには欠かせない。そして、鬼おに、または蛇へびなど、魑ち魅み魍もう魎りように変へん化げした女は鬼扇を使う。幾つか見せてもらったものの、どれもこれも最高の細工の品で目移りがしてしまいそうだったが、最後に見せてもらった扇はまさに絶品で、一度手にしたらもう手放せなくなってしまった。

「今度の演目に合いそうだな。白火、どうだ？」

「とっても綺麗ですけど、これはちょっと予算が……」

　力なく微笑ほほえみながら白火は、懐ふところから銭ぜに入れを取り出した。ここのところ祝しゆう儀ぎが多いのでそれなりに資金を持ってはきたが、この扇は、白火の小こ遣づかい程度で買えるものではないだろう。

「そんなことは気にしないでいい。ここは俺の馴染みの店だと言っただろう。なあ、親父さん？」

「はいはい、承知しとりますよ。それに、今をときめく日輪座の若わか太た夫ゆうに使ってもらうんだ、あんじょう都合させてもらいますさね」










「こんな高価なもの、もらえません！」

「値段は気にしなくていい」

「気にしますよ！　これひとつで何カ月分の食費になると」

「──食費に換かん算さんするな。芸人は野や暮ぼなことは言わないもんだぞ」

　四条の扇屋から稽けい古こ場ばに帰ってくる間中延々と続いたその押し問答を、朧はもはや呆あきれ返った顔つきで眺ながめていた。

「……何があったんだ？」

　柚木座の館やかたの庭先で、立ち尽つくす朧の横にそっと立った矢涼が、困こん惑わくしたように座ざ敷しきにいる二人に視線を向けて訊たずねてくる。朧はもう説明する気も失うせて、投げやりに答えるしかなかった。

「──見ての通りよ」

「だから、頂く謂いわれはないのですから、お代をちゃんと払はらいますってば！」

「その必要はないって言ってんだろ！」

　これは子供の喧けん嘩かというよりは、すでにじゃれあいに近い。本人たちはいたって真ま面じ目めでも、傍はたから見ればあほらしくて仕方ない。白火と蒼馬の様子は、柚木座の面々も目を丸くして眺めていた。いつも悠ゆう然ぜんとした蒼馬がこうも子供っぽく言い合いをするのは、相当に珍めずらしいのだろう。

「放っておいていいわよ、矢涼」

「そうか。……朧。これを」

　矢涼が懐の合わせ目から取り出し、朧の肩かたに乗せるようにして渡してきたのは小さな細長い包みだ。桃もも色いろの布で包まれていて、かすかにしゃらりと音がする。

「なあに？」

　矢涼を見上げるが、答えはない。視線もそらされたまま、朧は手のひらの上で包みを開く。出てきたのは柘植つげの簪かんざしだった。絹をつまんで花の形を模かたどった飾かざりのついている花簪で、小さいけれども丁てい寧ねいな細工で可愛かわいらしい。花飾りの上についている短たん冊ざく状の銀の飾りが、かすかに揺ゆれるたびにさらさらと音を立てる。
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「……何で？」

　答えるまで朧は、瞬まばたきすらしないのではないだろうか。朧の真ん丸な瞳ひとみにじっと見上げられて、矢涼は渋しぶ々しぶ口を開いた。こういうことを口にするのは、慣れていない。

「──似合いそうだと、思ったんだ」

　今度は、朧の頰ほおが熟うれた桃よりも真っ赤に染まった。

　座敷の中では、柚木座や日輪座の座員たちがおろおろと見守る中、白火と蒼馬がまだ互たがいに譲ゆずらず、言い合いを続けていた。

「遠えん慮りよすることはないって言ってんのに、お前も頑がん固こだな」

「それは蒼馬さまの方です！」

「ったく！　いい加減に……」

　苛いら立だった蒼馬が逸はやる若馬のようなしぐさで腕うでを伸のばし、白火の腕を摑つかもうとする。傷つけようとする意図はなく、ただ引き寄せようとして、指先が左ひだり腕うでに触ふれる。

「……きゃああっ！」

　途と端たんに生じた発火するような熱に、白火の唇くちびるから悲鳴が迸ほとばしった。

「おい、白火!?」

　庭から朧たちが駆かけ込んできて、その場にうずくまった白火の背中に取り縋すがる。

「どうしたの、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　自分で自分を抱だき締しめるようにして、がたがたと震ふるえながら冷や汗あせを流す。

　見開かれた双そう眸ぼうが薄うすい玻は璃り水すい晶しようのように虚うつろな光を宿して、今にも壊こわれそうなほどだ。

「白火!?　嫌いやだ、すごい熱！　どうしちゃったのよ！」

　朧が肩を摑んで揺さぶると、硝子がらすの視線の焦しよう点てんがぼんやりと合った。

「どうしたんだ？　どこか具合でも悪いのか？」

　思わず差し延べた蒼馬の手に、白火は更さらに怯おびえたように必死になって後ずさろうとした。この顔は知っている。前に一度、見たことがある。

「白火？」

　白い指先が、朧に懸けん命めいにしがみつく。その白火を包み込むようにして、朧が宥なだめる。

「落ち着いて、白火。大丈夫よ……大丈夫。一度日輪座に戻もどりましょ？　ね？」

　小さくこくんと頷うなずいた白火を、無言のまま矢涼が抱き上げて、朧が丁寧に頭を下げた。

「白火は少し疲つかれているようですわ。今日の所はこれで失礼させていただきます。お騒さわがせいたしまして、申し訳ありませんでした。それでは」

　丁寧ではあるが取りつく島もない切り口上だけを残して朧たちが出て行くのを、蒼馬はただ見送ることしかできなかった。

　あの朧という少女と矢涼は、白火に対してどこか妙みようだ。ぴりぴりとして、自分たちで白火を囲い込んで庇かばっているように見える。

　──庇う……？　何からだ……？

　自分で考えついたことがあまりに突とつ拍ぴよう子しもなくて、さすがの蒼馬も行き詰づまってしまう。

　蒼馬が知っている限り、ああやって白火がいきなり怯えたような表情かおをするのは──。

「二度目、だな……」

　ふむ、と蒼馬は自分の指先で顎あごを撫なぜた。










　館に戻って一ひと眠ねむりすると、身体からだが焼き尽つくされるかと思ったほどの熱は引いていた。

　起き出して稽けい古この続きをしようとしたら朧に叱しかりつけられて、渋しぶ々しぶ布ふ団とんにもう一度潜もぐり込む。

　一体何があったのかを聞き出そうとしない分、朧も矢涼も過保護だった。もし訊きかれても、白火に蛇じや紋もんと母の関係を説明する気がない以上、どうしようもないのだけれど。

　あるいは二人とも、白火から打ち明けるのを待っているのかもしれない。

　白火は着物の上から、恐おそる恐る蛇紋に触れた。蒼馬が触れると、蛇紋が熱く痛む──その理由から、白火はあえて目をそらした。母の刻んだこの蛇紋だけが、真実を知っている。蛇紋の所以ゆえんは誰だれにも、朧にすら話してはいない。当然、この熱のこともだ。

　いつかこの熱は、白火ごと焼き尽くしてしまうのではないだろうか。蛇紋が白火の身体を埋うめ尽くして、乗っ取ってしまうのではないだろうか。

　ぶるっと、身体の底から震えが走った。

「何で、こんな……」

　怖こわいのは嫌きらいだ。

　じん、と熱を孕はらんだ蛇紋が疼うずく。

　赤く責める母と自分とに言い聞かせるように、布団の中で身体を丸めて白火は透とう明めいな言葉を紡つむぐ。

「大丈夫、怖くない、怖くない……」

　白火が男の振ふりをして舞ぶ台たいに立っているから、日輪座は成り立っている。山や里で食べ物が採れない冬も、暑さで畑が干ひ上あがる夏も、舞まうことで食い繫つないできた。だから、一生を日輪座に捧ささげる覚かく悟ごだったのに、その決心が、蒼馬と一いつ緒しよにいると何故なぜか揺らぐ。

　じわりと身体を苛さいなむ憎にくしみのような熱さに、白火は細かな汗を浮うかべて呻うめく。

　発火する蛇紋よりも胸の痛みの方が苦しくて、目め尻じりから涙なみだが零こぼれて落ちた。

「何なんだよ、これ……」

　自身に混乱して、白火は枕まくらにしがみついて嗚お咽えつを堪こらえる。

「何なんだよ……」
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　翌日、稽けい古こ場ばに白火は誰よりも早く訪おとずれて、熱心に稽古を始めていたから、何となく誰も何も聞くことができなくて、昨日の異変はうやむやにされてしまった。白火はほっと安あん堵どして、再び稽古に集中する。そろそろ本番が近づいて、仕上がりも近くなってきた。本番で体力負けしないためには、何度も何度も稽古をして身体を慣らしておく必要がある。

「白火どの、ちょっと良いか。さっきのところなのだが、音と動きがどうも合わんと思わんか？」

　今では柚木座の面々ともすっかり打ち解け、こうして率そつ直ちよくに話し合うことができるまでになっている。

「ああ……確かに、気にはなりますね。どちらかを変えますか」

「それで、ここに笛をこうしたらどうかと思うんだが……」

「それとも、オレがここで一いつ拍ぱく置いて、こう……」

　稽古場の熱気は昼も夜もない。ひたすらに完成形に向かって全員が突つき進んでゆくこの感じが、白火はとても好きだ。柚木座はまとまりが良く、今では白火も日輪座の若わか太た夫ゆうとして認められ、教え教えられて、良い関係を築けている。一陽は一陽で、稽古の合間に、半分隠居を決めこんでいる柚木座の太夫や脚きやく本ほん家たちと膝ひざを突き合わせて能談義に熱中したり、秘蔵の面や装しよう束ぞくを見せてもらったりしているらしく、何だかんだで一番溶とけ込んでいるかもしれない。

「白火どの、装束用の布が上がってきましたぞ」

「ありがとうございます。これは持ち帰って縫ぬってきます。形は、以前お話しした通りに」

「こちらでも縫い手はおりますが？」

「いえ、身体に合わせたものにしたいので」

　くるくると動き回る白火を、稽古場の縁えん側がわで演目の進め具合について話し合っているはずの蒼馬の目が追う。

　暇ひまさえあれば扇おうぎを翻ひるがえす白火の小さな足が、泳ぐように床ゆかを滑すべる。軀からだの重みを感じさせない動きは、天性のものだなと思う。白火が足音を立てずに歩くのは知っていたが、最近、一陽も同じ歩き方をすることに気づいた。

　頰が赤く染まり、少し興奮した横顔。舞いに納なつ得とくがいったらしく、満足そうに微笑ほほえむ唇。

「──若太夫。聞いてますか？」

　座付きの脚本家にこほんとわざとらしく咳せき払ばらいをされ、蒼馬は慌あわてて表情を引き締めた。

「ええと、どこまで話した？」

　そろそろ老ろう齢れいに差しかかろうという脚本家はしばらくの間蒼馬をじろっと睨にらんでいたが、やがて穏おだやかにため息をついた。

「まあ、いいですがね。最近は夜毎の遊びもかなり減ったようですし。この間までは、公演のたびに入り浸びたる女の家が変わっていましたし、洒落しやれにならない火遊びもあって、爺じいも噂うわさを聞くたびに寿じゆ命みようが縮む思いをしたものです。それに比べたら……」

「もうその辺で堪かん忍にんしてくれ、お爺」

　蒼馬が子供のころから世話になっている翁おきなには敵かなわない。蒼馬は苦笑いして、両手を軽く上げる。

　どうも、目が勝手に白火を追って離はなれないのだ。

　──色々と危なっかしいところがあるからな、あいつは。










　陽ひも落ちて稽古を切り上げると、今日は柚木座の贔屓ひいき衆から、疲れ休めの差し入れが届けられていた。京名物の、清酒だそうだ。

「皆みなの衆、今夜は浴びるほど飲めるぞ！」

　酒問屋から特上の酒さか樽だるが幾いくつも運び込まれたそうで、男たちは嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる。特に日輪座の男たちは、安い濁にごり酒ざけしか飲んだことがないので、桝ますに並々と注つがれた清酒に目を丸くする。

「まるで水のようじゃな」

「あははは、日輪座の。水と思って飲むと、あっという間に酒に飲まれてしまうぞ」

「気をつけい。京の酒はきついぞ～」

「つまみもほれ、上物の干し魚やらが山のように！」

　酒と料理とが広げられ、あっという間に宴うたげが始まる。

「よおし、興行の成功を祈いのって乾かん杯ぱいだ！　今夜は飲むぞ～！」

　一気に稽古場が酒くさくなり、汗あせを拭ぬぐっていた白火はひくっと頰ほおを引き攣つらせた。

　──さ、酒……。

　逃にげようにも、日輪座の面々も思い思いの場所で酒盛りを始めているし、遠くから矢涼が目線だけを白火に寄よ越こしている。矢涼はうわばみなので、囃子はやし方かたたちに捕つかまってしまって抜ぬけられないらしい。

「ささ、白火どのも遠えん慮りよのう。この辺りで一度、疲つかれを取っておかねば」

「まずは一いつ献こん」

　木のいい匂においのする桝にたっぷりと酒を注がれ、逃げ場を失った白火は、曖あい昧まいに微笑んで形だけ口をつけることにした。柚木座の人間は、小さな盃さかずきでは酒を飲まないらしい。

「では、頂きます」

　舞ぶ台たい裏うらで神酒みきに口をつけるのと同じくらいにそっと、唇くちびるが湿しめる程度に桝を傾かたむけると、柚木座の若手たちが集まって囃はやしたてた。

「何だ何だ、遠慮すんなって！　ぐいっと行けよ、ほら！」

　日輪座と違ちがって、柚木座ではこまごました雑用をこなすのは見習いの少年たちの役目で、女っ気は見事なほどない。男ばかりになると酒盛りも無礼講になるのか、飲めない人間はいないようだった。

　──朧がいてくれたら……。

　朧は機転が利きく上に人あしらいが上手うまいから、何か適当な理由をつけて連れ出してくれたかもしれない。だが、基本的に柚木座は女によ人にん禁制なので、日輪座も気を使って男たちだけで訪れるようにしている。昨日のように、朧がここにやってくることのほうが稀まれなのだ。

　──ま、仕方ないか。

　なんとなく悔くやしくてなるべく知られないようにしてきたから、日輪座の面々も、白火が酒に弱いことは知っていても、一いつ滴てきも飲めないとは思っていないだろう。

　ひとりで飲まずに場を白けさせるのも気が引けて、白火は桝を一気に呷あおった。

「よーしよし、いい飲みっぷりだ」

　──うえ～……苦っ。

　口の中が苦く、喉のどから胸にかけて、かあっと焼けつくような心地ここちだ。

　頭がくらくらするのを我が慢まんしていると、頭上から凜りんとした声が聞こえた。

「何だ、もう始めているのか」

　脚本家との打ち合わせを終えたあと、出入りの業者との話し合いで別室に呼び出されていた蒼馬が戻もどってきたのだ。

「お、若太夫。勝手に始めさせてもらってます」

「若太夫、お帰りなさいませ！　商談はもうお済みですか？」

「ああ、まとまった。桜能の日取りに合わせて、出入りの店と提てい携けいして──っておい、白火、どうした」

　身体からだをひねって蒼馬を見上げたまま、白火の視界がぐるぐる回り始めた。蒼馬が、白火の背後に腰こしを下ろす。

「そうま、さま……？」

　白火の頑がん張ばりもそこまでだった。

「おいっ？」

　ぱたっと前のめりに倒たおれた身体を間かん一いつ髪ぱつで支えた蒼馬が覗のぞきこむと、白火は健すこやかな寝ね息いきを立てていた。

「まさか、酔よっ払ぱらっているのか……？」

「え？　だって、一いつ杯ぱい飲んだだけだぞ？」

　周りの面々が困こん惑わくしたように言い、蒼馬は白はく皙せきの面にかかる乱れ髪がみをそっとかきあげてやる。

「ん……」

「大だい丈じよう夫ぶか」

「白火、帰ろう」

　いつの間にか矢涼が背後に控ひかえていて、それにはさすがの蒼馬も少し驚おどろいた。すぐそばに来ていたのに、まったく気づかなかったのだ。

「酔っ払っただけだろう。あまり強くはないようだな」

「連れて帰りますので。失礼」

　手を伸のばしてきた矢涼から、蒼馬は白火の身体を抱だきこむようにして引き寄せた。

「少し休ませて、酔いを覚まさせてやってからにしたほうがいい。このまま動かすと余計に酔いが回るだけだろう。俺に任せて、好きにやっていてくれ」

「でも、それでは」

　少し焦あせったような矢涼を無視し、白火の身体をひょいと抱き上げ、手首に瓢ひよう簞たんに入った酒を一瓢ぴよう下げて稽けい古こ場ばを後にする。酔いが回って盛り上がった一同は、特に気にしてもいないようだった。

「おお、ここにいたか、矢涼どの！　飲み比べじゃ、負けはせんぞ～！」

「は、あの、でも」

「ささ、行くぞ！」

　いつもは稽けい古こを第一とする生活だが、羽目を外すときはとことん騒さわぐ柚木座の宴えん会かいでは、矢涼もそうそう抜け出してはこられないだろう。

　蒼馬は稽古場を抜けて細い渡わたり廊ろう下かを進み、母屋おもやにある自室に戻った。蒼馬は次期太た夫ゆうとして、日当たりの良い広い個室を与あたえられている。ほとんど寝ねるためだけにしか使っていないのだが、見習いの少年たちが昼間に掃そう除じをしておいてくれたらしく、中はきちんと整っていた。

「白火、大丈夫か？　水でも飲むか？」

　布ふ団とんはまだ敷しいていないので、綿を詰つめて柔やわらかな畳たたみの上に白火を横たえさせ、その辺にあった着物を適当にかけてやると、白火が小さくため息をついた。どうやら気分が悪くなったりはしていないようで、頰がいつもより赤く火ほ照てって熱かった。

「白火？」

　華きや奢しやな身体が、ころんと寝ね返がえりを打つ。よっぽどぐっすりと眠ねむっているらしい。ほのかに微笑ほほえんでいるような唇を見て、蒼馬も思わず笑ってしまう。完全に子供の寝方だ。ほんの悪戯いたずら心のつもりで、小さな頭を撫なぜる。すると、白火は猫ねこのようにその手にすり寄ってきた。

「……白火…………？」

　蒼馬の着物にくるまり、幸せそうに眠る白火に束つかの間、息をすることさえ忘れていた。眠っているとことのほか幼く、頼たよりなく見える。舞まっているときは恐おそろしいほど妖よう艶えんに見えるというのに、不思議なことだ。その相反する魅み力りよくが蒼馬の心を捕とらえて離さない。

　白火は色々と蒼馬の予想を裏切って興味深い。だが、もっとも惹ひかれるのはその瞳ひとみだ。綺き麗れいに澄すんで、いつもまっすぐな眼まな差ざしで蒼馬を見上げてくる。

　引き寄せられるようにして小さな唇に触ふれかけて、蒼馬は意志の力を総動員させてその手を引っ込めた。

　ふーっと深いため息をついて、ほとほと困り果てたように前まえ髪がみを乱暴にかきあげる。

　──参ったな……。

　芸人にとって男色は珍めずらしいことではないけれど、蒼馬には無む縁えんのものだった。柚木座に来てから男に言い寄られたこともあるが、経験はなかったし、興味もなかった。襲おそわれかけたことなら何度かあるが、そのたびに相手を殴なぐり飛ばして腕うでっ節ぷしも上げていったのは、あまり他人には知られていない事実だ。

　けれど。

「こいつは絶対、そんなの、しないよなあ……」

　明かり取りの丸窓から差し込む月明かりが、白火の横顔をさやかに浮うかび上がらせる。少し離はなれた場所に陣じん取どり、それでもその横顔から目を離せない。どかりとあぐらをかいたまま、飽あきもせず、ひたすらその寝ね顔がおを見つめ続ける。

「…………」

　一陽の教えなのかそれとも日輪座の伝統なのか、ともかくあの一座の人間は皆みんな、あきれるくらいに潔けつ癖ぺきだった。これだけ短期間でちやほやされれば、普ふ通つうはのぼせ上がって思い上がる。なんとか京に根づこうと品のないやり方に走る一座を、これまで蒼馬は嫌いやになるほど見てきた。

　媚こびを売り、肌はだを売り、へつらってそのうちに芸人として大切なものを忘れ去る。

　そうならないのが、日輪座だった。

　さすがに京人はこういう話題を声こわ高だかには語らないが、それでも柚木座の若太夫の耳にはそれとなく知らせが届く。白火を囲おうとした男たちはそれぞれやんわりと、だがきっぱりと一陽に拒きよ絶ぜつされているらしい。無む欲よくと思えるくらい処世術に長たけていなくて、実力のみで硬こう派はに伸のし上がろうとする、傲ごう慢まんなくらいに純じゆん粋すいな一座が、蒼馬は嫌きらいではなかった。

　むしろ、さまざまなしがらみに縛しばられている柚木座若太夫として、羨うらやましいと思うことさえあった。

　屈くつ辱じよく的なことを要求されたらきっとあの一座は、すぐにでも京を引きあげて以前のような旅回りに戻ってしまいかねない。決して人に懐なつかない、野鳥のような一座だ。

　──こいつも、こんな顔してるくせに、根は相当に頑がん固こだからな。

[image: ]

　白火は無理やり後こう援えん者に迫せまられたりしたら、その場で舌でも嚙かみ切りそうだ。おとなしそうに見えても、芯しんは強い。

　少しの間胸に飛び込んできた気まぐれな小鳥は、怯おびえさせたらすぐにも飛び立ってしまいそうで怖こわくて、蒼馬はぐいっと瓢簞酒を呷った。

　──この俺が、こんな子供に振ふり回されるとはな……。

　威い張ばれたことではないが、蒼馬は相手に不自由などしたことがない。放っておいても向こうから寄ってくるといった塩あん梅ばいで、蒼馬にとっての恋こいとは、一夜で終わるあっさりしたものだった。能においての情念の世界は感覚や想像で摑つかんでいるものの、実際にそんな想おもいをすることになるとは、思ってもみなかった。

　──まあ、たまにはこんな酔すい狂きようもいいさ。

　唇くちびるに残る酒を親指の背で拭ぬぐい、白火を見つめる視線に熱がこもる。髪かみが少しほつれ、白火が身じろぎするたびに真っ白なうなじが青白い月の光の中で、蒼馬を誘さそうように見え隠かくれした。

　遠くからは、宴えんもたけなわといった感じのどよめきが、かすかに風に乗って聞こえてくる。

「…………」

　そっと音を立てずに近づき、小さく名前を呼んでみる。

「……白火。──白火」

　蒼馬の声が聞こえないほどぐっすりと眠っているのを確かめて、蒼馬はゆっくりと身を屈かがめた。無心に寝息を零こぼす唇に、そっと触れる。

　吐と息いきが重なり合うほど間近に来て初めて、白火から真水のような、ほのかに甘い香かおりがすることに気づく。

　触れ合いはかすめるように、ほんの一いつ瞬しゆん。

「──無防備すぎて、性質たちが悪いな、こいつは……」

　さすがにそれ以上は手が出せなくて、蒼馬は頭を抱かかえてしまった。

　懊おう悩のうから逃にげるように、酒を一気に飲み干す。今蒼馬にできる唯ゆい一いつのことは、こうして白火をゆっくりと休ませてやることだけだった。

　それと、もうひとつ。

「今夜は、自棄やけ酒ざけだ……」
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　朝になって白火は、自分が知らない場所で寝ていたらしいことに気づき、驚おどろいた。妙みように生活感のないがらんとした部屋にはそれでも、必要最低限の家具などは置いてあったから、誰だれかの住まいなのだろう。

「ここ、どこ……？」

　起き上がって見ると部屋には誰もいなくて、枕まくら元もとに水差しと、顔を洗うための水みず盥だらいと櫛くしなどのこまごましたものが使いやすいように揃そろえてあった。

　少し戸と惑まどいながらもそれらを使わせてもらい、身づくろいを終えてからからりと襖ふすまを開けて廊下の様子を窺うかがうと、細い渡り廊下の向こうの建物に見覚えがあって、ほっとする。

「あっちが柚木座の離れということは、こっちは母おも屋やか。少し、寝ね過すごしたかなあ」

　もうとっくに朝稽古が始まっていてもおかしくない頃ころ合あいのはずなのに、稽けい古こ場ばも妙に静まり返っている。

「おはようございます。遅おそくなりまし」

　稽古場に入ると、そこには日輪座の座員たちが陸に揚あげられた魚のようにぐったりと潰つぶれていた。皆みんな覇は気きがなく、まさに死し屍し累るい々るいといった趣おもむきだ。

「た……って、ど、どうしたんだ？　それに、柚木座の方々は……？」

「あら白火の若、おはよう。若わか太た夫ゆうは無事だったんだね。柚木座の皆みなさま方も、それぞれのお部屋で二日酔よい中だよ。まったく、酒に飲まれるなんて情けない。それでも酒飲みかい」

「あれ？　芹せりさん？　何でここに」

　日輪座の名めい賄まかない方、料理上手なことで有名な芹が盆ぼんに白さ湯ゆや梅干しを載のせ、稽けい古こ場ば内をきびきびと動き回っていた。夫と二人の息子むすこが囃子はやし方かたをしていて、色白で少し肥ふとっていて、姉あね御ご肌はだのはきはきとした女性だ。朧と並ぶ、日輪座の陰かげの実力者でもある。

「朝一番で呼び出されたんだよ。はい、酔っ払ぱらい、ほらこれ飲んで。何か食べられそうな人は言うんだよ。重湯や吸い物を用意してもらってるからね。白火の若は、お腹なか空すいてるかい？」

「うん。でも、まだ後でいい」

　すっかり酔い潰れた日輪座の看護要員として、芹はあっという間にこの場に馴な染じんでいた。

「朧は？　来てないのか？」

「朧ちゃんはずっと、天輪の若のところだよ」

「ああ、そうか……そうだったな」

　水の入った手て桶おけを見つけたので、手て拭ぬぐいを絞しぼって、白火も皆の額にそれを載せていった。ひんやりと冷たくて気持ち良いようだが、それを載せたのが白火だとわかり、座員たちが驚く。

「す、すまぬ、若太夫……」

「面めん目ぼくない」

「だが、飲み比べでは柚木座に勝ったぞ～……」

「俺は負けましたよ～……」

「少し喋しやべるくらいの元気は出てきたようだね、このろくでなしども。ああもう、酒くさいったらありゃしない。本番も近いっていうのに、何やってんのさ」

　稽古場そのものは、朝の空気を入れているせいか爽さわやかだ。

「芹、蔀しとみを閉めてくれないか……？　光が目にしみる……」

　ひどい頭痛に呻うめいているのは気難しい大おお鼓つづみ方で、芹の夫だ。芹は腰こしに手を当て、ふんと鼻を鳴らす。

「これくらい我が慢まんしな。このほうが身体からだに良いんだから。寒けりゃ上うわ掛がけをもっとかけてやるよ。どうやらうちで無事なのは、太夫と矢涼と白火の若だけみたいだね」

「矢涼、無事だったんだ」

「ああ。夜明けごろに、皆みんなが潰れちまったって知らせに来てくれてね。あっちが不用心になるといけないから、残ってもらったのさ。ところで白火の若、今までどこにいたんだい？」

「ええと……母屋の一室で、寝ねていた」

　まさか酒を一口飲んで、それ以降記き憶おくがないとはちょっと言えない白火である。いつ眠ねむってしまったのかも、なんであの部屋で寝ていたのかも、全然覚えていない。

「そう。悪いけどね、手が足りないからちょっと手伝ってもらえるかい？」

「いいよ。そうだ、蒼馬さまは？」

　まさか蒼馬も二日酔いなのだろうかと心配になると、芹があっさりと首を振った。

「あのお人なら、今朝早くから用があるって、とっくに出かけられたそうだよ。さすがに柚木座の若太夫ともなると、忙いそがしいんだねえ」

「ふうん……」

　昨夜白火が寝ていた部屋には、なんとなく蒼馬の残り香ががあったような気がしたのだけれど、気のせいだったらしい。

　昼過ぎごろからようやく座員たちの調子も戻もどり、いつものような稽けい古こ三ざん昧まいの生活に戻った。稽古の合間に、白火はちらちらと出入り口の様子を窺う。

　蒼馬はその日、いつまで待っても帰ってこなかった。
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　京の一角には濃こい白粉おしろいと紅の香り、そして華はなやかな嬌きよう声せいが満ちる不夜城がある。

　郭くるわ──女たちが蝶ちようのように艶あでやかに羽根を広げる夜の街で、蒼馬は座ざ敷しきを借り切り、肩かたや脚あしを露あらわにした女たちに囲まれていた。しばらく訪おとずれていなかったので、呼んでいない遊女たちまでもが詰つめかけて来ている。こういった街で、後あと腐くされのない大人の女たちの間を渡わたり歩き、一夜の楽しみを共有する。それが今までの蒼馬の恋だった。時には京の高位の女性たちと付き合うこともあるが、基本的に束そく縛ばくされることを嫌きらう性質なので、こういう割り切った付き合いのほうを好む。

　飽あきたら次の女。飽きたらまた次の女。言い寄ってくる女たちは皆美人で、ひとりに絞ることなどできないと、戯たわけたことを本気で考えていた。

　──そろそろ、夜稽古も終わったころかな……。

　朝から、蒼馬はずっとここに居続けている。あまり粋いきな遊び方ではないのだが、相手が蒼馬であれば、この街の女たちはなんでも許してくれていた。

　昨夜はあのまま眠れなくて、酒を飲んでも一向に酔えなくて、白火が目を覚ます前に部屋を抜ぬけ出してきたのだ。

　──どうしているかな、あいつは。

　白火と出で逢あってからというもの、蒼馬は花街に足を向けずにいた。稽古の合間の息いき抜ぬきに遊びに出で掛かけるのはいつものことなのだが、今回に限っては何故なぜか気が進まなかったのだ。夜遊びに行こうとしても、あの涼すずやかな面おも差ざしが脳のう裏りに浮うかんで邪じや魔まをする。記憶の中であの少年はいつも、少し悲しそうな、憂うれえた眼まな差ざしで蒼馬を見つめている。あんな顔をさせたいわけではない。笑っていてほしいのに、思い出す限り、白火は何故かいつも。

　──泣き出す寸前みたいな顔をして……。

　綺き麗れいに紅が塗ぬられた唇くちびるよりも、あの清らかな唇のほうがやわらかそうで、触ふれてみたい欲よつ求きゆうを抑おさえきれない。大だい胆たんに広げられた豊満な胸よりも、舞まいでほのかに紅潮した白いうなじに色いろ香かを感じる。

　──俺は、稚ち児ご趣しゆ味みはなかったはずなんだがなあ……。

　空になった徳とつく利りが、床ゆかの上をころころと転がる。男の、しかも子供なんかに興味はなかったはずなのに。

　濃い藍あい色いろの空に、鋭い線を描えがいた三日月。

　くすくすと楽しげな忍しのび笑いを零こぼし、蒼馬は再び心の中でつぶやく。

　──参った、よなあ……。

　あの面おも影かげを思い浮かべるだけで、こんなにも心が騒さわぐ。この腕うでが、まだ白火のぬくもりをはっきりと覚えている。

　こんなにも他人を心の内に棲すまわせるなど、初めてだ。だがその戸惑いさえもが、甘い。

「ん」

　ひとりの遊女の膝ひざを枕まくらに、しぐさで煙管きせるを探すと、幾いく人もの遊女たちから一いつ斉せいに吸いつけ煙管が差し出される。赤の筒つつに、金の細工で花模様が描かれた女煙管だ。

「こりゃまた、随ずい分ぶんとたくさん出すもんだな」

「うふふ、吸いつけ煙草たばこは想おもいの証あかし──主ぬしさんが、これの意味を知らないとでも？」

　遊女たちが一度口をつけて吹ふかした煙管を差し出す意味──それは、『今夜は、あなたと過ごしたい』。言葉にしないからこそ、口にするよりも婀あ娜だっぽく男を誘さそう言葉だ。

「まあなぁ」

「ここのところ、しばらくご無ぶ沙さ汰たどしたなあ。なあ、主さん……」

　熱い吐と息いきを吹きかけられるのも、嫋じよう々じようとした肌はだを押し当てられるのも、温かな手で頰ほおを撫なぜられるのも、蒼馬にとっては慣れたことだ。手を伸のばして白い太ももに触れると、女たちの表情が少し艶を帯びる。花街は着き飾かざった女たちが肌を売る、水すい槽そうのように狭せまい閉じ込められた世界。

「寂さみしゅうおしたのよ、主さん……」

　蒼馬は、はっきり言って女に誠実ではなかったし、相手もとっ替かえひっ替えだ。蒼馬のもとには、黙だまっていても女たちが群がってくる。

「相変わらずお前は可愛かわいいな、花はな霞がすみ……」

　膝ひざ枕まくらをさせている遊女の頰にそっと指を滑すべらせる。気が優やさしく、榛はしばみのような形の目が愛らしい遊女おんなだ。何よりしつこくないのが気に入って、この半年ほど贔屓ひいきにしている。

「そう言えば主さん、噂うわさ、聞きましたえ。今度の興行は、日輪座との立ち合いなんどすやろ？」

　花霞に嫉しつ妬としたのか、勝ち気そうな遊女が蒼馬の膝に触れる。

「立ち合い能？　ほんまどすの、主さん？　それに、日輪座て……」

　ここの住人たちは、この花街から一歩も外に出ることは許されない。それでも女たちは早耳で、さまざまなことに通じて詳くわしい。

「……ああ」

　今夜の蒼馬は心ここにあらずといった感じだ。天てん井じようを見上げたまま、いつものように洒落しやれや冗じよう談だんも言わず、黙っている。花霞は何も言わず、蒼馬の厚い肩を揉もみ解ほぐすように指を這はわせた。

「白火さまかあ……まだお会いしたことあらしまへんけど、えろう色っぽいて評判どすなあ」

「そうそう、主さんとはまた違ちがった美形とか」

「ちょっと姐ねえはん方……はしたない……」

　はしゃぎ始めた遊女たちに、花霞が柳やなぎの眉まゆをひそめて諫いさめる。

「そやかて花霞さん、美形言われたら気になりますやん」

「そうそう、花街ここにいたって噂は聞こえてきますえ。何でも京の男はん方は皆、白火さまを手に入れようとして躍やつ起きになってるそうやおへんか」

「それ、どういうことどすの？」

　首を傾かしげた童女のような遊女に、噂うわさ話ばなしを仕入れたばかりらしい先せん輩ぱい遊女が教える。

「役者はんやもん、結局はお金積まれたら断れへんやろ。綺麗なお人やさかい、お金持ちたちの間で毎晩引っ張りだこやて」

「ええなあ、羨うらやましい～」

「今夜も、えろうなお大だい尽じんのところに招かれてはるとか」

「え、どこどこ？」

「確か堺さかいから来た、廻かい船せん問どん屋やの旦だ那んはんのお屋や敷しきて聞きましたえ」

　花霞の膝の上で眠ねむるように目を瞑つぶっていた蒼馬が、いきなりむくりと起き上がった。

「あれ、主さん？　いかがしはりました？」

「──今日は帰る。またな」

「あ、主さん」

　そっけなく出て行く蒼馬に、遊女たちが取り取りに追い縋すがる。

「待っとおくれやすな、主さん」

　ひとり座敷に残り、花霞は乱れた横よこ髪がみを指先で直しながら呟つぶやいた。

「──どないしはったんやろ、あの人……早いうちに引き上げるなんて、らしくもないこと」

　椿つばき油あぶらで濡ぬれ光る黒くろ髪かみに、白魚のような指が映はえる。

「相変わらず、うちらの矜きよう持じを、ずたずたに引き裂さくのが上手なお人やねぇ……」

　蒼馬は奔ほん放ぽうで、恋こいに溺おぼれることもなかった。上辺で、身体からだだけで恋をして、ただ楽しんでいるようにも見えたし、花霞には、反対につまらなさそうに見える時もある、不思議な男だった。本気になった女も遊ばれた女も、蒼馬に泣かされた遊女は山ほどいる。花霞は、今花街で流行はやっている唄うたを小さく口ずさむ。

「遊女の誠はないのと同じ、惚ほれたが地じ獄ごく、惚れられるも地獄……か……」

　この街では、本気の恋に落ちた者は負けなのだ。
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「天輪は？　具合はどうだ？」

　昼過ぎから始まった稽けい古このあと、一度館やかたに戻もどった白火がそっと廊ろう下かから部屋を覗のぞくと、出て来た朧が静かに首を振ふった。朧も少し疲つかれた顔をしていて、廊下に満ちる夕日の眩まぶしさに顔をしかめる。

「まだ……白さ湯ゆを少し飲むだけで、食べ物は何も受けつけないし……」

「柑こう子じは？　大好物だろう？」

「だめ。季節が合わないから、新しん鮮せんなものもないし。甘いものなら喜ぶかと思ったけど、取っておいた金こん平ぺい糖とうにも、見向きもしないわ。野の苺いちごを潰つぶしたのも、全然食べないの」

　白火の表情が心配に曇くもる。

「そうか……ここのところの興行はきつかったから、疲れが出たのかな……」

「高熱が続くから、しつこい風邪かぜかもしれないわ。春先は変な風邪が流行るもの。どっちにしても、苦しそうでかわいそう……」

　こうなるとさすがに大部屋に置いておくわけにもいかず、一陽の部屋に寝ねかせ、朧がつきっきりで看病している。

「さっきまでぐずっていたけど、やっと眠ったところよ」

　額に固く絞しぼった手て拭ぬぐいをあてがわれ、真っ赤な頰をして眠っている小さな弟の荒あらい呼吸に、白火は唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「父さまは何て？」

「持ってきた荷物の中から、ありったけの薬草を出してきてくれたわ。でも、全然効かないの」

「熱冷ましの薬草の効き目なんてたかが知れてる──やっぱり、薬湯がほしいな」

　自じ慢まんではないが貧びん乏ぼう育ちだから、白火は今まで薬湯を飲んだことはない。山里で薬草を取ったことならあるが、あれは怪け我がをしたときの血止めだったり痛み止めだったりで、衰すい弱じやくしきった天輪に効くようなものではなかった。熱が高過ぎて、どこもかしこも参ってしまっているのだ。

　薬湯は今まで、手の届かない高級品だとばかり思っていたが、この京では、薬湯は普ふ通つうに薬くす師しと呼ばれる専門職の人間によって売られている。頼たのめば、診しん察さつもしてくれる。

　──よし。

　白火は心を決めた。薬湯は、熱を下げるだけでなく、滋じ養よう豊かなものも多いと聞いている。

「行ってくる。あとは頼んだ」

「うん。気をつけてね」

　見送りに出ようとする朧をしぐさで制して、白火は足早に、館を後にした。










　白火は毎日、稽古のあとには後こう援えん者や裕ゆう福ふくな京人たちの館に招かれ、そこで一差し舞まったり、にこやかな笑えみを浮うかべて酌しやくをする仕事がある。強制されるものではないけれど、これをやるとやらないとでは興行の祝しゆう儀ぎの額が全然違ったり、色々と舞ぶ台たいのために便べん宜ぎを図はかってもらえたりすることもあるので、欠かせない仕事になってしまった。もちろん今をときめく日輪座だから座員皆みんなに招きがあるけれど、一番多いのは看板役者である白火だ。今日はただでさえ稽古の上がりが遅おくれてしまったので急いで出かけなければならなかったのだけれど、天輪の様子を見るために一回帰ってきたのだ。

　苦手な接待を無事こなし、すっかり夜も更ふけたころに大通りに出て、白火はふっと息を吐はく。今夜の月はとても細い。懐ふところに手をやると、先ほどねじ込まれた小金の入った袋ふくろが、じゃらりと音を立てた。

「…………」

　今まで白火は、後援者に金きん子すをねだったことはなかった。わざとらしく媚こびを売って肌を売るのが芸人の務めだと思われがちだが──一いつ般ぱんにはそうした芸人のほうが多いことも事実なのだが──芸人は芸を売ればいい、という信念を持つ一陽や日輪座の人間に限って、そんな真似まねはしたことはない。芸人には芸人の誇ほこりがあり、物もの乞ごうような真似は、死んでもしない。だから白火にとって収入とは、舞ったときに受け取る祝儀がすべてだった。

　それが。

　今は、じゃらじゃらと音のする小こ袋ぶくろが、胸の中にある。

　いつもなら遠えん慮りよして返していたのだけれど、今日ばかりはつき返せなかった。

　──これだけあれば、薬湯が買える……！

　あまり味わったことのない金子のずっしりとした重みが、胸に少し痛い。

　──今日はもう無理だけど、明日の朝一番で薬師を訪ねて、天輪のことを話して……。

　朧にも少し休んでもらわなくてはいけない、と白火は思う。天輪が寝込んでからというもの、朧はずっと弟に付き添そってくれているから、あまり休めていないのだ。それでなくても、看病というものは疲れるものだ。今夜は自分が夜通しで天輪の看病をしよう、と急ぎ足になる白火の手首が、誰だれかに不意に強く摑つかまれた。

「──白火か？」

「蒼馬さま」

　蒼馬も出かけた帰りのようで、彼らしい洒落た着物に身を包み、少し酒の匂においを漂ただよわせていた。だが、その眉まゆ根ねが険けわしく寄せられている。

「白火お前、こんな時間に何をしてる!?」

「え？　あ、あの、後押ししてくださる方のお屋敷にお招きを受けたので、一差し舞まってきた帰りです」

　蒼馬はとても怒おこっているようで、白火は驚おどろいてしまった。こんな蒼馬は見たことがない。

「稽古のあとでそんなことをしていたのか！　毎晩こんなことをしていたら、身体を壊こわすぞお前！」

　蒼馬の腕うでが白火の肩かたに回り、きつくきつく引き寄せられた。

「あの護もり役はどうした、なんで一いつ緒しよにいない？　太た夫ゆうも太夫だ、少しは考こう慮りよすればいいものを。今後はそういう誘さそいは断れ、わかったな」

　やけに厳しく諫いさめられ、白火がかちんとする。

「断れって、そんな無む茶ちやな！　後援者の存在が役者にとってどれだけ大事か、蒼馬さまならおわかりでしょう!?」

「後援なら俺がしてやる」

「蒼馬さまにそこまでしてもらう謂いわれはありません！」

　何だか話が訳のわからない方向に流れている気がしたが、売り言葉に買い言葉で、白火も止められなかった。

「うちの座は、由ゆい緒しよある柚木座とは違ちがうんです。一座のことは父が決めますし、口出ししないでください！」

　力任せに蒼馬の腕を振り払はらった瞬しゆん間かん、懐から金子の小袋が地面に落ちて散らばった。それを見た蒼馬が、皮肉気に唇を歪ゆがめる。

「──なるほど。芸を売っても身は売らぬと聞いていた日輪座の白火も結局、金の魅み力りよくには勝てないというわけか。金で買われて酒色を売るようでは白しら拍びよう子しと変わらんな。芸人の誇りも何もない」

　冷れい淡たんに吐き捨てられ、白火は悔くやしさで頰ほおを真っ赤に染めた。

「あなたに何がわかる!?」

　蒼馬は思い違いをしている。金子を受け取ったのは天輪の薬湯代のためだが、蒼馬は白火が、男たちに身体からだを売っていると思い込んでいる。そのことが、とても悔しくて悲しくて、切なかった。いつもなら我が慢まんして聞き流せるはずなのに──何故なぜだろう、溢あふれる言葉を抑おさえきれない。

「この程度のこと、仕方ないじゃないか！　芸人は、どんなに嫌いやな興行主にも愛あい想そを振り撒まかなくちゃならない！　田舎いなか回りをしていた時なんてもっと悲ひ惨さんだった、人間扱あつかいされないから腐くさった食べ物を投げつけられたこともあるし、犬をけしかけられたこともある！　でも……！」

　大きく息を吸い込んで、きっと蒼馬を睨にらみつける。

「どんなに悔しくても舞台から離はなれられないから、芸人は舞うんだ！　恵めぐまれたあなたに何がわかる！」

「どうやら俺は、お前を買い被かぶっていたようだ──そんなに金がほしいか」

　獣けもののように低く獰どう猛もうな声こわ音ねが聞き取れなかった白火が一いつ瞬しゆん戸と惑まどうと、瞳ひとみをぎらつかせたまま、蒼馬が白火の手首を遠慮のない力で摑んだ。

「痛……っ」

「じゃあ、俺がお前を買ってやる──来い」

「ちょっと待ってください蒼馬さま！　何を馬ば鹿かなことを！　自分が何を言っているのかわかっているんですか!?」

「悪いが俺は本気だ。騒さわぐな。黙だまらせる方法なんて幾いくらでもあるんだ」

「オレはそんなの嫌です！」

　手を振ふりほどこうと必死に抵てい抗こうする白火を冷たく見下ろし、蒼馬は言い捨てる。

「金はほしいだけ払う。それでいいんだろう」

「──……っ！」

　ずきん。

　白火の胸を、何かが冷たく鋭するどく貫つらぬいた。その痛みに、茫ぼう然ぜんと目を瞠みはる。

　それに気づかなかった振りをし、蒼馬が白火を引きずるようにして強ごう引いんに歩き出す。白火はもう、抵抗もしなかった。ただ、小さくつぶやく。

「あなたも、オレを、男だん娼しよう扱あつかいするんですね……」

　眉根を寄せて苦しげな表情をした蒼馬は、その問いには答えなかった。白火は涙なみだをこらえるようにぎゅっと目を閉じ、着物の袂たもとにそれがあることだけを確かめた。










　柚木座の屋や敷しきはしんと静まり返っていた。もう夜も更けているので無理もない。連れて来られた蒼馬の部屋は、以前白火が酔よい潰つぶれたときに寝ねかせてもらった部屋だった。蒼馬の部屋だったのかと、今いま更さらながらにぼんやりと思う。荷物が少ないのか、がらんとした印象を受ける部屋だ。だが、いっそそっけないほどの調度類も、今の白火に見ている余よ裕ゆうはなかった。

　蒼馬が、白火に回した腕を解かないままで座っているせいだ。この体勢だと、青年の身体の重みが白火の肩にかかって熱い。舞っている際にふと触ふれる蒼馬のぬくもりはさらりとして心地ここちよいのに、今は奇き妙みように重苦しく粘ねばつき、居い心地ごこちが悪い。空気が重くて息苦しい。

　蒼馬のことをこんなに怖こわいと思うのは、初めてだ。

　何とかして逃のがれようとするのだが、青年の腕は力強く、びくともしない。蒼馬は先ほどから一言も口を利きかず黙りこくったまま、漆うるし塗ぬりの盆ぼんに載のせた盃さかずきを持ち上げては空けてゆく。

「──いつも、黙っているのか」

「え？」

　不意に低く問われ、白火は思わず真上にある蒼馬の顔を見上げた。蒼馬の瞳は、苦しそうに眇すがめられている。

「客相手に、いつもこうして黙っているのか」

　男だん娼しようなら男娼らしく、媚こびを売るなり喋しやべるなりしろとでも言うのだろうか。

　白火は何と答えていいのかわからない。どう言っても、白火の言葉は今の蒼馬には届かない気がする。今の自分と蒼馬の間には、越こえようのない高く厚い壁かべがある。

　こんなに、近くにいるのに。

　──違うって言っても、聞いてくれなかったし……。

　蒼馬の思い違いを、白火は説明することができない。秘密を明かすわけにはいかない。

　──仕方ないよな……できれば、蒼馬さまにはこの手は使いたくなかったけど……。

　ぐっとこらえて覚かく悟ごを決め、白火は身じろぎした。途と端たんに縛いましめるように蒼馬の腕に力がこもり、白火は慌あわてる。

「徳とつく利りを取ろうとしただけです」

　蒼馬の腕が緩ゆるまないので、仕方なく身をよじって、しばらくの間もたもたともたついていたが、ようやく手が届いたようだ。

「……どうぞ」

「ああ」

　一いつ瞬しゆん白火をじっと見つめた蒼馬が、くいっと盃を空ける。

「もう一いつ献こん」

　半分以上身体を抱だき締しめられたまま酒を勧すすめ、白火はうつむいたまま、蒼馬の顔を見ない。目の前には、少し乱れた着物の合わせ目が見える。着物の合わせ方から髪かみの結ゆい方まで、京の若い男たちが競さそって真似まねをするという洒落しやれ者ものの蒼馬らしく、襟えりから覗のぞく襦じゆ袢ばんは鮮あざやかな紅絹もみの色だ。女の着る色をこうも自然に着こなす男は、そうはいないだろう。

　酒で身体が火ほ照てっているのか、こうして傍かたわらにいるだけでもじんわりとした熱さが伝わってくる。空気を隔へだてても体温が伝わるほどに異性の近くにいるのは初めてで、落ち着かない。心臓がうるさいぐらいに跳はね、酒を飲んでもいないのに頰が勝手に赤く染まる。

「お前も飲むか？」

「いえ、オレは酒は弱くて」

「ああ、そうだったな」

　内心飛び上がりかけたのを堪こらえ、やんわりと断ると、無む理り強じいはされなくて済んだ。

　──飲めと言われたらどうしようかと思った……。

　白火は内心安あん堵どし、徳利を傾かたむける。ぐらりと蒼馬の身体が傾き、盃が転がり落ちた。

「うわっ」

　青年の腕に包まれたまま一緒に床ゆかに転がり、様子をそっと窺うかがうと、蒼馬は軽い寝ね息いきを立てていた。白火はほっと安堵に肩かたを上下させる。

「やっと効いたか……矢涼の調合した粉末、言われた通り持ち歩いていて正解だったな。さっそく役に立った」

　どこの館やかたに招かれても、白火は酒を持参する。油紙に包んで持ち歩いていた粉末は、いつも酒に混ぜているものをそのまま、矢涼に渡わたされて携けい帯たいしていたものだ。

　──万が一のことを考えて。

　そう言った矢涼の読みの正しさに、白火は思わず感心する。そんな場合ではないと思うのだが、心と意識が切り離されて、妙みように落ち着いて冷静な自分がいるようだった。

　確か、芥子けしだか附ぶ子すだかの成分を薄うすめてどうとか矢涼に教えてもらったような気もするのだが、聞き慣れない単語ばかりだったせいかよく覚えていない。

「──効くなあ。やっぱり、矢涼はすごいなあ……」

　力が抜ぬけて重い青年の軀からだの下から必死になって這はい出し、自分でもおかしいと思うくらい明るくつぶやく。

　矢涼が調合する、特とく殊しゆな薬草を溶とかしこんだ酒は、飲んだ人間を泥でい酔すいさせる。記き憶おくも残らないほどに酔い潰れた男たちは、細かいことなど何も覚えていない。そうやってすべてをうやむやにして逃にげるのが、いつもの白火の手だった。男娼代わりに招かれても、白火は実際に身体を売ることはできないのだ。衣ころもを脱ぬいでしまえば、男女の違ちがいはどうやってもごまかせないし、女だとバレるわけにはいかない。

　苦肉の策として考え出した方法は乱暴な手段だとわかっているので今でも心苦しいのだが、秘密を守り抜くためには仕方ないことだと、努めて割り切るようにしている。

　──白火を買おうとする男たちのほうが悪いんだから、自じ業ごう自得よ。いっそのこと、毒にあたって少しは苦しめばいいんだわ。

　朧が顔を真っ赤にして、目に涙を溜ためてそう言っていたのを思い出す。

「……蒼馬さまには、使いたくなかったな……」

　じわ、と滲にじむ涙に、視界がぼんやりと霞かすんだ。

　他ほかの人間にはともかく、蒼馬に男娼だと思われるのは悲しかった。憧あこがれの舞まい人びとだし、一いつ緒しよに稽けい古こするうちに、その性格にも惹ひかれた。だから軽けい蔑べつされたくはなかったのだけれど。

　つらい。切ない──寂さびしい。

　ぐす、と涙を啜すすり、立ち上がろうとして──急に身体からだが半回転し、びっくりして息を止める。

「な、何!?」

「洒落しやれた真似をしてくれるもんだな」

　肘ひじをついて顔を上げた蒼馬が、怖い顔をして白火を睨にらんでいた。押し倒たおされて伸のしかかられ、両方の手首を摑つかんだまま、明らかな怒いかりに爛らん々らんと光る双そう眸ぼうに真上から見下ろされていたが、白火はそれどころではなかった。

「効いてない……っ!?　どうして……!?」

　軽く恐きよう慌こう状態に陥おちいる。今まで、この薬が効かなかった相手などいなかった。皆みんな、薬入りの酒を飲んだら最後、朝まで爆ばく睡すいしていた。

「さっき、もたもたと何かを仕し掛かけていただろう──袂で隠かくれてよく見えなかったが、おかしいと思って、あとは飲んだように見せかけていただけだ。お前がどう出るかと思って酔った振ふりをした。読みが当たったな」

　息が触れるほどに互たがいの顔が近く、生まれて初めて白火は、蒼馬のことが心の底から怖いと思った。

「は、離はなせ！　離せったら！」

　やみくもに暴れる白火を難なく押さえこんで、顎あごを指で摑んで固定させる。

「何を盛った？」

「ね、眠ねむり薬ぐすり……一晩、夢も見ないくらいに、眠るだけ……」

「確かに、色惚ぼけした爺じじいどもには良い手だな。酒に飲まれて何もしなかったなんて、男の面子めんつにかけても口にはできないからな。いつも、この手を使ってきたのか」

　もう噓うそは吐つけない。

　諦あきらめたようにこくりと頷うなずく。

「ごめんな、さい……」

　すると、耳に熱い吐息が吹きかけられる。

「肌はだを売るよりはましだが、あまり感心するやり方ではないな……まあいい。黙だまっていてやるよ……それよりも約束通り、一晩楽しませてもらおうか」

　白火が今まで身体を売っていなかったらしいことはよくわかった。そうでなければ、押さえこまれただけでこうまで怯おびえたりはしないだろう。

　だが蒼馬の芯しんに灯ともった炎ほのおは、簡単には収まらなかった。ただでさえ、白火には一服盛られているのだ。愛いとしく思っていた相手にここまでされて、もう後には引けない気分だった。

「い、や……っ、蒼馬さま、やだやだ、離せ……っ！」

　細い首筋や小さな肩に蒼馬が唇くちびるを這わせ、遠えん慮りよないしぐさで帯を緩められる。どんなにもがいてもすべて蒼馬の腕うでの中で、逃げられない。蒼馬はふと顔を上げると、白火の顔を見てふっと苦く笑った。

「──そんなに怖こわいか」

　宥なだめるように頭を撫なぜてからゆっくりと顔を寄せられ、必死に首を振るが、大きな手のひらで固定される。その躊ちゆう躇ちよのなさが、蒼馬の怒りをひしひしと伝えてくるようだった。

　──や……っ。

　わななく唇に蒼馬の唇が押し当てられ、白火は目を見開く。しばらくの間息をするのも忘れて茫ぼう然ぜんとしていたが、やがて口づけが深くなり吐息を絡からめ取られるしぐさをされた途と端たん、我に返って暴れ出す。かろうじて白い素す足あしだけがじたばたと動いたが、蒼馬は気にすることなく獲え物ものをなぶるかのように、着物をはだけさせる。

「……だめっ！」

　着物の下に隠された白い晒さらしに蒼馬が気づき、一瞬息を飲む。きつく締めつけてあっても、やわらかな膨ふくらみは隠し通せるものではない。

「白火……？──この晒しは何だ。……まさか」

「やめろ、離せ、離せってば……っ、離、して……！」

　懇こん願がんする白火から、蒼馬は荒あら々あらしい動きで晒しを抜き取った。

「白火、お前……！」

　眩まぶしいほど白く豊かな膨らみが露あらわになって、さすがに驚おどろきを隠せない。

「…………やだって、言っ、た、……」

　薄うす茶ちや色いろの双眸に限界まで溜まってふるふると震ふるえていた涙なみだが、とうとう我が慢まんしきれずに零こぼれて頰ほおを伝い落ちる。

　つ、と白はく皙せきの頰を流れ落ちる真しん珠じゆのような涙に、蒼馬は一瞬、息をすることも忘れて魅み入いっていた。

「お前、女だったのか…………」

　さしもの蒼馬も、これ以上無体な真似まねを強しいる気にはなれなかった。
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　拘こう束そくする腕の力を緩ゆるめ、慰なぐさめるように頰を濡ぬらす涙を指の腹で拭ぬぐい取ってやると、白火が手負いのうさぎのように素す早ばやく蒼馬の腕から抜け出した。

「やっ……、嫌いやだ！」

「白火！」

　無我夢中で、手に触ふれた盃さかずきを蒼馬に向かって投げつける。狙ねらいを定められなかったせいで外れた盃が、壁かべにぶつかって割れる。

「ひどい……！」

　涙で潤うるんだ瞳ひとみで睨まれて、蒼馬は身動きひとつできなくなってしまった。

「ひどいひどいひどい、蒼馬さまの馬ば鹿か！　憧れてたのに──あなたみたいに舞まってみたいと、ずっと、ずっと、憧れてたのに、こんな……！」

「おい待て、白火！」

　そのまま白火が、乱れた着物を指でかき合わせて走り去る。真夜中だというのに大声を出していたせいか、反対側の引き戸から若い役者の、遠慮がちな声が聞こえた。

「若わか太た夫ゆう、どうかなさいましたか？」

「ああ、いや……なんでもない」

　引き戸を開けないままそう答え、蒼馬は額をわし摑んだ。

　──まさか、女だったとはな……。

　道理で舞いに変な癖くせがあるはずだと、蒼馬は納なつ得とくする。

　少女が舞っていたのだから、女おんな方がたより女っぽくなるのは当たり前だったのかもしれない。それにしても、男装している理由は何なのだろう。舞いが好きだからというのなら、あまりにも大だい胆たんだ。能の舞ぶ台たいは原則的に女によ人にん禁制で、柚木座でもその掟おきては厳しく守られている。蒼馬自身も、舞台に女性が上がることには否定的だ。

「無む茶ちゃなことしやがって……」

　蒼馬は乱暴に前まえ髪がみを指先で摑つかみ、苦々しく呟つぶやく。

　知ってしまった以上、白火を柚木座の舞台に上がらせることは難しい。もはや、騙だまされていた云うん々ぬんという問題ではない。白火自身がどうのという以前に、女であることこそが問題なのだ。柚木座は立ち上げ当初から男性のみで、当世流行はやりの女猿さる楽がくからも影えい響きようを受けず、独自の道を歩んで芸を高めてきた自負がある。次期太夫である蒼馬の肩かたには、その柚木座の将来がかかっているのだ。

　それにしても。

「…………参ったな……」

　蒼馬は珍めずらしく本気で困り果て、大きなため息をついた。

　逃にげ去る寸前に見せた白火の大おお粒つぶの涙が、蒼馬を激しく後こう悔かいさせていた。










「どうしよう……完全にバレたよな……でも──」

　乱れた着物は手っ取り早くではあるが一応整えて、それでも晒しの緩んだ胸を両手で押さえるようにしてとぼとぼと歩く。その歩き方はどこか寂さみしげでおぼつかなくて、迷子になった子供のようだった。

「どうしよう……最低……」

　本当に、最低だった。

　瞼まぶたが熱い。泣いても泣いても涙が溢あふれてくる。胸の奥がつきつきと痛んでいるせいだ。ぽとりと流れ落ちた涙を拳こぶしで乱暴にぐいっと拭い、唇を嚙かみ締しめて立ち止まる。

「本当に最低なのは、オレのほうだ……」

　無理に笑おうとするけれど、笑えない。白火が女だとわかって、蒼馬はどうするだろうか。興行はもう打てないだろう。掟が厳しい天下の柚木座の若太夫だ。能の世界において、蒼馬が白だと言えば、黒いものも白くなるくらいにその影響力は大きい。激げき怒どして、今いま頃ごろ、日輪座に使いが出向いているかもしれない。

「騙すつもりはなくても、騙し続けてたんだから、オレは……」

　柚木座の座員とも、日輪座の人間とでさえ、白火はこれまでどこか一線を引いて接して来た。秘密を抱かかえている以上仕方のないことだったのだ。それが寂さびしいと思うのは間ま違ちがっている。舞台に立つことは、白火自身が選んだことなのだから。

　それでも蒼馬は、その一線を軽々と越こえてきた。頑かたくなな白火の心に簡単に入り込み、芸人として優やさしく導き、心の奥からふんわりと温かくなるような幸福を教えてくれた。

　温かな関係、優しい関係は最初から全部、砂上の楼ろう閣かくのようなものだった。それを壊こわしたのも、初めから裏切っていたのも、すべて白火だ。

「オレが女だから、悪いんだもんな……」

　同意するように、蛇じや紋もんがつきんと痛んだ。

　左ひだり腕うでを無意識のまま手で押さえ、泣きだしそうなのをこらえてため息をつく。

「欲よく張ばっちゃ、だめだよな……」

　それでも──寂しい。夜の闇やみが心の底まで凍こごえさせるようで、ふるりと震えた。

　ふと目を向けた先に、うっすらと小さな明かりが揺ゆれる。闇を照らす明かりに引き寄せられるようにして近づくと、人ひと気けのない町角に、数人の若い男たちがたむろしていた。

「あ、おいあれ、日輪座の白火じゃねえかよ」

「あー、本当だ～。こんな時間に、何やってんの～？」

「噂うわさ聞いたぜ。今度は桜能だって～？」

　青年たちが物もの珍めずらしそうに白火を取り囲む。朗ほがらかで性質たちの悪い表情に、白火は身体からだを強こわ張ばらせた。足元には、幾いくつもの酒瓶びんが転がっている。青年たちは、完全に酔よいが回っているようだった。

「へーえ、間近で見れば見るほど可愛かわいい顔してんねえ。女みたいだ」

「ま、男でもいいさ。何せ今をときめく花形役者さんだもんよ。男の相手はお手のもんだろ」

「可愛いお稚ち児ごさんは人気あるもんなあ。これだけ可愛けりゃ、大たい抵ていの男は骨ほね抜ぬきにされちまうだろうよ。今日ももう、一仕事終えてきたあとだったりして？」

　青年たちは顔を見合わせ、仲間内だけでにやりと、ろくでもない企たくらみを確かく認にんする。酒に酔い、このまま帰るのはつまらないと思っていたところだ。そこへ、小さな小鳥のような美少年が飛び込んできたのだ。このまま逃がすのは惜おしい。

「試ためしてみるか。物好きも酔すい狂きようのうちってな」

　嫌な熱を帯びて笑う男たちにじりじりと距きよ離りを詰つめられ、白火は射い竦すくめられたように身動きも取れなくなってしまっていた。

「怖こわがるこたないぜ。なあ、お稚児さん？」

「そうそう、優しくしてやるからさあ」

「何を……っ」

　月の光も届かないような裏路地に引きずり込まれ、袴はかまの紐ひもを一気に解かれ、白火の身体からさっと血の気が引いた。ごつごつとした男の手で口を塞ふさがれ、悲鳴は声にならない。

　──いやだ…………っ！

　首を振ふり、何とか逃げようとして必死に抵てい抗こうするものの、白火の状じよう況きようはどんどん不利になっていく。

　──やっ……！

　着物の袖そでを引きちぎられ、もみ合った拍ひよう子しに髪かみを結んでいた組くみ紐ひもが解けて、さらさらとした髪が夜の闇の中に光こう沢たくを放って散らばる。とっくに泣いて赤く腫はれた瞳が男たちを映して、そのびいどろの輝かがやきに、男たちはかえって煽あおられる。

「……っ！」

　冷たい地面に押しつけられたまま上うわ衣ぎをはだけさせられ、薄うすい襦じゆ袢ばんの合わせ目に手がかかる。

「嫌いやだあっ！」

　必死に手足をばたつかせると、男のひとりが忌いま々いましそうに舌打ちした。

「暴れんじゃねえよ！　芸人のくせに！」

　きらりと光ったのは、鈍にぶい光を放つ小刀だった。紙を切ったりと日常的なことに使う小刀を、脅おどしのために突つきつけようとしたのだが。

「きゃああああっ！」

　手元が狂くるって、白火の左ひだり肩かたに突き立てられる。

　これ以上抵抗したら殺されるかもしれない。そう思っても。

　──こんな奴やつらに好き勝手にされるくらいなら……！　殺された方が、まだましだ……！

　遠えん慮りよのない力で口を押さえこまれ、息ができない。肌はだに知らない男の手が無ぶ遠えん慮りよに触れて、背筋がぞっと粟あわ立だった。

　気持ち悪い。

　嫌だ。

　怖い。

　──助けて……！

　心の中で、名前を呼ぶ。

　肩の熱い痛みはだんだんと痺しびれるような感覚に変わり、どくどくと血が流れていくのがわかる。男たちの舌打ちが聞こえた。

「何でこいつ、胸にこんな晒さらし巻いてんだよ。邪じや魔まくせえ」

　襦袢の下の晒しを解かれたら、触ふれられたら、女だとわかってしまう。

　白火は混乱の中、最後の力を振り絞しぼって叫さけぶ。声にならない声で、心の中で、精いっぱい。

　──たす、け、て…………！

「うわあっ!?」

　白火の上に伸のしかかっていた男が、ひょいと襟えり首くびを摑んで持ち上げられ、思わず声を上げた。

「何だ、誰だれだ!?」

「誰だって聞かれても、名乗りたくないね。あんたらみたいな奴らにはさ」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、飄ひよう々ひようとした声に少しばかりの苦さが混じる。

「まあ、俺も今日ばかりは、人のことは言えないんだけどな。でも幾らなんでも、これはやり過ぎだ。だから、遠慮はしない」

　黒くろ髪かみを流したまま佇たたずむ姿は闇に包まれていたが、白火にはそれが誰なのか、わかっているような気がした。

「……覚かく悟ごするんだな」

　ゆっくりと意識が遠のき、身体がふわりと浮うくような、奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんに身を任せる。

「なんだこいつ！　格好つけやがって！」

「やっちまえ！」

　ひゅ、と風を切る音がして、次に肉を打つ鈍い音が響ひびく。ぐぎ、と嫌な音がして、くぐもった悲鳴が少し遅おくれて続いた。

「うぐっ」

「ぐえっ」

　顎あごを殴なぐられ頰ほおを張り飛ばされ、最後は綺き麗れいに回し蹴げりにされて、男たちが倒たおれる。その様子を冷たく見下ろして蒼馬は吐はき捨てた。

「ふん。だから言っただろう」

　芸人は身体を鍛きたえている上に、蒼馬自身、少年のころは身を守るために護身術も習ったし、相当の場数も踏ふんでいる。数人の酔っ払ぱらいなど、子供を相手にしているようなものだった。

　息を荒あらげることもなく全員を倒してから、急いで白火を助け起こす。

「白火、大だい丈じよう夫ぶか？……白火？　おい？」

　少女だとばれていないらしいことにほっと安あん堵どしたものの、ぐったりと倒れ伏ふした白火から独特の匂においがすることに気づき、蒼馬は眉まゆをひそめた。

「斬きられたのか……!?」

「──う……」

　意識のない白火が、苦しげに呻うめく。

「痛むのか？　すぐに手当てしてやるから、もうちょっとだけ我が慢まんしてくれ、な？」

　華きや奢しやな身体からだを慎しん重ちように、包み込むようにして抱だき上げる。なるべく傷に障さわらないように気を遣つかいながら、歩き始めた。

　腕うでの中で、蒼馬が歩くたびに頼たよりない身体が揺れる。表情のない顔に、涙なみだがまだ残っている。白火を追いかけてきて良かったと、蒼馬は心底思う。そうでなければ今いま頃ごろ、白火はどんな目に遭あっていたことか。

「この、馬ば鹿か……寿じゆ命みようが、縮んだぞ……」

　薄うす茶ちやの髪に鼻先を埋うずめ、深く深く息を吐く。真水のようなほのかに甘い匂いの中に、血の匂いが混じっているのがわかる。

「まだ血が止まっていないようだな。もう少しだからな、白火」

　部屋に戻もどり、力を失った身体を丁てい寧ねいに横たわらせてから、収納庫にしまってあった薬箱を取ってくる。身体が資本なので、少しくらいの手当てなら蒼馬も慣れている。とはいえ刀傷は別物だから、明日すぐに薬くす師しを呼んで診みてもらったほうがいいだろう、と思いながら小箱を開ける。

　蠟ろう燭そくに火を入れ、苦しそうに呻く白火に向き直り、肌を覆おおっていた布を取りのけて、蒼馬は一いつ瞬しゆん動きを止めた。

「これは……!?」

　小さく灯ともされた明かりが揺ゆれる。

　暗くら闇やみに浮かび上がる鮮せん烈れつな、左の二の腕のその紋もん様よう。

　──刺青いれずみか……？　いや、違ちがうな、この色は……。

　刺青は、独特に沈しずんだ赤になる。この模様はもっと鮮あざやかで、まるで血で描えがいたかのように、今にも燃え上がりそうな色をしている。赤く浮かび上がる、精せい緻ちで細かな蛇へびの鱗うろこが、白い二の腕をびっしりと埋め尽つくしていた。そっと指先で辿たどると、感かん触しよくは吸いつくようになめらかでやわらかい。どうやら、人工的に施ほどこされたものではないようだ。

　──痣あざ、なのか……？

　白火は何をされているのかもわからず、痛みに顔を歪ゆがめ小さく仰のけ反ぞった。

「ああ、悪い……ともかく血を止めるから、少し痛むぞ……？」

　消毒作用のある薬草を口の中で嚙かみ砕くだいて、軟やわらかくした葉を傷口に押し当てる。

　清潔な包帯できつく左肩を縛しばる。痛いのか、白火が少し身をよじったけれど、すぐにおとなしくなった。無意識の内でも、手当てされていることはわかったらしい。

　蒼馬にできるのはここまでだ。すぐにでも薬師を呼びつけたいところだったが、さすがに真夜中では、それもできない。だが、万一神経を傷つけたりしていたら、舞まい人びととしては致ち命めい傷しようになってしまう。傷口をきちんと手当てしておかないと、破傷風を引き起こす危険性も高い。

「もう血も止まったし、大丈夫だ」

　手当てを済ませ、しばらく蒼馬は思案した。白火の着物は、蒼馬とあの男たちのせいであちこち破れ、血で汚よごれてしまっている。これを着せておくわけにはいかないが、ここには細い白火に合うような丈たけの着物はない。誰かを呼べば何とかなるが、今の白火を誰かに見られるのは嫌だった。

「朝まではこれで我慢してくれ」

　屛びよう風ぶにかけてあった着物を取り、そっと袖を通させる。ぶかぶかで袖から指先も見えない有様だったが、肌を晒したままでいるよりはましだろう。何より白火の裸ら身しんは、蒼馬にとって目の毒だった。

　添そい寝ねするように肘ひじをついて横たわり、子供をあやすように背をぽんぽん、と撫なぜてやると、小さな身体が胸の中にしがみついてきた。

「──寒いのか？」

　少女は蒼馬の着物をきゅっと摑つかみ、胸に顔を埋めるようにして眠ねむっていた。その頰に涙の跡あとが残っているのを見て、蒼馬は己おのれを激しく責めた。

　先ほどの振ふる舞まいが、白火をどれだけ怖こわがらせたことだろう。あの男たちばかりを責められない、蒼馬も同罪だった。

　心からの想おもいをこめて、桜貝色の耳に囁ささやく。

「怖い思いをさせて、悪かった──」

　白火を大切そうに抱かかえ込んで、蒼馬はきつく目を瞑つぶった。

　腕の中の少女は、哀かなしいほどに細く頼りない。

「もうこんな思いは、二度とさせない」










　腕に浮かぶ赤い蛇じや紋もんが、みるみるうちに身体中を埋め尽くす。

　──なっ…………!?

　助けを求めて伸ばした指先は爪つま先さきから奇妙に捻じ曲がり、黒い鳥のような歪いびつな翼つばさが全身を覆おおい尽くす。

　──嫌いやだ、嫌だ嫌だ嫌だ。たすけて、たすけて誰か────！

　悲鳴は最も早はやしわがれた不気味なさえずりにしかならず、闇やみに響いて辺りを震ふるわせる。

　鵺ぬえとなった白火は闇と同化し、いつしか自我を失い、永遠の孤こ独どくの中で──。

「う……」

　明け方に近い頃ころ合あい、腕の中から聞こえてきた苦しそうな声こわ音ねに、蒼馬ははっと目を覚ました。いつの間にか、眠ってしまっていたようだ。

「白火どうした？　傷が痛むのか？」

　まだ薄うす暗ぐらい闇の中で顔を覗のぞきこむと、頰が赤い。額に手を当ててみると、高熱というほどではなかった。かすかに汗あせが浮かんでいる。ただ白火は苦しげに身をよじり、何かから逃にげるようなしぐさを繰くり返していた。

「夢でも視みているのか？」

「……、……や」

　喉のどが震え、悲鳴を飲みこんでいるらしいことがわかった。

「起こしてやったほうがいいな」

　声をかけようとした蒼馬の耳に、細く悲しい呻き声が聞こえる。

「──母さま……」

「ん？　何だ、白火？」

　声はうわごとの頼りなさで、はっきりとは聞き取れなかった。

「どうしたんだ？」

　耳を寄せると、かすかに聞き取れた。

「我は、鵺なり……幾いく重えに響ひびくは鵺の声……あら恐おそろしや凄すさまじやの、鵺の声……恐ろしや、凄まじやの……」

「『鵺ぬえ』、か……？」

　鵺は、伝説の化け物だ。白火が演やるにはおどろおどろしすぎて似合わない。

「なんで鵺なんだ……？」

　首をひねりながら、白火をしっかりと腕の中に戻す。

「お前、一体、何を抱え込んでいる？　その蛇紋に、何が隠かくされているんだ…………？」

　──男だと偽いつわっているのも、その蛇紋が理由なのか？

　蒼馬の問いかけも、今の白火には聞こえない。

　温かくたくましい腕にあやされて、白火の意識はまた夢に引き戻されていった。

　明け方の夢は正夢になる。

　蛇の鱗の紋様だけが、暁ぎよう闇あんの中にくっきりと浮うかび上がった。
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　深い深い眠りから醒さめる寸前、白火は夢と現うつつの狭はざ間まを、しばらくの間ぼんやりとたゆたう。なんだかひどく温かいものに包まれて、うっとりするほど心地ここちよかった。

　──あったかい……なんで…………？

　目覚めきらない意識の中で、こくりと小首を傾かしげる。

　何故なぜだろう、心が和やわらいで安心する。余計なことは何も考えず、ひたすらこのぬくもりにすっぽりと抱いだかれて浸ひたっていたいような、おかしな気分だった。

　──ここは、どこ……？

　確かめるように首を動かすと、鼻先にがっしりとした何かが触ふれ、その感触も温かくて優やさしかった。心がすうっと落ち着くような、覚えのある匂においがする。何だか嬉うれしくなって、白火はそっとそのぬくもりに顔を擦すり寄せる。

「う、ん……」

　すると、ぽんぽん、と頭を撫ぜられ、また心地よい夢の中に引きこまれそうになる。その優しいまどろみを破ったのは、ずきりと肩かたに走った鋭するどい痛みだった。

「痛っ……」

「痛むのか？」

　びっくりして思わず身体からだを丸めると、すくい上げるように固い腕うでに抱だきかかえられ、ようやく白火は、縫ぬいつけられたように重い瞼まぶたを押し上げた。

　だんだんはっきりとしてくる視界に、いつも通り泰たい然ぜんとした青年が、それでもどこか心配そうな光を湛たたえて白火を覗きこんでいた。

「蒼馬、さま……？」

　どうしてここに、蒼馬がいるのだろう。どうして自分は、こんな大きな男物の着物を着て、ひとつ褥しとねで蒼馬の腕の中に──。

「…………っ!?」

　一いつ瞬しゆんのうちに、さまざまな記き憶おくが蘇よみがえって白火は蒼そう白はくになった。

　肩を気にする余よ裕ゆうもなく起き上がり、逃げようとする身体を、蒼馬が片手で抱きとめる。

　言葉を口にする余裕もなかった。褥の中に引きずり戻もどされ、白火は必死になって抗あらがう。

「落ち着け。今は気にしなくていい！」

　蒼馬が一いつ喝かつし、白火がびくりと怯おびえて暴れるのをやめた。

　ついでにきつく抱きすくめられて華きや奢しやな身体が強こわ張ばると、蒼馬の腕の拘こう束そくが少しだけ緩ゆるんだ。
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「傷、痛むか？」

　逃げないように、けれど肩の傷に障さわらないように力を加減して、蒼馬はかたかたと震える白火を包み込み直した。少しの香こうと煙草たばこの混じった匂いが、ふわりと白火にまとわりつく。

　その香かおりを胸いっぱいに吸い込むようにして、白火は浅くなりがちな呼吸を必死に整えた。

　外はすでに明るくなっているようで、蔀しとみをきっちり降ろした部屋の中もぼんやりと薄うす明あかるい。鍛きたえ抜ぬかれた青年の素す肌はだなど、白火はこれまで見たことがない。蒼馬は昨夜纏まとっていた着物の胸を大きく寛くつろげ、髪かみも少々乱れて、そのさまがかえって、男の妖よう艶えんさというものを強調しているようだった。

「そうだ……とりあえず落ち着け。俺も今は、何も言わないし、聞かない。全部、手当てを済ませてからだ。わかったな」

　ゆっくりと、嚙かんで含ふくめるようにそう言い聞かせて、蒼馬は白火の小さな顔を覗きこむために背を屈かがめた。小さすぎる軀からだつきの少女と目をしっかり合わせて、不意に表情を引き締しめる。

「まず、謝る。どんな事情があるにしても、お前を怖がらせたのは俺だ。──悪かった」

「そ……」

　真しん摯しな眼まな差ざしで射抜かれ、白火は、目の奥が一気に熱く潤うるむのを感じた。

　こんな時でさえ、蒼馬は潔いさぎよいのだ。謝る理由など、蒼馬にはないのに。すべて白火のせいだというのに。

「オレ、は」

　町角まで追いかけてきて、助けてくれたのも蒼馬だ。今いま更さらながらに、傷がきちんと手当てされていることに気づく。

「蒼馬さま……オレは」

　言葉は喉のど元もとまで出かかっているというのに、どうしてもその先が言えない。

　何度も何度も言い淀よどんでは嚙み締めることしかできない唇くちびるを、蒼馬がそっと人差し指を押し当てて封ふうじた。

「無理すんな。落ち着いたら薬くす師しを呼んでやる。一応の処置はしたが、本格的な手当ては専門外だ」

　じっと蒼馬を見上げる白火に、蒼馬は苦く笑しようするような、なんとも形容しがたい表情を浮かべて見せた。初めて出会ったときから白火が蒼馬に向けてきたあのまっすぐで心地よい眼差しは今はすっかりなりを潜ひそめて、ひたすら困り果てているような、疑うような、こんな痛ましい眼めを見るのは初めてだ。

「……追いかけて良かったよ。あのままだったら取り返しがつかないことになっているところだった」

　もう少し寝ねていろ、というようにもう一度、壊こわれものでも扱あつかうかのように丁てい寧ねいに横たわらされて、白火は大きな瞳ひとみで瞬まばたきもせず、ひたすら蒼馬を見上げ続ける。気持ちがさまざまに入り乱れて、白火自身持て余す。蒼馬の気き遣づかいが嬉しい半面、騙だましていたことを怒おこられないことが逆に不安になる。罵ば倒とうされ、二度と舞ぶ台たいに上がらせないと宣言されたほうが、まだ気が楽だったかもしれない。

　──どうして、怒らないんだろう…………。

　男だと偽っていたことよりも、白火の怪け我がのほうを案じているような蒼馬の態度が、白火には理解できない。

　困こん惑わくは、そのまま顔に出ていたのだろう。

　蒼馬が、ふっと小さく笑えみを刻みながら手を伸のばし、白火の薄うす茶ちや色いろの髪をさらりとかきあげた。

「そんな顔をするな……いいから、今は余計なことは何も考えるな。薬師に使いを出す。その間に着き替がえだな。座うちの子みな供らいの着物なら丈たけも合うだろう。持ってくるからおとなしく待ってろ」

　指先で艶つややかな髪の感かん触しよくを一瞬楽しんでから、立ち上がる。

　蔀をぎい、と開けると、部屋いっぱいに射さし込む朝の光の中で、何の飾かざりもない白火は眩まぶしいくらいに清らかで綺き麗れいだった。『羽は衣ごろも』の漁師が見た天てん女によはこんな感じだったのだろうかと、ふと思う。

「ここには俺の許しがない限り誰だれも入っては来ないが、一応気をつけてろ。すぐ戻る。戻ってきたら、髪も結ゆい直してやるから」

「蒼馬さま待って！」

　悲鳴のような声に呼び止められて振ふり向くと、いつの間にか白火が褥から降り、畳たたみの上に膝ひざを揃そろえて正座していた。髪と同じ淡あわい色合いの双そう眸ぼうに必死なほどの強い光が宿って、大きな涙なみだの粒つぶのようにも見えた。

「白火？　どうした？」

「お願いです、今度の舞台にだけは上がらせてください！　お願い、お願い……！」

「白火」

　呆あつ気けに取られた蒼馬の前で、白火が深く深く頭を下げ、一いつ生しよう懸けん命めいに言い募つのる。

「オレが悪いんです。日輪座は何も悪くない、本当のことを知らない人間ばかりで、でも、今度の興行だけは成功させないと……！　お願いです、一度だけ、見み逃のがしてください……！」

　最後のほうは、声が震ふるえてろくに舌が回らなかった。それでも白火は平へい伏ふくしたまま、顔を上げようとしない。蒼馬の顔を見るのが怖こわかった。柚木座の若わか太た夫ゆうが、女が舞台に上がるのを許してくれるわけがない。

　だが、ここで引き下がるわけにはいかないのだ。すでに京中で評判になっている舞台に白火が上がらなければ、必ず理由を探さぐられる。柚木座の舞台から追放されるようなことになれば、せっかく日輪座が京に根づきかけたのに、それまでの苦労が水の泡あわになってしまう。それだけは、どうしても耐たえられなかった。

「全部の責任はオレにあるんです。だから、責めるならオレだけにしてください。お願い、日輪座みんなを責めないで……！」

　あとはもう、お願い、お願いと、掠かすれてしまった声でひたすらに繰くり返し懇こん願がんする。

「白火」

　そっと、蒼馬の熱い手が右の肩かたにかけられた。

　殴なぐられても仕方ないことだ。じっとその手を受け入れてうつむいていると、頭上で大きなため息が聞こえた。

「顔を上げろ」

「…………」

　無言のまま、首を横に振る。

　業ごうを煮にやしたのか、腹立たしそうにもう一度ため息をついた蒼馬が白火を抱だき上げようとして、傷口に触ふれる寸前のところで思い出したように手を引いた。

　しばらくの間沈ちん黙もくが流れて、やがて蒼馬が獰どう猛もうな獣けもののように低く唸うなる。

「俺の眼を見て話せ、白火」

　顎あごを指先で摑つかんでそう言われ、白火は恐おそる恐る目を開けた。怒っているとばかり思っていた蒼馬は厳しい顔つきをしていたけれども怒っている風ではなく、むしろ、眼をそらすことは許さないとばかりに白火をじっと見下ろし続ける。

　白火も、蒼馬の眼だけを見つめた。蒼馬の眼は、白火の中に噓うそがないかを見み透すかすように鋭するどかったけれど、不思議と怖くはなかった。

　──前にも、こんなことがあった……？

　白火は思い出す。稽けい古こ場ばでいきなり蛇じや紋もんが発熱して取り乱したときも、蒼馬は理由を言わない白火を、怒ることなく許してくれた。義の通らないことでも、それが本人にとっては筋道が通っていることなら、許すだけの大きな度量を持っている人だ──。

　ちゅんちゅん、という可愛かわいらしいさえずりと共に、空を飛ぶ雀すずめの影かげが部屋を横切る。

　白火の瞳からすべてを読み取ったかのように、不意に蒼馬が白火の顎から指を離はなした。

「わかったよ」

「蒼馬さま……？」

　らしくもなく、蒼馬が心底困惑しているのが雰ふん囲い気きだけでもわかった。

　外に目をやり、腕うでを組んで、蒼馬は低く答える。

「お前の覚かく悟ごはわかった」

　そのまま蒼馬は、白火に目をやることなく部屋を出た。

「薬師を呼んでくる」

　後ろ手に襖ふすまを閉め、蒼馬は本当に戸と惑まどっていた。きっぱりとした態度のせいで即そく断だん即そつ決けつのように思われることが多いが、蒼馬は何事も、瞬しゆん時じにあらゆる方面から見て最善の方法を模も索さくする。座の若太夫として、一いつ瞬しゆんの気の迷いや感情で何事も判断しないように普ふ段だんから己おのれを律しているせいだ。

　その蒼馬が、今は心底困り果てていた。

　白火は──本気だ。

　だが女を柚木座の舞台に上げるには、相当の覚悟がいる。柚木座の興行のすべての責任は、若太夫である蒼馬が負うのだ。

　手て遊すさびに火を入れていない煙管きせるをくわえて、蒼馬は懐ふところ手でのまま、澄すみ渡わたった春の空を眺ながめた。

「──どうしたもんかな」

　つぶやきながらも、黒い双眸にどこかおもしろがるような、不敵な笑みが浮うかんでいく。

　男女の枠わくを超こえたところで考えてみれば、白火の舞まいは本物で、あんな舞いを捧ささげられて怒る歌か舞ぶの神はいない。満開の桜の下で舞う白火はきっと美しいだろう。

　そうだ──白火がすでに心を決めているというのなら。

　若太夫としての立場より、舞い人としての本能が心を席せつ巻けんしていくのがわかる。

　何より白火の舞い姿は、蒼馬をどうしようもなく煽あおるのだ。舞台の上で、見事に咲さき誇ほこる一輪の花──それが白火だ。

　蒼馬は心の中で素す早ばやく算段する。危険は承知の上だが、それ以上に得るものはきっと大きい。座に続く伝統を破ることに少し呵か責しやくは感じたが、賭かけてみてもいい気がした。

　蒼馬は深く息を吐はく。

「俺も、腹を括くくるとするか」

　もとより、失敗や批判を恐れていては、何もできない。そうやって能は進化してきたし、これからも変化していく。

「最初は良い拾いものだとしか思っていなかったが、とんでもない隠かくし球だったよなあ……」

　にやりと、企たくらみごとをする時特有の笑みを唇くちびるに刻んで、蒼馬はその場を後にした。
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　蒼馬の配はい慮りよで、白火は柚木座の使用人に付き添そわれて一度日輪座に帰る。

　すると夜通し待ち構えていた朧たちに質しつ問もん攻ぜめにされ、包帯を巻いた傷を見て朧は泣き出し、一陽太た夫ゆうも痛ましそうに眉まゆをひそめた。

「どれだけ待っても帰ってこないんだもの！　心配で心配で、眠ねむれなかったんだから！　白火の馬ば鹿かぁ！」

　朧は白火の右みぎ腕うでにしっかりと腕を絡からめたまま、離れようとしない。

「話は、使いの方から聞いた。狼ろう藉ぜき者に絡まれていたところを、通りがかった蒼馬どのが助けてくださったのだそうだな」

「そうです」

　こくりと頷うなずき、それ以上白火は何も言おうとしない。頑かたくなに口を噤つぐんでいる娘むすめに、一陽は気き遣づかうように視線を当てた。こんなにも儚はかない面おも影かげをしていただろうかと、ふと不安になる。怪け我がのせいだろうが顔色は悪く、瘦やせて一回り細くなったような気もする。

「わかった。白火、今日はおとなしく養生しなさい。薬くす師しには、診みていただいたんだな？」

「はい、でももう平気です。今日は一幕通して段取りを見ることになっていますし」

「だめよ、何言ってるの！　傷が塞ふさがるまではだめ！　縛しばりつけてでも止やめさせるわよ！」

「朧。もう本番は明後日あさつてに迫せまっている──時間がないんだ」

「だめ、絶対にだめ！」

「朧」

　真しん摯しな声で名前を呼ばれ、朧はぐっと唇を嚙かむ。白火がじっと、子供のような眼まな差ざしで朧を見つめていた。

「頼たのむ──オレは、これでも役者なんだ。朧ならわかるだろう。今はもう、休めない。場当たりして装しよう束ぞくを合わせて、稽けい古この他ほかにもやることは色々あるんだ」

　白火の、舞ぶ台たいにかける情熱がどれほどのものか。そんなもの、そばにいる朧は誰だれよりもわかっている。

「──…………っ、仕方ないわね……わかったわよ」

　ここでだめだと言ってしまえばそれは、役者としての白火の矜きよう持じを傷つけることになる。これまでずっと、男として頑がん張ばり続けてきた白火を否定することになってしまう。

　渋しぶ々しぶながら頷いた朧に、白火がにっこりと笑う。

「ありがとう。だから、朧のことが大好きなんだ」

　結局は日輪座の誰も、白火には勝てないのだ。

「じゃあ、事情を話しに戻もどってきただけなんで、稽古に戻ります。心配かけて……ごめんなさい、父さま。朧、矢涼にも、心配かけて悪かった」

「謝るのは俺の方だ。お前から目を離すんじゃなかった」

　矢涼の声が、いつもより低く重い。普段白火の護衛を名乗っているのにこんなことになってと、矢涼は自分を責めているようだった。昨日は夜になってもまだ体調の優すぐれない座員が多く、普段は酒席に同行しない矢涼も無理やり駆かり出されてしまったのだ。

「そんなことはないよ。大体オレも無事だったんだから、な？」

「その状態を無事とは言わない、普ふ通つうは」

「たいした怪我じゃないさ。それに、薬師どのに診てもらってあるから心配ない」

　怪我や病気を治す薬師に診てもらうには薬草以上に金きん子すがかかる。それなのに、すぐさまかかりつけの薬師に治ち療りようを頼んだことで、

「さすがは柚木座よねえ」

　と、朧などは感心しているくらいだった。

　日輪座の館やかたを一歩出ると、空は晴れやかに澄み渡り、日差しが目にしみる。桜もそろそろ満開の時季を迎むかえ、舞台は華はなやかに彩いろどられて絶好の花見舞台になるだろう。太陽を見上げ、白火はこっそりとため息をついた。稽古に行くのに、こんなにも足が重いのは初めてだ。

　落ち着かない。

　白火が薬師の手当てを受けている間に、蒼馬は姿を消してしまった。ただ、見習いの少年への言付けで、一度日輪座に戻ったら直接舞台に来るようにと指示されている。

　向かった先の常設舞台では、朝稽古をとっくに済ませ、双そう方ほうの座の役者たちが場当たり稽古を始めていた。全体が、最後の仕上げに入っている。

「大分出来上がってる……」

　常設の舞台に慣れている柚木座と違ちがい、日輪座は舞台の感覚や裏の様子なども細かく調べておかないと、本番で苦労することになる。面をかけてしまえばほとんど何も見えないので、足先や身体からだの感覚すべてで舞台の広さや幅はばを覚え込むのだ。

　使用人や見習いの少年たちが忙いそがしく走り回っているのは、観客用の桟敷さじき席を設しつらえるためだ。茣ご蓙ざなどを敷しき詰つめ、周りには赤の天幕を張り巡めぐらせて、左右にそれぞれの座の名前の入った幟のぼりを幾いくつも掲かかげ、いやでも空気が華やぐ。

「いよいよ、だな……」

　こんなに大きくて立派な舞台を見るのは初めてだ。

　だが、自分は──。

　これから自分は、どういうことになるのだろう。

　蒼馬の姿を探すように客席の奥から舞台全体をぐるりと見み渡わたすと、客席の隅すみで蒼馬が、誰か見知らぬ女性と話をしているのが見えた。白火の胸を、何かがちりっと貫つらぬく。

　──誰…………？

　豊かな髪かみを春風になびかせ、榛はしばみのような目が印象的な、綺き麗れいな女性だった。凜りんと伸のばした背筋が柳やなぎのようにしなやかな風ふ情ぜいで、今まで柚木座では見たことのない女性だ。蒼馬とは知り合いのようで、親しそうに何かを手早く話したあと、すぐに踵きびすを返して去っていく。

「……！」

　舞台に戻ってきた蒼馬と目が合い、白火は咄とつ嗟さに目をそらしてしまった。なんだか、心の中がもやもやとして自分でも訳がわからない。

　──なんで……？　なんでオレ、こんなにイライラしているんだ……？　蒼馬さまが誰と喋しやべってたって、オレには関係ないのに……！

「白火、戻ったか」

「あ、は、はい！」

「悪いが、さっそく通したい。頼めるか」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、白火は目を零こぼれ落ちそうなくらいに瞠みはってしまった。

　舞まって、いいのだろうか。

　思わず縋すがるように蒼馬を見つめると、蒼馬が、白火にだけわかるように小さく、けれどしっかりと頷いて見せる。

　白火は次の瞬しゆん間かん、ぱっと輝かがやくような笑えみを浮うかべた。

「はい、喜んで！」

　いそいそと舞台の中央に進み、ひとつ大きく息を吸い込んで意識を集中させる。

　舞まい扇おうぎを広げてしまえば、舞台に渦うず巻まく熱に取りこまれ、浮かされる。左の肩かたにずきっと走った痛みを、白火は喉のどの奥で嚙かみ殺した。

　本番は明後日。

　もう、時間がない。
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　出番の通し稽げい古こを終えて、白火は舞台の裏手の桜の木の下に座りこみ、竹たけ筒づつに入った水を喉に流し込んだ。井い戸どに吊つるして冷やしてあったのでよく冷えていて、汗あせをかいた身体に気持ち良くしみ込んでいく。怪我のせいなのか、身体の中に、少し熱がこもっているような感じもする。

「ふう」

　幹にもたれて空を見上げると、桜の花びらが空を埋うめ尽つくしている。寺で丹たん精せいされている桜の大木は、さすがに見事だった。この寺は境けい内だいに接して桜山があって、今回の興行にはまさにうってつけだ。

「綺麗だなあ……」

　空の青と桜の薄うす紅べに色いろが見事で、思わず見とれる。思えば京に来てから、初めての春だ。夏の水面と青空、秋の紅葉もみじと夕暮れ、冬の雪と朝の張りつめた空気。どの季節もそれなりの美しさと楽しさがあって好きだけれど、春が来たときの感覚はまた格別だ。雪が解けて花が咲さいて、動物たちも冬とう眠みんから覚めて動き始める。桜の花が咲くと、なんとなく嬉うれしくなるのは何故なぜだろう。

　京の桜は色が淡あわく、ほんわりと咲いているような気がする。里山の山桜は咲く時期がもっと遅おそい分、色も濃こかった。

「見事だな。座っていいか？」

　白火と同じ竹筒を持った蒼馬が、いつの間にか目の前で、眩まぶしそうに空を見上げていた。

　少し複雑だった。今はあまり蒼馬と話をしたくはないけれど、今いま更さら断るのも変だ。

「……はい」

　肩が触ふれ合うくらい間近に腰こしを下ろされ、白火の胸がどきりとする。

「白火」

「は、はいっ」

「傷の具合はどうだ？　薬くす師しは、安静にしていろと相当に渋しぶっていたそうだが」

「はい。でも、あまり傷が開かないように固定してもらいましたから」

「そうか」

　舞っている間中、熱を持ってじくじくと痛んでいたことは、言えなかった。そんなことを言ったら、舞ぶ台たいに立たせてもらえなくなってしまう。せっかく蒼馬が赦ゆるしてくれたのに、わざわざそれを邪じや魔ま立だてするようなことは言いたくなかった。

　それに、白火が怪け我がをしたのは、白火の責任だ。

　役者は己おのれの身体をきっちりと管理するのも仕事のうちなのに、怪我を避さけられなかった自分が白火は悔くやしかった。

「白火」

「はい」

　蒼馬は白火を見下ろし、少し苦しげな表情のまま、小さく、許せとつぶやいた。そのまま、白火の肩を摑つかんで左の襟えりを引き下ろす。

「え!?」

　硬こう直ちよくした白火の頭の中が真っ白になる。蒼馬の厳しい目が、蛇じや紋もんを凝ぎよう視ししていた。

　白火の怯おびえが頂点に達する。

「見るなっ、いやだ、いや……っ！」

　白火を幹に押さえつけたまま、蒼馬が静かに言う。

「──やっぱり、昨日のは夢じゃなかったんだな」

　赤い蛇へびの鱗うろこ──白い肌はだに浮かび上がる、血の色の痣あざだ。

「蒼馬さま……？」

　蒼馬は、白火の襟元を丁てい寧ねいに戻もどす。

「見るつもりはなかったんだが、昨日……手当てをしようとして、目に入った……。これは、何だ？」

「……っ！」

　大きな瞳ひとみいっぱいに絶望の色を浮かべた白火があまりに痛々しくて、今にも桜の花の中に溶とけて消えてしまいそうで、蒼馬は咄嗟に白い手首を摑んだ。その手首は蒼馬の指が簡単に一回り以上してしまうほど細くて、少女の身体からだはやはりどこもかしこも華きや奢しやだった。しなやかだからこそ、限界を超こえた瞬間にぱきりと折れてしまいそうで儚はかない。
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「怖こわがらなくていい。俺は恐おそろしいとは思っていない。ただ、気になるだけだ」

「噓うそだ……っ」

　いやいやをするように白火が首を振り、蒼馬は首を傾かしげる。

「何がだ？」

　何かを守るようにして、白火は身体を縮こまらせた。

「これが怖くないなんて、噓だ……見たら、誰だれだって気持ち悪がるし、不ふ吉きつだって言う……！」

　蒼馬が白火の背後に腰を落とし、ゆっくりと、小さな頭を撫なぜる。

「そう言われていたのか？」

　小刻みに震ふるえる頭が、小さく揺ゆれる。

「──子供のころ、化け物だって言われた……父さまや朧たちはそんなこと言わないけど、でも……」

　自分でも、化け物だって思ってるんだ──。

　声にならない白火の言葉に、蒼馬の胸が鋭するどく痛んだ。蹲うずくまったままの白火をぐいっと引き寄せる。

「すまなかった。もう見ないし誰にも言わないから。俺が悪かった、白火……」

　そのまま、白火の震えが収まるまでしばらく、蒼馬はただ、桜の花をじっと見上げていた。

　抱かかえきれないほどの何かに喘あえぐ小さな身体を守ってやりたいと思っただけなのに、どうしてこう、上手うまくいかないのだろう。昨夜の出来事で、蒼馬は己の心にようやく気づいていた。

　──俺は、白火を守りたいんだ────。

　ひたむきで健けな気げな少女を、ただ、守って思う存分舞まわせてやりたいのだ。瞳からも表情からも、舞い姿からも溢あふれ出る純じゆん粋すいさに、思えば初めから惹ひかれていた。遠目に舞台を観みて惹かれ、一いつ緒しよに舞って更さらに惹かれた。

　いや、気づかなかっただけで、すでにこの魅み力りよくに囚つかまっていたのかもしれない。

　──一ひと目め惚ぼれってやつだったか……。

　白火の願いを叶かなえたい。白火が女でありながら舞台に立っていると知ったときも、今にして思えば、戸と惑まどいはしたが、怒いかりは湧わいてこなかった。それはきっと、白火が冒ぼう瀆とく目的で男装していたわけではないとわかっていたからだろう。

　どんな理由があるにせよ、白火は舞いが好きだ。そうでなければ、あんな風に舞うことはできない。舞いにはその人の本質が滲にじみだす。そのことを、蒼馬は本能的にわかっていた。だから怒おこることができなかったのだ。

　白火が落ちついたのを見計らい、穏おだやかな声こわ音ねを作って声をかける。

「乱暴な真似まねをして悪かった。傷に障さわらなかったか？」

「──はい」

　かろうじて返事はするものの、白火はうつむいたまま、蒼馬を見ようとしない。

　──怒らせてしまったか……違ちがう、傷つけたのか？

　白火が受けた精神的な打だ撃げきを考えたら仕方ないのかもしれないが、蒼馬としては一気に落ちつかなくなる。

「そうだ。あとでもう一度薬師を呼ぼう。今朝みたいに、傷の場所だけ見せればいい。柚木座のかかりつけの薬師は口は堅かたいし腕うでも確かだから、心配するな。何せ本番は明後日あさつてだ。完治するのは無理だろうから、せめて痛みを抑おさえておかないと、お前もやりにくいだろう」

　宥なだめるようにそう言うと、白火が、不思議そうにゆっくりと顔を上げた。

「──蒼馬さま。オレ、本当に、舞ってもいいの……？」

　蒼馬が、耐たえきれないといったように破顔した。愛いとしそうに目を細めたまま、ついでに、白火の髪かみを大きな手のひらでぐしゃぐしゃとかき回す。

「うわ」

「止めたって聞きやしないだろうが、お前は。それに、俺だって同じことをするだろうからな」

「え？」

「どんなに怪我が痛かろうが体調が悪かろうが、舞台には上がる。役者ってのはそういうもんだろう。俺は、お前の役者としての矜きよう持じを傷つけるようなことはしない」

「……っ！」

　唐とう突とつに腕に飛び込んできたふわりとやわらかな感かん触しよくに、蒼馬は一いつ瞬しゆん息を飲んだ。白火が、蒼馬の首に右みぎ腕うでを回して抱だきついてきたからだ。白い肌から、いつもの真水の香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。甘さが、いつもより濃こいような気がした。

「白火？」

「嬉うれしいんだ。蒼馬さま……オレのこと、絶対に舞台に上がらせないだろうって思ってたから……」

　くぐもる声は胸から響ひびいて、蒼馬を切なくさせた。たまらずに、ぎゅっと抱きしめる。

「──生憎あいにくと俺は、生きつ粋すいの役者でね。才能最優先だ。他ほかのことは関係ない。俺が守ってやるから、お前は安心して舞えばいい。お前の男装それにも、何か理由があるんだろう？」

「うん……」

　白火が、蒼馬を見つめてやわらかく優やさしく、甘えるように微笑ほほえんだ。桜の花よりも華はなやかで艶あでやかなその微笑みに、蒼馬も微笑を誘さそわれる。

　──あっという間に、随ずい分ぶんと色っぽくなったもんだな。

　前から色気はあったが、これは少し抑えさせないと大変なことになりそうだな、と口の中でぶつぶつぼやく。

「でもその怪け我がでは、二番をぶっ通しで演やるのは無理だな。白火、『胡こ蝶ちよう』はうちの若手に任せるから、お前は狂の演目だけに集中したほうがいい」

　ことの発ほつ端たんは、蒼馬のこの一言だった。










「やだ！」

「だが白火、その怪我で全部を舞い通すには無理があるぞ。ここは蒼馬どのの言うとおり、どちらかに絞しぼったほうがいい」

「やだったらやだ！」

「白火、無む茶ちやを言うな。太た夫ゆうと柚木座の若太夫の言うとおりだ。大体その状態で、舞ぶ台たいに上がろうというほうが無む謀ぼうなんだ。それも二番通したりしたら、倒たおれてしまうぞ」

「絶対にやだ！」

　日輪座の座ざ敷しきで向かい合い、一陽の説得にも矢涼の説得にも頑がん固こに首を振ふり、白火はすっかり意地になって唇くちびるを嚙かみ締しめていた。茣ご蓙ざに正座した膝ひざの上で、袴はかまをぎゅっと握にぎる。

　白火が舞うのは、女の演目の『胡蝶』と、狂と鬼を兼かねた『水みずノ姫ひめ』の二役で予定していた。お互たがい花形は二番ずつ受け持つことになっていたのだ。一から創つくり上げた『水ノ姫』も楽しみだったが、『胡蝶』も白火は練習を重ね、本番で舞うのを楽しみにしてきただけに、今いま更さら降りろと言われても納なつ得とくできない。

「本番の時さえ舞えればいいんだ。だから、絶対降りない！　二番くらい通せる」

　白火はこうなるともう子供と同じで、いったん言い出したら聞かない。舞台に関しての白火は本当に頑固で、手のつけようがないくらいだ。普ふ段だんが聞き分けが良く若太夫としてわきまえているだけに、蒼馬はもちろん、一陽たちも手を焼いてしまった。

「白火、『水ノ姫』は体力的にきつい。あれは新作だけあって時間も長いし、振りも複雑で代役が立てられない。しかも『胡蝶』の後だ。もしお前が舞えなくなったら、桜能そのものが成り立たなくなってしまうぞ」

「舞うから心配ない。倒れたって何だって、絶対に舞い通す」

　殻からに閉じこもった蝸牛かたつむりのようにとことん頑固な娘むすめに、一陽がほとほと困り果てて渋じゆう面めんを作った。

「ううむ……この頑固さは、一体誰だれに似たのやら。俺じゃないぞ、絶対に」

「なあ、白火。『胡蝶』なら、舞える者が日輪座にもうちにもいる。だからお前は『水ノ姫』のことだけを考えて体調を整え──」

「いやです！」

　蒼馬が再度説得しようとするのを突つっぱねたとき、ぱしーんと勢いよく引き戸が開いた。

「何を悠ゆう長ちようなことを言ってるんですの、皆みなさま方！」

「朧」

　小こ柄がらな少女が腰こしに手を当て、目め尻じりを吊つり上げていた。その腰には、寝ね支じ度たくを整えた天輪が眠ねむそうな顔でしがみついている。数日続いた熱は白火が買ってきた薬湯のおかげで下がって、今ではすっかり元のやんちゃ坊ぼう主ずだ。

「白火！」

「は、はいっ」

　びしっ、と指差され、白火が飛び上がった。

「何聞き分けないことを言ってるの！　その怪我で舞うのよ、一番で我が慢まんなさい！　自分のことも周りのことも考えたら、それが正しいことぐらい、わかってるんでしょ!?」

「……うん」

　正論をきっぱりと振りかざされて、白火が渋しぶ々しぶと頷うなずく。おお、と今まで説得に苦労していた男三人が、小さく拍はく手しゆした。

「まったくもう、大の男が三人揃そろって説得ひとつできないなんて情けない。何をぐずぐずしているんだか……天輪」

「ん～？」

　打って変わって優しい声で、朧が天輪の小さな手を握る。

「今日は、白火が一いつ緒しよに寝ねてくれるわよ？」

「え」

「ほんと～!?」

　天輪が大喜びでぴょんぴょん跳はねた。朧がさりげなく釘くぎを刺さす。

「ただし、怪我してる腕に触さわらないようにね」

「白火、いたいいたいなの？」

「そう。だから、天輪が痛いの飛んでけ、してあげたらきっと良くなるわよ」

「する～！　いっぱいする～！」

　一瞬心配そうに顔を曇くもらせた天輪が白火の左ひだり腕うでにそっと小さな手を這はわせ、ふーふーと息を吹ふきかけた。転んだときなどによくするまじないだ。

「白火、寝んねしよ？　いっぱい、いたいの飛んでけ、してあげる」

　虚きよを衝つかれたような顔をしていた白火が、朧の思おも惑わくに気づいて苦くつぶやいた。

「やられた……」

　天輪を寝かしつけるには、もう休まなくてはならない。怪我をしていようが病気だろうが、放っておけば夜よる遅おそくまで稽けい古こしている白火を、天輪をだしにして朧が封ふうじた形だ。

「たまにはおとなしく観念なさいな、白火」

　朧が、得意げにふんぞり返る。天輪には弱い白火の性格をよく見み抜ぬいた、実に効果的な作戦であったのかもしれない。

　その夜白火は小さく温かい身体からだにしがみつかれ、夢も見ないでぐっすりと眠った。










　どんなに念入りに準備しても、やはり本番が迫せまってくると色々と忙いそがしい。

　明日の初日を控ひかえ、身体を休めようとして寝ね床どこに入っても気持ちが昂たかぶり、やるべきことややりたいことが後から後から浮うかんできて、結局寝てなどいられない。幾いく度ど舞ぶ台たいに立っても、この興奮だけは抑おさえきれないのはどこの座でも同じのようで、結局まだ夜も明けないうちから、座員たちがばらばらと舞台に集まり始める。

　思い思いに気になる個か所しよを舞まい直したり、段取りを確かく認にんしたりと、数時間後の幕開けに向けて渦うず巻まく熱気に、桜の花までがざわざわと落ちつかない様子だ。

　白火が総ざらいを済ませて支度部屋に戻もどると、蒼馬がひょいと出入り口の垂れ布をめくって入ってきた。柚木座の若太夫は、本業である舞いの他にも、興行のすべてを取り仕切るので忙しい。

「白火、ここにいたのか」

「蒼馬さま」

「支度は済んだか？　足りないものはないか？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　装しよう束ぞくに着き替がえたり化け粧しようをしたりするのは、まだ後のことだ。身体を解ほぐし終わった今は、心静かに、出番までをじっと待つ。指先が小刻みに震ふるえる。声が震え、ちりちりと背筋が焦こげるような焦しよう燥そうと期待と不安の中で、時間の経たつのがひたすら遅おそく感じる。

　少し強こわ張ばった表情で座っている白火に、そばまで来てしゃがみこんだ蒼馬が耳打ちする。

「緊きん張ちようしているか？」

「はい。少し」

　指先までもが震えている状態では、すべてお見通しだろう。今いま更さら隠かくしても仕方がないので白火がすなおに答えると、蒼馬が苦く笑しようする。

「俺もだ」

　蒼馬が、指先でこりこりと自分のこめかみを搔かいた。

「……蒼馬さまも？　緊張、したりするんですか？」

　いつも悠ゆう然ぜんと落ちつき払はらっている蒼馬が、本当に緊張することなんてあるのだろうか。

　白火が驚おどろいて振り向くと、優やさしく穏おだやかな、包み込むような眼まな差ざしとぶつかった。雑用に追われて寝ね不ぶ足そくのはずなのに、蒼馬が白火を見る瞳ひとみはいつも変わらない。

「ああ。本番前はいつもこうだ。気が逸はやるっていうか、落ちつかないっていうかな」

　役者は誰でも同じだろう、と笑った蒼馬が、そうだ、これを渡わたしに来たんだった、と、思い出したように懐ふところを探さぐる。手て渡わたされたのは、小さな壺だった。しっかり蓋ふたをしていても、辺りに薬独特の匂においが漂ただよう。

「夜のうちに、薬くす師しから使いが来たんだ。もうすぐ今使っていた分がなくなるだろうから、一応念のためにとな」

　手渡されたのは、怪け我がをしてからずっと傷口に塗ぬっている塗り薬ぐすりだった。本来なら白火が使うこともできないほど高価な品のはずなのだが、今回ばかりは蒼馬の厚意に甘え、遠えん慮りよなく使わせてもらっている。

「ま、初日前で緊張するのはわかるが、少しは何か腹に入れておけよ。支し度たく部屋の裏手に軽い食べ物や飲み物を用意させてあるからな。わかっているとは思うが、芸人は身体が基本だ。食べないと参っちまうぞ。あとで、何か甘いものを用意するように言っておくから──」

「若わか太た夫ゆう？　どこです？」

　自分を探す声が聞こえて、蒼馬はすっと立ち上がって垂れ幕から顔を出した。

「お、ここだ」

「こちらでしたか。実は、この朝あさ露つゆで大おお鼓つづみが湿しめっていたようで、焙ほうじている間に破けてしまいまして」

「予備は持ってきているはずだろう」

「それが、どこを探しても──」

「だったら、すぐに子供を使いに出せ。まだ時間はある。それとついでだ、何かを用意するなら今のうちだと、全員に伝えておけ」

「はい、わかりました！」

「若太夫、よろしいですかな？」

　次に蒼馬を呼びに来たのは脚きやく本ほん家で、柚木座の太夫に次ぐ古参の座員だ。病のために興行の様子を見に来られない太夫の代理として、すべてを取り仕切る蒼馬の補ほ佐さ役を務めている。

　舞台上では、役者はそろそろ支度部屋に引っ込み始める。笛や鼓といった鳴り物を担当する囃子はやし方かたがそれぞれに音を鳴らし、合わせていない音は不協和音となって明け方の空に響ひびくが、不思議とそれは耳みみ障ざわりには聞こえない。舞台が始まる直前だけに奏かなでられる、これももうひとつの謡うたいなのかもしれない。

「…………」

　蒼馬の計らいで、白火のためだけに与あたえられた小さな支度部屋の近くに誰だれもいないことを確かめ、垂れ幕の中に隠かくれるようにして、そっと普ふ段だん着ぎの左の肩かたを抜ぬいた。包帯を解くと、やはりまだ血が滲にじんでいる。

「やっぱり、まだ塞ふさがってない……薬師どのの言うとおりなら、とっくに血が止まっているはずなのに……動かしているからか」

　こうして固定し、動かさないでじっとしていると痛みも治まるのだが、少し動かすだけで脈打つような熱さと痛みが戻ってきてしまう。

　薬師から、絶対に包帯を解いてはいけないと言われていたけれど。

　──…………。

　白火は傷口を押おさえたまま、ゆっくりと左腕を上げた。

「……っつ、ぅ……」

　総ざらいのときに、蒼馬にも一陽にも何も言われなかったから、傍はた目めに気づかれるほどではないのかもしれないが、白火自身には己おのれの不調がよくわかっていた。

　包帯などで押さえつけていたら、ただでさえ動かしにくい腕うでが、更さらに上げづらくなる。

　固めの塗り薬を塗り込むと、痛みが少し薄うすれていくようで、ほっと息をつく。じっと傷口を見ていると、その下にある蛇じや紋もんが嫌いやでも目に入る。

　表情を亡なくし、玻は璃りの眼めでそれを眺ながめて、白火は包帯を支度部屋の隅すみに投げ捨てた。

「今日だけ、なんとかなればいいから……」

　虚こ空くうを見つめるその横顔は、美しく冷たい泥でい眼がんの面によく似ていた。
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　夜が明けてその日は朝から快晴、うららかで見事な花見日和びよりで、まさに能見物にもってこいの天気となった。

　今朝は早くから女たちは弁当を作り、とっておきの着物を着てめかしこむ。男たちは持って行く荷物を支度し、商人は店を閉める。

　神から祝までの全部を通せばそれなりに時間がかかり、しかも今日はふたつの座が競きそい合う立ち合い能。見物も丸一日がかりで、観みる方としても気合いが入る。

「いよいよね、桜合戦！」

「天下の柚木座と今話題の日輪座。この勝負を見み逃のがすわけにはいかんだろうて」

「普ふ通つうの立ち合い能とは仕組みが違ちがうから、そうそう簡単に決着はつかないだろうなあ」

「そこがまたおもしろいわ」

「大作は蒼馬と白火の共演で新作だそうな」

　爛らん漫まんの春の中、詰つめかけた観衆は、用意した客席だけではとても収まりきれなかった。溢あふれた人々も何とか舞台を見られる場所を見つけ、思い思いに腰こしを下ろす。

　柚木座と日輪座の立ち合い能は、白熱の熱気の中幕を開けた。

「高砂たかさごや　この浦うら舟ふねに帆ほを上げて──」

　先せん陣じんを切った一陽太夫の『神』は『高砂』でめでたく神こう々ごうしく観衆を舞台に引き込み、柚木座は蒼馬を主役にした『男』で武者舞まいを猛たけ々だけしく凜り々りしく演じて一気に魅み了りようする。あえて面をつけず、素す顔がおのままで髪かみも下ろし、荒あら々あらしさの中に妖あやしいまでの美び貌ぼうを煌きらめかせて。

　途と中ちゆうで右みぎ腕うでを袖そでに入れてばっと引き抜きもろ肌はだ脱ぬぐと、娘むすめたちの黄色い歓かん声せいが上がる。

　柚木座が舞い、日輪座が舞う。

　そして、刻々と白火の出番が近づいてくる。蒼馬と白火を中心とした、新作の舞まい『水ノ姫』は、今回の最大の呼び物だ。

「そろそろ、かな」

　支度部屋で姿勢を正し、装束を着けた白火はそっと木箱の中から面を持ち上げる。

　面は小こ面おもて。

　少女のようなあどけなさをたたえた、愛らしい女面だ。まるで初めて恋こいを知ったばかりのような、蕾つぼみの可愛かわいらしさ。

　面を拝する白火の手が、かたかたと小刻みに震える。

　ぴいーっ。

　ひゃらららら。

　舞台の囃子はやしが白火を招く──お前の居場所はここだ、と。

　白火はゆっくりと目を瞑つぶった。今日もまた、偽いつわる。観衆を、一座を、そして自分を。

　そのことを今日初めて、心底辛つらいと思った。目を閉じて、白火は意識を研とぎ澄すませる。

「集中しろ──余計なことは、考えるな」

　今この瞬しゆん間かんから、白火は白火ではない。

　自分は、水の精。人の入り込まない夜や叉しやの滝たきに棲すむ、水の姫だ。

　姫はいつも、たったひとりで寂さびしくて。ごうごうと流れ落ちる滝の音の中で、他ほかには何も聞こえなくて。

　姫が護まもらなければ、滝の水は溢れて人の世界を飲み込んでしまう。それを封ふうじ込め続けるのが、姫の務め。永遠に流れ落ち続ける水の檻おりに閉じ込められて、最後の水の一ひと滴しずくが流れ落ちるその時まで護り続ける。

　それが、宿命さだめ。










　暮れ始めて、あちこちに用意した背の高い篝かがり火びの籠かごに火が入れられ、幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを作り上げるのに一役果たす。
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　しゃらららら。

　いよいよ『水ノ姫』の幕が開く。沈しずむ寸前の太陽が最後のきらめきで空も桜も真っ赤に染め上げて、本当に異世界に迷い込んだようだ。夕暮れは、時に逢おう魔まが時とも呼ぶ、魔ま性しようの行き交かう頃ころ合あい。

　水の音を思わせる手た纏まきの鈴すずの調べに合わせて、水の姫はゆっくりと滝たき壺つぼの中で両手を上げた。

「あれが白火だな。面をつけていても一目でわかる。独特の存在感があるな」

「変わった装しよう束ぞくだなあ……」

　髪を解き流し、面をかけて、白火の装束は今日のために、朧が苦労して縫ぬい上げたものだ。

　長めの丈たけの着物をゆったりと合わせて胸の下で帯代わりの柔やわらかな細い布地を結び、花のような形の結び目そのものを飾かざりにする。青と金の透すけるほどに薄い衣ころもはほんの少しの動きにもそよそよとそよぎ、胸の下からはふんわりと広がる異装だ。

「そうか、水の姫は人ではないから、異装なのか」

　布地に織り込まれた金糸銀糸がきらきらと反射して、雫しずくのようだ。

　水の中に棲む姫は時々、水浴びを楽しむ。動くたびに裾すそが割れて、白い足がちらりと見え隠れする。

　清純な色いろ香か。

「美しい、水浴びねえ……さすがは水の姫ひめ君ぎみだわ」

　人は誰だれも踏ふみ入らない禁足地。ここは、神々の領域──永遠の孤こ独どくの檻。

　だが姫は、はっと異変を感じて振ふり返る。そこには、貴族の青年が迷い込んでいた。花道から袂たもとで顔を隠かくした蒼馬が現れると、ぱっと灯ともされた篝火が一いつ瞬しゆんにしてその姿を浮うかび上がらせた。

　今いま若わかの面を着けかけ、すっきりとした上品な身なりの青年だ。

　そして、二人は出で逢あった。
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　涼すずやかな音に導かれるように、皇子は山道を進んでいた。

　狩かりに来たのだが、いつの間にか供とはぐれてしまい、喉のどの渇かわきに耐たえかねて。

　水音のする方向へと歩いていたら、木々の合間から現れたのは神々しいほどの滝壺。その中で水と戯たわむれる、美しい少女。

　視線がぶつかり合い、絡からみ合う。一瞬そらして、また見つめ合う。

　もう二度と、目をそらすことはできなかった。







「ああ、姫君と青年が恋に落ちてしまった！」

「禁きん忌きの恋だな。だから二人とも、あんなに辛そうに」

「けれど、惹ひかれる気持ちは止められない……」

　観衆は老ろう若にやく男なん女によ問わず、舞ぶ台たいに釘くぎづけだ。柚木座と日輪座の新作能。

　まだ誰も、この結末を知らない。

「人と神との恋は、昔からのご法はつ度とだものなあ……」

　恐おそる恐る伸のばされた、濡ぬれた指先。受け止める手は乾かわいていて、それだけでも二人の立場が違ちがうのだと思い知らされるようで、胸が締しめつけられる。

『手を離はなして。妾わらわは、人と異なる者……この滝壺の、護まもり神。人に触ふれることは、許されません』

　姫が言うと、青年も応こたえる。熱い想おもいをこめた眼まな差ざしで。

『水を求めて来たこの先に、あなたがいた。これがただの偶ぐう然ぜんだとは思えません』

　初めて見る人間──何て凜々しい。

　初めて見る女め神がみ──何と美しい。

『あなたには我が素す性じようを明かしましょう。私はこの国の日ひ嗣つぎの皇子。あなたを、我が妃きさきとして迎むかえたい』

『妾はこの滝壺から出ることは許されない。あなたと共に行くことはできません』

　どうやっても許されない愛。許されないからこそ、尚なお更さらに激しく燃え上がる。

　その熱は水が本ほん性しようの姫ひめには熱すぎ、身体からだを弱らせていく。その異変を感じ取った八百やお万よろずの神々の手が、皇子へと向かう──水の姫を奪うばわれたら、人間の世界は水に飲み込まれてしまう。

　この恋こいは、誰も許さない。言こと祝ほがない。

『姫──……！』

　神々の力に必死に抗あらがい剣けんをかざしながらも、灼しやく熱ねつの炎ほのおに焼きつくされて死んでゆく皇子の最さい期ごの言葉。最期の吐と息いき。神々の炎は、姫の水の力では消すことはできない。

『皇子…………！』

　姫の絶ぜつ叫きようと同時に、すべての音がぴたりと止まった。

　宵よい闇やみが満ち始め、風が急に唸うなって桜を散らし、木々を不気味に揺ゆらす。篝火が突とつ風ぷうにあおられて火花を飛び散らせる。

　びいいいいん、と聞き慣れない楽器の、空気を震ふるわせる音だけが響ひびいた。

「滝の水が、凍こおったんだ……姫の深い悲しみのせいで」

　先ほどまでずっと聞こえていた鈴の水音が、もう聞こえない。

「水の姫は、どうなるの……？」

　姫は神々の手によって連れ去られ、ひたすらな静せい寂じやくに観衆が耐え切れなくなったころ。

　ひょおおお。

　ぽん、ぽぽぽぽぽん。

　鼓つづみの音が妖あやしく鳴り響き、胸の奥がざわざわと震えるような不気味な囃子はやしに、観衆は息を殺して姫の登場を待つ。

「きっと、神々を恨うらんで鬼おにになるのだろう。何せ初はつ恋こいの男を無む惨ざんに奪われたのだ、その怒いかりは並なみ大たい抵ていではないだろうよ」

「そういえば、白火の『狂』は初めて見るわ。儚はかなく美しい『女』を得意としていたようだもの」

「だからこそ、どんな鬼き女じよを演じるのか──興味深い。ある意味、役者としての資質を見定められるようなものだ。日輪座の──いや、白火の正念場だな」

　惹きこまれた観衆が楽しみに待ちわびていたからこそ。

　じゃらららら。

　凍った滝たきを割る様な音と共に現れた姫の姿に、一同は息を飲んだ。

「あれは……!?」

「あれが、恋こい人びとを殺された水の姫か!?」

　狼ろう狽ばいしたようなどよめきも無理はない。

　真っ白な衣。面は泥でい眼がん──高貴な女によ人にんの、激しい恨みを表す面だけれども。

「鬼女の面ですらないのか!?」

「あれはだめだ、静かすぎる！」

　現れた水の姫は飾りの一いつ切さいない姿で、頼たよりないほどの儚さだった。

　かざす舞まい扇おうぎも純白で、氷でできているかのように時折光を反射するだけ。

「あまりにも簡素な拵こしらえだ……姫の怒りが伝わらない」

「これは失敗だ」

　すなおな反応が客席に満ち、それをひしひしと感じ取って、袖そでにいた一陽は会心の笑えみを浮かべる。

　──そうだ……それでいい。一度失望したからこそ、白火の実力が余計に冴さえるというものだ。

「一陽太た夫ゆう……白火の若は、大だい丈じよう夫ぶか……？」

　周りにいた役者たちがさすがに不安げに顔を曇くもらせるが、一陽は確かな手ごたえを感じ、ほぼ勝利の確信を得ていた。本物の舞まい人びとに、過度の装束などいらない。白火の底力は、ここからだ。

「見ているがいい──ここからが、おもしろくなる」

　一陽が指さすその先で。

「若太夫……？」

　次し第だい次第に強くなる風が、下ろした白火の髪かみを巻き上げる。

「いや……よく見てみろ」

　舞い人たちも囃子はやし方かたも観衆も、気づき始める。

　静かに舞い始めた白火の背後から揺らめき立ち昇のぼる、青白い気き炎えん。

「姫は、怒おこっているんだ──……」

　姫神は泣くことが出来ない──心が凍りついてしまっているから。

　涙なみだが流れない頰ほおに流れるのは、真しん紅くの血潮。仄ほの昏ぐらく淀よどんで、情念の渦うず巻まく世界。

「心の流す涙は、血の色をしているのか──」

「凍りつくように激しい悲しみ、狂くるおしいほどの嘆なげきが、胸に叩たたきつけられるみたい……」

　京人が魅み入いられて涙を浮かべたその時、拍ひよう子しが急激に変化した。

　かぽん、ぽんぽんぽんぽんぽん。

　乱れに乱れた乱らん拍びよう子し。

「見ろ！　姫が……！」

　姫がぱっと袖を引き抜ぬくと、下に着ていた紅絹もみの着物が現れる。両りよう腕うでを抜き、腰こしに纏まとわりつかせて、姫は純白の扇おうぎを投げ捨てた。その激しさ。

　帯に挟はさんでいたもうひとつの舞扇をばっと開くと、その拍子に扇から金の粉が舞まい散ちる。

「燃え盛る紅色の扇、あれは『鬼おに扇おうぎ』だ！」

「姫はとうとう鬼になってしまったんだ……！」

　姫は舞い狂う。髪を振ふり乱みだし、身にこもる悲しさに耐たえきれないように。

「何て、激しい恋なの…………!?」

　一度静かな姿を見てしまったがために、今の物もの狂ぐるいのさまが余計に際きわ立だって鬼き気き迫せまる。

　姫の、声にならない叫さけびが聴きこえる。

『あの人を、返して…………！』

　澄すんだ謡うたいが、殊こと更さらに哀あい愁しゆうを帯びてもの悲しく響き渡わたる。

『恋ぞ積もりて淵ふちとなりぬる　淵となりぬる』

　恋は、積もり積もって淵となる。一度落ちてしまったら、二度と出ることはできない恋の淵。

『この物狂い　いとぞ苦しき』

　ずきりと鋭するどい痛みが走り、白火は面の中で唇くちびるを嚙かみ締めた。
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　──これは一体、なに…………？

　首を傾かしげると、見事な黒くろ髪かみがさらりと肩かたを流れ落ちる。

　眼下では、桜を従えて愛いとしい娘むすめが舞っている。宵闇の中で舞い散る桜の花が颯佐を誘さそう。

　桜は古くから魔ま力りよくを持つ。その不思議な魔力ゆえに、昔の人々は桜だけを花と呼び崇あがめてきた。花見の宴うたげは、その魔力を称たたえ、鎮しずめるための祭りでもあったのだ。

　桜の古木のざわりとざわめく誘いに唆そそのかされて、颯佐の中に力が注ぎ込まれる。薄うす紅べにの花が魔力を増ぞう幅ふくさせ、甘く誘う。

　時は満ちた。

　颯佐は黄金こがね色いろに縁ふち取どられた双そう眸ぼうをうっすらと笑ませた。

　どうしてもできなかったことが、今ならできる。

　叶かなえられずにいた願いが、今なら叶う。

　颯佐は一気に、桜の魔力の中に身を躍おどらせた。

　桜の花だけが、ざわざわと楽しげに笑いさざめく。










　最大の見せ場である水の姫の狂きよう乱らんの舞いの最中に、それは訪おとずれた。舞い尽つくし、舞い狂う白火の心臓がどくんと跳はね上がる。

　──え……!?

　何かが忍しのび込んでくる感覚に、違い和わ感かんを覚えた時にはもう遅おそかった。

　──ほほほ、いい子ね白火。

　脳のう裏りに、聞こえるはずのない母の声が響ひびく。

　──お前はわたくしの子。蛇へびに堕おちたわたくしの子。ほら…………ね？

　──うっ……！

　ずき、と蛇じや紋もんに熱が走り、息が乱れる。それでも舞うのは止やめない。

　だが、舞いは古くから神々に捧ささげられてきたことからもわかるように、一種特異な、神にも魔まにも通じる不可思議な力を持つ。舞いに身体からだを委ゆだねきっていた白火に、颯佐を拒こばむだけの力はなかった。

　──いい子ね白火、そう、舞い続けなさい。わたくしを焦こがす灼しやく熱ねつの業ごう火かで、お前も踊おどるといいわ。わたくしひとりは、寂さびしいもの。

　白火の意識は颯佐に、颯佐の意識は白火に。

　──やめて、母さま、一体なにを……!?

　流れ込む意識に、白火は心の中で悲鳴を上げた。颯佐はずっと、一陽のことだけを想おもって待ち続けていたのだ。一陽が、身体を失ってもなお、忘れ形見の娘の蛇紋に身をひそめ、この世に留とどまり続ける自分の姿に気づいてくれることだけを願って。

　だが一陽は気づかない。後妻との間に男の子まで生まれ、颯佐の心は凍こおりついた。

　──あの人が、わたくしを忘れるなんて許さない……！

　嫉しつ妬との炎ほのおが、より颯佐を焼き尽くして苦しめる。赤く血走った瞳ひとみがぎらぎらと怒いかりに煌きらめいた。

　──もうやめろ、やめて母さま！　こんなことをしなくても、父さまは母さまを忘れたりはしていない！

　──遅いのよ、もう遅すぎるのよ白火。この身は、鱗うろこが埋うめ尽くしてしまった。もうこの魂たましいは、地じ獄ごくに堕ちるしかないんだわ。この業ごうはもう誰だれにも、わたくしでさえ、鎮める方法がないの。

　──母さま……っ！

　必死に叫びながら舞い続ける白火の、左ひだり肩かたが不意に強く痛んだ。

　──……っ。

　余計な力をこめたせいで、傷口が更さらに開いてしまったらしい。瞬またたく間に血が流れ出る感覚に、白火より先に颯佐が気づいた。

　──かわいそうに、白火……かわいそうね。

　見えない手が、そっと左肩を撫なぜる。透とう明めいな手が撫ぜるように触ふれた途と端たん、痛みが束つかの間消えたような気がして、白火はふっと息を吐はく。

　──ごめんなさいね……母さまを許してちょうだい白火。でも、忘れられなかったの。どうしても忘れられなかったの。だって、初めての恋こいだったんだもの。初めてで、最後の恋……命をかけてもいいと思った、たったひとつの恋だったんだもの……だからお願い、白火。

　白火の首に、透すき通る手が絡からみつく。桜の魔力が、白火の運命に絡みつく。

　残ざん酷こくで無む邪じや気きな颯佐の望みに胸を貫つらぬかれ、舞まい扇おうぎを摑つかむ指が、びくりと震ふるえた。

　──母さま…………!?




　オマエノカラダヲ、チョウダイ。










　ぽつりと、雫しずくが檜ひのきの床ゆかに染しみを作った。

「あれ、降ってきたぞ」

「さっきまでは雨雲なんてなかったのに。せっかくの桜が散ってしまう……風も、強いこと」

「暮れると同時に降るなんて珍めずらしいな」

　ぽつり、ぽつり。

　動けなくなってしまった白火を篝かがり火びが照らし、囃子方の拍子が静かに変わる。だから誰も、白火の様子を不自然とは思わないようだった。雨よけに衣ころもを頭から被かぶり、あるいは桜の木こ陰かげに入り込んで、続きを待つ。

「誰かが来るみたいね。姫ひめが、待ってる……」

　ぽぽぽぽぽん、と神こう々ごうしい鼓つづみの音を従えて現れたのは死んだはずの皇子だった。

『愛しき水の姫よ』

「おお、皇子が現れた」

「死してなお、恋しい姫のもとへとやってきたんだわ……」

「いや、よく見てみろ。あの出いで立ち……！」

「緑の地の衣に、下の衣は白絹、金きん襴らんの細帯……皇子は死んで、龍りゆう王おうになったのか！」

　龍王が、そっと姫に寄り添そう。けれど姫は悲しみのあまり我を忘れていて、恋しい男に気づかない。

　薄うすい肩をそっと抱だき寄せたとき、蒼馬は異変に気づいてはっとした。

　──包帯を、巻いていない……？

　傷口は、まだ塞ふさがりきっていない。診しん察さつした薬くす師しは、きつくきつく包帯を巻いていたはずだ。だが、腕うでのつけねを拘こう束そくされれば動きづらいのは確かで、今朝までの白火はよく鬱うつ陶とうしそうにしていたのを思い出す。確かに動きも少し鈍にぶかったが、気になるほどではなかった。

　──まさか、自分で取ったのか？

　あきれるほどに頑がん固こで一いち途ずな役やく者しや魂だましいは、天晴あつぱれだと感心するほどだった。

　でも。

　──まずいな。

　白火の背後に立つだけで、ほのかに鉄さびた匂においがする。紅絹もみの着物姿なので見えないが、血が滲にじみだしているのかもしれない。

　あっという間に大おお粒つぶになった雨が容よう赦しやなく降りかかり、嵐あらしのような荒あれ模も様ようになった。桜が雨に散って、舞ぶ台たいに積もって貼はりつく。それでも、舞台は止まらない。水の姫が呼びこんだような嵐の中、何かに突つき動かされているかのように、誰も何も言わず、ただ時間だけが流れていく。

『姫、私だ。荒あらぶる魂を、どうか鎮めてほしい』

　──これ以上は無理だ。白火、もう止めろ。

『いいえ、妾わらわは恨うらめしい。皇子を殺した我が眷けん族ぞくが恨めしい。許されなかった恋が、狂くるおしい』

　白火は答えない。

　颯佐の意識に身体の自由を奪うばわれて、恐おそろしさよりも先に、心が凍りつく。

　傷口が、まるで心臓そのもののように脈打つ。燃えるような熱と凍こごえる冷たさが身体の中で渦うず巻まいて、何が何だかわからない中、ふと思う。

　──オレが、男として生まれていたら、良かったのかなぁ……。

　少なくとも、舞台に立つことに呵か責しやくを感じることはなかったはずだ。白火が蒼馬に恋をしなかったら、颯佐は安らかに眠ねむっていたのかもしれない。

　疲つかれて疲れて疲れ果てて、白火のすべての感情が負に傾かたむいていく。

　そもそもの元げん凶きようは──白火自身だった。

　──だったら、もう……。

　終わらせてしまおうか。

　母の魂にこの身を委ねてしまえば、楽になれるのだろうか。

　力を失った白火の身体で、颯佐が舞まう。

『憎にくい、憎い。この恋を阻はばむすべてのものが、憎くて憎くてたまらない』

　泥でい眼がんの面の、金で縁ふち取どった双そう眸ぼうがかっと見開かれ、真っ赤な唇くちびるが歪ゆがんだ笑えみを刻む。

『いっそのこと、人の世すべてを水で沈しずめてしまいたい』

　狂きよう乱らんの姫が突とつ如じよ激しく舞い、龍王は圧あつ倒とうされて後ずさる。

『姫！』

　蒼馬は白火の舞まいに、いつもと違ちがう激しさを感じて奇き異いに思う。

　──白火…………？　どうした？

　水の姫を鎮しずめようと、龍王も舞い始める。

「二人の意思が食くい違って、切なくて激しいわ……」

『ああ、つらい、悲しい、苦しい。この身の宿命は、一体誰が定めたものか』

　颯佐に操あやつられて、白火が踊おどる。

　つらくてつらくて、水の姫は猛たけったように高く笑い仰のけ反ぞる。

『あははははは、あはははははは』

　──お前は男として舞い続けるんだもの。恋なんて要いらないでしょう？　だからわたくしは、お前があの男に心こころ惹ひかれていくたびに、怒おこっていたの。

　蛇じや紋もんが熱く疼うずいた理由を知って、操られる白火が震え上がった。

　──あれは……母さまが……っ!?

　──いつまでも一いつ緒しよに舞い続けましょうよ。お前はあの男のそばにいればいいわ、舞い人として。わたくしも、娘むすめとして一陽どののそばにいるわ。それでもう、寂さびしくならないわ。

　赤い唇で残酷な笑みを彩いろどって、颯佐が笑う。身体からだは颯佐に乗っ取られて自由が利かなくなっていても、感覚は白火のものだ。傷口が開いた痛みに、じわじわと汗あせが流れる。血の気が引いた手足が、痺しびれ始めてきていた。白火は激痛を訴うつたえる傷に顔をしかめながら、静かにつぶやいた。

「違うよ、母さま……。そんなふうに噓うそをついてそばにいたって、余計寂しくなるだけだよ……」

　だって、男としてそばにいる間中、白火は寂しかった。

　蒼馬が見ているのは男としての白火で、素すの白火ではなかった。本当の自分を見てもらえず、噓の自分しか蒼馬の瞳ひとみの中にはいなくて、それがどうしようもなく切なくて寂しかった。寂しくて寂しくて、もうどうしたらいいのかわからなかった。

　──それでもいいの……！

　颯佐は初はつ恋こいを知ったばかりの少女の貌かおで天を振り仰あおぐ。

　──一陽どの、愛いとしいあなた……！　わたくしはここよ、わたくしを見て……。

　颯佐の必死な恋こい心ごころに、白火も共鳴する。

「──どうせ鵺ぬえに魅み入いられた身体だ、どこまでも付き合うよ、母さま……今なら、貴女あなたの気持ちがよくわかる。一生このまま舞い続けて、舞い狂うならそれもいい……」

『あはははは』

「白火の様子が、おかしい……？」

　袖そでで舞台を見つめていた一陽が、不ふ審しんそうな声を上げる。

　心が壊こわれかけた水の姫が邪じや神しんに堕おち、この演目は終わるはずだった。だが白火は止まらない。蒼馬もこの異変に気づき、つと動きを止める。今この舞台で、何かが起こっている。途と轍てつもなく禍まが々まがしい、何かが。

　──白火……!?　白火、一体どうしたんだ。聞こえていないのか……!?

　桜の花びらが降り積もって、舞台は魔ま力りよくに支配される。堕ちればきっと、二度と這はいあがっては来られない深い闇やみの淵ふち──狂きよう気きが、渦巻く。

　誰だれかが必死になって呼び止めようとする声さえも、もう聴きこえない。

　白火の身体は操り人形のようにくるくると舞い踊り、その姿に、違う人ひと影かげが重なった気がして、一陽が声を上げる。

「……颯佐、か…………？」

　白火の姿に霞かすんで重なり、泣きながら一陽を見つめている、今は亡なき妻の姿に一陽は息を飲み、思わず手を差し伸のべて足を踏ふみ出す。

　その刹せつ那な、蒼馬が腰こしに下げていた剣けんを引き抜ぬき、鞘さやを投げ捨てた。

　だん。

　激しく床ゆかを踏む音が響ひびき、白火が──否いな、颯佐がびくっと身体を竦すくませる。

「蒼馬どの、待て……！」

　一陽が呻うめく。

　ひゅん。

　今若の面を取った蒼馬が白はく刃じんの刃やいばを一いつ閃せんさせ、闇を切り裂さき、魔まを断たち切る。裸足はだしで床を踏み鳴らし、刃ですべての悪あしきものを斬きる、男舞いだ。

「剣けん舞ぶか…………！」

　空気を切り裂く音が続き、だん、と蒼馬が床を踏み鳴らすたび、颯佐が苦しげに身をよじらせる。

　──戻もどってこい、白火！

　役者の研とぎ澄すまされた感覚は、ただならぬ異変を敏びん感かんに感じ取っていた。白火がなにかに絡からめ取られそうになっている、とそれだけを感じ取り、蒼馬は剣を振りかざす。善いものは斬らず慰なぐさめ、悪いものは根から断ち切る神舞いは、名人と呼ばれる蒼馬だからこそ、本物の力を宿して颯佐を追いつめた。

　ひゅん。

　蒼馬が白刃を煌きらめかせるたび、桜が散って降りかかる。

　──いや、いやよ、どうして邪じや魔まするの…………。

　颯佐が懸けん命めいに抗あらがおうとするが、桜の力は剣舞によって清められ、失われていく。

　神聖な舞いによってすべての闇が浄じよう化かされ、神の領域にすら踏み込んで、蒼馬は汗を滴したたらせながら必死に白火の名を呼んだ。

「戻ってこい！　白火、お前の居場所はここだ！」

　颯佐が後ずさり、蒼馬が颯佐の胸に向かって刃をかざす。

　その白刃の軌き跡せきが、白く霞む白火の視界をちらりと掠かすめた。

　──蒼馬、さ、ま…………？

　苦しさに喘あえぎながら白火が意識を取り戻しかけたそのとき。

　崩くずれ落ちて消えかけた颯佐の意識が力を振ふり絞しぼって一陽の胸に飛び込む。

「颯佐…………！」

　一陽はためらうことなく腕うでを伸ばした。

　ぬくもりは、なかったけれど。

　亡き妻の透すき通って冷たい軀からだを、一陽はしっかりと抱だきとめた。







　からん。










　白火のかけていた泥眼の面が真っぷたつに割れ、床に落ちて転がった。
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　何がどうしてそうなったのか、わからない。

　ただ、雨にしっとりと重く濡ぬれそぼった紅絹もみの着物が、ずるりと肩かたから抜け落ちたのだ。下に着こんでいた薄うす桃もも色いろの薄うす物ものが濡れた肌はだに貼はりつく。

　細過ぎる軀の線がくっきりと露あらわになり、茫ぼう然ぜんと白火は立ち尽つくしていた。

　颯佐が抜けたあとも意識はぼんやりとして、自分がどこにいるのかすら最初はわからなかった。素す顔がおは化け粧しようもしていないのに、身体からだに熱を孕はらんでいるせいで、唇くちびるが紅を引いたように赤かった。その華きや奢しやな、どうやっても少年のものとは思えない身体つきと頼たよりなくあどけない素顔に、観衆が異変に気づき始める。

「見ろ、あの胸の膨ふくらみ……」

「あれは、詰つめ物をしているのではあるまい……」

「それに、あの線の細さ……まさか」

　ざわざわ、ざわざわ。

　舞まいから離はなれてまったくの無防備になった分だけ、今の白火には取り繕つくろう術すべが失われていた。舞っていなければ、白火は自身を偽いつわることができない。薄うす茶ちやの髪かみが風に乱れて舞うさまさえ、もう少年とは思えない。

「もしかして、女なのか…………？」

「まさか！　何で女が舞ぶ台たいに立っているんだ!?」

「女は舞台にはご法はつ度とであろう！」

「何ということを！　我らを愚ぐ弄ろうしているのか？　答えろ、日輪座！」

「何とか言え、白火！」

「柚木座も知っていたのか!?」

　爆ばく発はつした観衆の戸と惑まどいと怒いかりが、舞台にいる白火に叩たたきつけられる。白火は答えることもできなかった。猛たける観衆を目まの当たりにして、足を竦ませる。

　──何が、起こったんだ……？

　覚えているのは、熱さだけだった。

　舞いの後半白火の意識は颯佐に飲みこまれてしまって、記き憶おくはぼんやりと霞んでいる。重なり合った苦しさと寂さびしさに引きずられて、身を焦こがす熱さの中で、誰かが必死に呼びとめてくれていたことだけは覚えている。

「答えろ、白火！」

　観衆がいきり立つ。

　──バレ、た…………？

　どうしたらいい。どうしたら。

「白火、戻ったか？」

　す、と隣となりに立った蒼馬は、剣けん舞ぶの名残なごりで汗あせを滴らせ、息を荒あらげていた。

「蒼馬さま……どう、しよう……」

　思わず、蒼馬の胸に縋すがりつく。

「手を出せ」

「え？」

「何も考えなくていい。お前はただ、俺についてくればいい」

「何を……蒼馬さま!?」

　手を引かれ、舞うつもりなのだとわかり、白火は慌あわてる。

「何で……っ、蒼馬さま、何で!?」

　──女だとバレているのに、その上で舞うなんて……！

　腰こしを引きかけた白火を引き寄せ、蒼馬は目と目を合わせて笑う。視線は恐おそろしいくらいに真しん剣けんだったけれども、怖こわくはなかった。優やさしさが、いっぱいに詰まっていた。大だい丈じよう夫ぶだと、心配するなと、慈いつくしみに溢あふれた眼めだった。

「お前は喋しやべるより舞ったほうが、皆みんな納なつ得とくするし、手っ取り早い」

「…………」

　それでもまだ躊躇ためらう白火の耳元に、蒼馬が低く囁ささやきかけた。

「大丈夫だから、俺を信じろ。守ってやると、約束しただろう」

　それでは、颯佐に乗っ取られかけて苦しかったときも、必死に引き留めてくれたのは蒼馬だったのだ。そう気づき、白火はほのかに微笑わらう。囁きはあまりに温かくて、くすぐったかった。

「──う、ん」

　そっと手を滑すべらせる。ぎゅっと握にぎり返され、白火は深く息を吸い込んだ。

「集中しろ。俺だけを信じろ」

　こくんと頷うなずき、踏ふみ出す。

　──蒼馬さまを、蒼馬さまだけを信じる……！

　きゅ、と床ゆかが鳴る。すっと息を吸い込んですり足で踏み出し、袂たもとが躍おどる。

　ふわり──奇き跡せきが生まれるその瞬しゆん間かん。月を覆おおっていた厚い雲がさあっと晴れて、二人の姿を淡あわい光で包み込む。

　──あ…………。

　切り離される感覚。

　いつの間にか雨は止やんで、床は濡れて檜ひのきの香かおりがひときわ強く匂におい立つ。舞台を風が吹ふき抜ぬけて、観衆の驚おどろいたようにどよめく声も今は聞こえなかった。叩きつけられるようだった観衆の気配が、ひどく小さく遠いものに感じられて、意識の隅すみに追いやられる。まるで身体は宙に浮ういているように軽く、透すき通った身体の中を爽さわやかな夜風が通り過ぎていく。広い広い夜空に気ままに漂ただよっているような、どこまでも続く何のしがらみもない空間で、白火は伸のび伸びと手足を動かし、思い切り舞う。

　男女の差も身分もここにはなくて、あるのはただ舞うことへの想おもいだけ。

　ぴと……ん。

　とくん、とくんとくん。

　心臓の音だけが水の滴したたる音に似てひたひたと意識を潤うるおす。本当に、不思議な感覚だった──身体は思う以上に動いて、理想の形を模かたどってはまた崩くずれ、次の形へと流れるように移る。

　うっとりとしながら目線を上げると、蒼馬も同じように白火を見つめていた。視線がぶつかり、微笑むと、同じように微笑みが返された。

　白火と蒼馬は、舞ぶ台たいの上で夢を紡つむぐ。天てん竺じくの舞いとは、こういうものだったのかもしれない。人々はあまりの美しさと透とう明めい感かんに圧あつ倒とうされ、息をすることすら忘れて魅み入いってしまう。

　この、高こう揚よう。

　見つめる。見つめ返される。

　蒼馬が舞って白火が舞う。白火が舞って蒼馬が舞う。とても満ち足りて泣きだしたいほどに幸せなこの感覚は、一体何だろう。差し出された手のひらにぬくもりを重ね合わせ、音もない中、二人はぴたりと寄り添そうように扇おうぎをかざす。至福の、一いつ対つい。

　桜の精のように。水の姫ひめと皇子のように。夢を、具現したかのように。心に刻みつけられる、魂たましいの震ふるえる舞い姿──。

　何も聞こえない。誰だれの声も聴きこえない。見えているのは白火だけ、見えているのは蒼馬だけ。

　熱情の織りなす舞台だからこそ生まれる、奇跡だった。

[image: ]

　二人が共に垣かい間ま見みた、見上げたその先、高い空の向こうに煌きらめく、舞まいの──極きよく致ち。

　舞って舞って舞い尽つくして、白火の意識がくらりと揺ゆれた。

　──…………！

　肩かたから新たな血が溢れ、現実の痛みが戻もどってくる。苦しくて苦しくて息を乱し、汗が入り込む瞼まぶたを必死に開けると。

　──白火。もういいのよ。

　一陽の腕うでの中で、今にも搔かき消えてしまいそうに儚はかなく透き通る颯佐の声が、柔やわらかく優やさしく白火を包み込んだ。

　──一陽どのに、逢あえた……わたくしを、見てくれた……お前のおかげよ。だからもういいの。ありがとう、白火……ごめんね。

　透き通る母親の手が、そっと白火を抱だきしめた。

　生まれて初めて、母から受けた優しい抱ほう擁よう──身体からだにこもる熱の苦痛に耐たえながら、白火はゆっくりと目を閉じる。

　颯佐の中から哀かなしみが消えていて、残っているのは優しさだけだった。蛇じや身しんとなるほど激しい恋こいに身を焦こがしたのは、もしかしたら、愛いとしい相手を愛し尽くさずにはいられない、哀しいほどの一いち途ずさだったのかもしれない。

　でももうその哀しみも癒いえ、颯佐は白火の頭をそっと抱き寄せて撫なぜる。

　──つらい思いをさせて、ごめんね……愛しているわ、わたくしの愛しい娘こ。可愛かわいい、愛しい娘。

　すう、っと白火の意識が遠のくのと同時に、蒼馬は見た──白火の肩から蛇じや紋もんが浮かび上がり、一本の赤い紐ひものように解ほどけて天に還かえっていくさまを。

「母、さま…………？」

　扇を下ろして夢から醒さめたようにぱっちりと瞬まばたきをひとつした白火はそのまま、壊こわれた人形のようにがくりと崩れ落ちた。

「白火！」

　蒼馬が慌あわてて抱だきとめると、白火はもうすでに、身体のどこにも力が入らないほど衰すい弱じやくしていた。

「どうした!?」

　極ごく楽らくの夢の余よ韻いんにうっとりと浸ひたっていた観衆や座員たちも、ただならぬ様子に血相を変える。蒼馬に抱かれて上半身を起こした白火の指先を伝って、血が床に滴り落ちる。

「血だ！」

「まさか、怪け我がをしているのか!?」

「見て、あの血の量……！」

　もはや薄うす物ものの衣ころもでは吸いきれず、みるみるうちにできる血だまりに、娘たちが悲鳴を上げる。

「白火！　しっかりしろ！」

　一陽や矢涼も飛び出してきた。

「白火……白火。よく頑がん張ばったな」

　とうに意識を失った頰ほおに口づけ、蒼馬は小さな頭を胸に抱き寄せて喉のどを震わせた。

　限界の手前、神経の焼き切れる寸前、針の先ほどの意識を保ち、白火は蒼馬を見つめ、ふわりと微笑ほほえんだのだ──嬉うれしそうに。心底、嬉しそうに。

「……最高の、舞いだった。こんな舞いはきっと、お前としか舞えない。お前にしか舞えない……！」

　力ない白火を抱き上げると、不意に観衆のひとりが立ち上がって手を叩たたいた。

　ぱん、ぱん、ぱん。

　その拍はく手しゆは津つ波なみのように広がり。

　わあああああっ。

　地面を揺らすほどの歓かん声せいが、舞台を包み込んで白火に向けられていた。

　蒼馬は小さな耳に囁ささやきかける。

「白火、聞こえるか……？」

　──この拍手は、お前に捧ささげられたものだ。お前だけに捧げられた、惜おしみない讃さん辞じだ。

　そっと揺さぶると、青白い瞼がぴくりと震えて、潤うるんだ瞳ひとみが蒼馬を見上げた。声も出ない、身動きもできない。凄すさまじい疲ひ労ろうと痛みにぐったりとしながら、白火は満場の拍手を浴びた。女だとわかった上で、白火という舞い人に捧げられた讃辞の嵐あらしを存分に浴びた。いっぱいに浴びた。

　だから。

「…………あ、りが、と──……」

　熱のこもった苦しい吐と息いきと涙なみだを同時にこぼして、ゆっくりと目を瞑つぶる。

　もう、思い残すことはなかった。
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「薬くす師しを呼んでくれ！　早く！」

　袖そでに入るなり、蒼馬は声を張り上げた。

「白火!?」

　一陽や矢涼たちも取り囲み、声をかける。

「白火、すぐに、すぐに薬師を呼んでやるからな、白火！」

「どこかに早く床とこを取れ！　安静にしてやらないと血が」

　呼吸は荒あらいが、顔は青白い。小刻みに震ふるえて身体は冷たいが、頰は燃えるように熱く、不規則に背中が痙けい攣れんする。

　客席にいた柚木座かかりつけの薬師がすでに裏手から飛んで来ていて叫さけぶ。

「白火どのはどこです！」

「ここだ、薬師どの！」

　薬師が駆かけつけてくるや否いなや、白火の薄物の合わせ目をばっと開いた。胸に巻いた晒さらしを真っ赤に染め上げた傷を空気に触ふれさせ、あまりの惨さん状じように息を飲む。

「無む茶ちやをするから、傷口がこんなに開いて……！」

　同じく駆けこんできた助手の青年と共に、手早く処置を施ほどこす。傷の深さを初めて目まの当たりにした柚木座の役者が、ぽつりと言った。

「よく、この状態で舞い通したものだな」

「白火だからな」

　白火から目を離はなさないまま、邪じや魔まな装しよう束ぞくを慌ただしく解いていた蒼馬が言う。蒼馬も、二番舞った上に剣けん舞ぶやそのあとも舞い通して、さすがに汗あせびっしょりで疲労の色が濃こい。

「若わか太た夫ゆう？　どういう意味です？」

「こいつはな、とんでもなく頑がん固こで、人の話は聞かないし無茶するし手は早いし。でも、生きつ粋すいの、根っからの芸人なんだよ──命がけで舞台に立ってるんだ。どんなに苦しくてもな。一度舞台に立ったら、絶対に止やめない……こうして、気を失うまでは」

　蒼馬の視線の先で、痛々しい軀からだの少女は昏こん々こんと眠ねむっている。

「まず、消毒をします。強い酒を一瓶びんと、清潔な敷しき布ふをありったけ用意してください。今助手に、必要な薬を持ってくるよう指示しました。ともかくこの血を止めて息が戻るまでは動かせませんが、よろしいですか？」

「お願いいたします、薬師どの。どうか白火を……！」

　一陽が深く頭を下げた。助手の青年が、素す早ばやく駆けだしていく。荷物持ちをするからと、日輪座の年若い青年が後を追う。

「離して！　白火、白火──！」

　入れ替かわるように甲かん高だかい悲鳴が聞こえ、前かけを着けた少女が目を真っ赤にして、役者たちに羽は交がい締じめにされていた。女によ人にん禁制の楽屋に入ろうとしたので、止められているのだ。

「離してやってくれ」

　蒼馬が指示すると、まろぶように朧が白火のもとへ駆け寄る。頰はすでにびしょ濡ぬれだ。

「白火、白火、返事をして！」

「朧……騒さわぐんじゃない。休ませてやれ。薬師どのもいる」

　白火に摑つかみかかりかねない朧を、矢涼がそっと押さえた。だが、朧は止まらない。

「一陽太夫、蒼馬さまも！　どうして、どうして止めてくれなかったの!?　白火に何かあったら……白火の身体からだのほうが大事でしょう、舞ぶ台たいよりも！」

「白火が望んだことだ」

　血を吐はくような朧の叫びに、ただひとり目をそらすことのなかった蒼馬が、しっかりと朧を見み据すえた。

「──え？」

「だから舞まわせた。それだけだ」

「そんな！　だって、こんな……！」

　真っ赤な傷口から、朧が耐たえきれずに目を背そむけた。前かけをきつく握にぎり締しめた指先からは血の気が引き、そんな朧を気き遣づかうように、矢涼がそっと抱だき寄せる。

「どうして、白火ばっかり、いつもつらい目に遭あわなくちゃいけないの……？　あんまりだわ、こんなの……！」

「落ちつけ、朧。今は白火の手当てが先だ」

「──矢涼…………」

「どなたか、白火どのをしっかりと抱き留とめていてください。お一ひと方かた、何か布を嚙かませて。舌を嚙んだりしないように」

　薬師が酒瓶の封ふうを切り、口に含ふくんだ。

　支し度たくが整ったのを見てから、強い酒を一気に傷口に吹ふきつける。

「あああああっ！」

　大きな魚のように白火の身体が跳はね上がり、仰のけ反ぞった。傷を灼やかれる痛みに、びくびくと震えて目め尻じりから涙を零こぼす白火を、蒼馬が懸けん命めいに押さえ、宥なだめる。

「もう終わった。白火……もう、終わった」

　流れる涙を、唇くちびるで吸い取る。この痛みと苦しみを、代わってやることができたらと、心底思う。苦しげな浅い呼吸を繰くり返しながら、白火がうっすらと目を開けた。

「……っ、……──」

　目にいっぱいの涙を溜ため、白火が蒼馬を見上げて唇をかすかに震わせる。

「うん」

「──……」

　白火の声にならない言葉を、蒼馬は正しく読み取った。目を見れば、何を言いたいのかはすぐわかる。

「心配しなくていい。大だい丈じよう夫ぶだから、少し眠れ──ずっと、こうしていてやるから」

　──触れたいのに。手が、身体が……動かない。

　安心したいのに。蒼馬のぬくもりを感じて、安心したいのに。

「ずっと、そばにいる」

　感覚は手の先からどんどん消えて、意識が泥どろのような闇やみに飲みこまれていくけれど、もう怖こわくはなかった。

「目が覚めるまでずっとこうしていてやるから──眠れ、白火」

　蒼馬の腕うでに包まれて、ようやく安あん堵どした白火が再び気を失う寸前。

　蒼馬は、冷たく涙に濡れた唇に、そっと己おのれのそれを重ねた。










　白火の手当てが済んだのを見届け、一陽はひとり、舞台に上がっていた。白火は今は眠っているが、もう少ししたら、柚木座に運び込む手はずになっている。白火のことは、蒼馬に任せておけば大丈夫だと思った。実際、蒼馬は白火から離れようとしない。だからひとり、桜の花びらが残る舞台を踏ふみ締めて歩く。

　白火が倒たおれたので急きゆう遽きよ幕を降ろし、残りの演目はやらず終じまいになってしまったが、そのことで不服を唱える者は誰だれひとりいなかった。皆みんなが今、白火の容態を心配している。

　先ほどまでの雨は噓うそのようにぴたりと止やみ、誰もいない静せい寂じやくの中、星が瞬またたく。降り注ぐ月の硬質な光に思い出す──誇ほこり高く美しい、颯佐。一陽が初めて愛した女性だ。

「颯佐。いるんだろう……？　出ておいで」

　蒼馬の剣舞によって力の大部分を削そぎ取られてしまったけれど、桜の霊れい力りよくが満ちて妖あやかしが闊かつ歩ぽするこの闇の中に、かすかに颯佐の残り香ががあった。一陽が声をかけると、桜の花はな影かげが凝こごって、美しい人ひと影かげを作る。

　儚はかなく透すき通る人影はもう、声を発することもできないようだった。最後の力を振ふり絞しぼり、颯佐は一陽に微笑ほほえみかける。

「颯佐……」

　何かを訴うつたえようとしているのを見て、甘い声を思い出しながら、その口ぶりを辿たどる。

「あ、い、…………」

　月明かりが雲に覆おおわれてかげり、颯佐の身体が溶とけて白い余よ韻いんを残し、空へと駆けていく。一陽はそのさまを、じっと凝視みつめていた。微び動どうだにせず、じっと夜空を眺ながめ続ける姿は、別れを惜おしむようでもあり、泣いているようでもあった。

　──愛しているわ。

　颯佐が残した言葉を、一陽は心の中で嚙み締める。

　愛しているわ。ずっと、ずっと、愛しているわ。

　颯佐はこの言葉を伝えるために、十六年もの間苦しみに耐え、ずっと待っていてくれたのだ。

「太た夫ゆう、白火をそろそろ移動させる」

　呼びに来た矢涼にかすかに目を細めて応じ、一陽は再び夜空を見上げた。

　一陽の横顔に、若いころの面おも影かげが重なる。何がどう間ま違ちがって、どこから歪ゆがんでしまったのかはわからないけれど。

　──颯佐。俺は、お前のことを愛していた……いや、愛しているよ。今でも。

「太夫？　どうかしたのか」

「いや、なんでもない。ちょっと……話をしていただけだ」

　誰もいない舞台で、誰と話していたのか、とは、矢涼は聞かなかった。

　濃こい墨すみ色いろの夜空の彼方かなたで、ちかりと、小さな星が瞬いた。
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　桜能の夜から、ひと月あまりが過ぎた。

　桜はすっかり若葉に代わり、空気に緑の匂においが混ざり始める。

　怪け我が人に最適なように設しつらえられた柚木座の館やかたの一室で、白火はずらっと並べられた薬に、うんざりしたように顔をしかめた。

「こんなに飲まなくても大丈夫だ。もう治ったから」

「何言ってるの。まだ熱も下がらないし食しよく欲よくだってないくせに。絶対、絶対に全部飲まなくちゃだめ。鼻つまんででも飲ませるわよ」

　付きっきりで看病する朧は、心配の裏返しで手厳しい。怪我が痛むことを黙だまっていたことは泣きながら怒おこられたし、白火としても反省しているのだけれど、それにしても過保護すぎる気がしてならない。

「朧は心配性しようすぎる。大体、こんな高価なもの……もったいないじゃないか。これだけの薬を買うくらいなら、もっと他ほかの役に立つものとか」

「冷めると余計苦くなるわよ」

　どん、と薬湯の入った椀わんを目の前に置かれ、寝ね床どこの上に上半身を起こした形で座った白火は、仕方なさそうに椀を手に取った。白火がぶつぶつ文句を言っているのには訳がある。傷のための丸薬も滋じ養ようのための薬湯も、とても苦いのだ。こんなものを飲んだら、そのうち舌が痺しびれてしまうかもしれない。

「高価たかいくせに不味まずいなんて、詐さ欺ぎだ」

「つべこべ言わないの。本当に毎回毎回、往おう生じよう際ぎわが悪いんだから。口直しの甘いものあるけど。それと、葛くず湯ゆでもどう？　甘茶もあるわよ」

　まず丸薬を飲み下して、白火は泣きそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「にっが～い……！　本当に薬なの？　これ。そう考えると、矢涼ってすごいな。あの薬草、匂いや味は分からなかったみたいだもんな」

「うだうだ言ってないで、はい次。全部一気に飲んじゃって」

「お。大分元気になったようだな」

　からりと襖ふすまを開けて蒼馬が入ってきた途と端たん、朧が臨戦態勢に入った。

「まあ、何の御ご用ようですの、蒼馬さま」

　つっけんどんにそう言って、つん、と顔を背そむける。白火の怪我のことを黙っていた上に無む茶ちやを許したというので、朧は蒼馬をまだ許していないらしかった。

「朧……」

　幼なじみの強きよう硬こうな態度に、白火はおろおろしてしまう。数多くの薬や消化が良く栄養のある食事に、薬くす師しの手配など、白火に関することはすべて蒼馬が惜しみなく用意してくれたものだ。落ちついた環かん境きようで休んだほうがいいと、楽屋から直接蒼馬の部屋の一室を与あたえられ、ここまでされていいものなのかと白火など遠えん慮りよしてしまいがちなのに、朧は容よう赦しやなかった。

「蒼馬さま、お芋いもと茸きのこは届きましたかしら。白火の好物なんですけど」

「ああ、届いたと聞いているぞ」

「そうですか。じゃあちょっと厨くりやに」

　あからさまに蒼馬と目を合わせないようにしながらも、さっさと立ち上がって部屋を出ていく。朧なりに気を回しているのがわかって、白火は真っ赤になってしまった。

「また薬が飲めないのか」

　白火を見下ろしてふっと微笑んだ蒼馬が、白火を背中から抱だきこむように抱かかえ、指先で顎あごを固定して顔を仰あお向むかせた。素す早ばやく薬湯を含ふくんで、口移しで白火の唇くちびるへ流し込む。

「ん」

　少し苦しそうに抵てい抗こうした白い喉のどがこくんと鳴ったのを見届けてから、蒼馬は白火を解放した。

「よし。飲めたな」

「う～」

　よほど苦かったのかそれとも飲まされ方が恥はずかしかったのか、白火は涙目だ。漆うるし塗ぬりの盆ぼんに載のせられていた甘茶を渡わたしてやると、目を瞑つぶって一気に飲み干した。空になった茶ちや碗わんを置こうとして前のめりになった身体からだが、そのままぐらりと倒れかけるのを慌あわてて腕で支える。

「おっと。大だい丈じよう夫ぶか」

「うん」

　右みぎ腕うでは蒼馬にしがみつき、左の腕はだらりと垂れ下がっている。

「────……」

　しばらく黙りこんでいた白火は、意を決したように顔を上げた。

「うん？　どうした？　どこか痛むのか？　それとも、なにか欲しいものでもあるのか？」

「──蒼馬さま。本当のことを、教えて」

　白火を包む腕がぴくりと震ふるえる。

「白火？　お前、なにを」

「オレの腕……もう、動かないんだろう……？」

「白火！」

「わかってる！　自分の身体だ」

　白火は、きつく自分を抱だきしめる腕から逃のがれ、己おのれの左腕に視線を落とした。

　あの日以来、身体はどんどん癒いえていっても、この腕だけはいつまでも青白く、日に日に瘦やせ細っていった。触ふれてもわからないし、ひんやりと冷たい感かん触しよくは、自分の腕とは思えないほどだった。

　動かない。

　動かない動かない、動かない！

　そのことを認にん識しきしたときの白火の動どう揺ようは凄すさまじかった。自分の思い通りに動かせない身体は、役者にとって致ち命めい的だ。それがどれだけ残ざん酷こくなことか──わかっていたからこそ、誰だれも白火にその事実を言えなかった。誰もが知らない振りをして、必死にそのことを隠かくそうとしているのがわかっていたから、白火は日中は何も知らない振りを装い、夜になると声を殺して泣いた。泣き続けた。

　もう、舞まえない。舞うことはできない。ぴくりとも動かないこの腕では。

「動かない……！　オレ、の……！」

　涙なみだの混じる悲鳴じみた叫さけびに、蒼馬は唇を嚙かみ締しめた。泣きじゃくる白火を自分の胸に強く引き寄せて、低く唸うなる。

「……無理を重ねたせいで、筋が切れてしまったのかもしれないと、薬師が言っていた。怪我をしてもすぐに安静にしていれば、治っていたはずだと。そう聞かされたとき、俺は……死ぬほど後こう悔かいしたよ。お前の意志を捻ねじ曲げてでも、殴なぐってでも止やめさせるべきだったのかもしれない。代われるものなら、代わってやりたかった……！」

　鼻先を胸に埋うずめ、息ができないくらいきつく抱きしめられて、白火は、蒼馬の身体が震えていることに気づいた。

「蒼馬、さ、ま……？」

「お前、わかっていたんだな。わかっていてずっと、じっと黙って、ひとりで我が慢まんしていたんだな……そういうときは、俺に言えよ馬ば鹿か……」

　骨が砕くだけそうなくらいに抱きしめられて、囁ささやきが耳に落ちる。

「絶対に、絶対に治してやる……！」
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　興行中は人の押しかける柚木座の舞ぶ台たい寺も、中休みの今は誰も訪おとずれない。真夏の寺社は、世間の喧けん騒そうから切り離はなされて静かだった。

　濃こい緑の茂しげる木々の中では蟬せみ時雨しぐれがうるさいほどに響ひびき、その木々の奥、ぽかりと開いた空間は、通常なら柚木座の舞台がかけられている場所だ。

　飾かざりをすっかり取り払はらった木の床ゆかの上で、小さな人ひと影かげが密ひそやかに舞いを紡つむぐ。その横で、大おお柄がらな青年がその舞いを静かに見守っている。

「今は昔の物語　今は昔の物語　今も昔も変わらぬ　恋こいの物語──わっ」

「おっと、危ない」

　つるりとした床に滑すべりかけた華きや奢しやな身体を片かた腕うでで抱き留とめて、蒼馬は気づかわしげに、その小さな顔を覗のぞきこんだ。

「大丈夫か？　やはり、右手だけでは釣つり合いが取りにくそうだな」

　白火は蒼馬の腕に右手一本でしがみつき、荒あらい息を整えていた。

「うん、でも、大分感じは摑つかめてきたみたいだ」

　白火が嬉うれしそうに微笑ほほえんで蒼馬を見上げる。女物は動きづらいのと慣れていないのとで、白火は未いまだに着物を改めず、袴はかま姿を通していた。それでも上うわ衣ぎは華はなやかな色合いの染めもので、結ゆった髪かみにも蒼馬から贈おくられた真しん珠じゆの簪かんざしを挿さしているせいか、一見しただけでは絶世の美少年なのかそれとも美少女なのかわからず、不思議な妖よう艶えんさが増していた。

　だがその左腕だけは、袖そでから先が見えない。動かない腕を、肌はだ着ぎの中で固定しているせいだ。

「動きに、少し切れが戻もどってきたようだったな」

「本当に？」

「──ああ」

　蒼馬が、白火の髪に顔を埋める。白火は蒼馬の腕を抱きしめたまま、おとなしく身を委ゆだねていた。

　片腕が動かないというだけで、舞いの技量は信じられないくらい落ちた。身体が思うように動かず、重心の釣り合いが取りにくい。それでも白火は、舞いを忘れることはできなかった。諦あきらめるなんて、絶対にできなかった。

　この三カ月近く、体調が回復するのを待ちながら白火は、病びよう床しようで筆を執とっていた。

　書いているのは能の脚きやく本ほん──新作能、『颯さつ佐さ』だ。

　母の激しい恋を物語に仕立てて、幸せな形に昇しよう華かさせたいと思い、今でもこつこつと書き溜ためている。

「『颯佐』の上演までには、元通りになって復帰していてもらわないとな。颯佐役に、お前以上の適任はいない」

　蒼馬の吐と息いきが桜貝のような耳にかかり、白火ははっと息を飲んで振ふり仰ぐ。簪がしゃらりと音を立て、その視線の先には、蒼馬の包み込むような眼まな差ざしがあった。

「──舞台に、戻れる……？　戻っても、いい……？」

「だめだと言われても、諦めないんだろう？　お前は、そう決めたんじゃないのか？」

「決めてる。でも」

「それに、うかうかしていると、他ほかの座がお前を奪うばいに来かねない。俺はお前を手放すつもりはないぞ、『桜さくら天てん女によ』」

　途と端たんに、白火の頰ほおが真っ赤に熟うれた。最近の蒼馬は、いつでもどこでも、すぐにこんなふうに甘い言葉を言っては白火を困らせるのだ。口説かれ慣れていないのでどうしていいかわからずあわあわしてしまうのだが、幾いくら言っても、蒼馬はやめてくれない。

　桜天女というのは、最近の白火のあだ名だ。桜能で少女だとバレて以来、京人たちはそう呼んでいるらしい。あの日以来白火は人前には出ないでいるのだが、怪け我がの様子も心配されているようで、そういう噂うわさは時々届く。

「観衆は、お前を待っているぞ」

「でも、掟おきてもあるし──」

　舞台に女によ人にん禁制の掟は厳しく、簡単に乗り越こえられるとは思えない。

「確かにあの日の翌日辺りには、他の座からの抗こう議ぎが殺さつ到とうしたが」

「ごめんなさい」

　白火の正体を知っていて、その上で舞台に上がらせたと、蒼馬も相当に批難されたのだ。騒さわぎが大きくなって、とうとう療りよう養よう中の柚木座の太た夫ゆうと一陽がふたり揃そろって直々に騒ぎを収めに出たと後から聞き、申し訳なさに小さくなったものだ。

　しょんぼりと項うな垂だれてしまった白火を、蒼馬が慌あわてて抱かかえ直す。

「謝るな。他の座のやつらは掟だの前例がないだのと御ご託たくを並べているが、要は羨うらやましいんだよ」

「羨ましい？」

「役者なら、お前の才能くらい一目でわかる。柚木座うちじゃなく自分の座に出演でるとなれば、怒おこるどころか大だい歓かん迎げいのはずだ。大体、この俺に面と向かって文句を言える役者はそうそういない。だからもう、気にするな」

　白火の左ひだり腕うでは、今も動かないままだ。蒼馬や京の有力者たちが最上の薬や治ち療りようを次々と受けさせてくれているが、この先どうなるかはわからない。暑さが過ぎるのを待って、秋には温泉で治療を受ける予定になっている。京の北の山奥には、傷を癒いやす霊れい験げんあらたかな湯があるのだという。

「でも、これ以上蒼馬さまにまで迷めい惑わくをかけるのは」

　今の自分に、人前で舞う資格などない。そのことで、迷惑をかけたくないと尻しり込ごみする白火を、蒼馬はずっと大きな翼つばさを広げて庇かばい、支え続けてきた。

　かすかに冷たい手て触ざわりの薄うす茶ちやの髪を、蒼馬が指先に巻きつけて弄もてあそぶ。

「お前の悪い癖くせだ。自分を過小評価して、わがままのひとつも言おうとしない。もっと頼たよってもらわないと、俺の男としての面めん目ぼくが立たなくて困る」

「そんなこと……」

　立ちすくむ白火に手を差し伸のべるのは、いつだって蒼馬だ。この腕が導く。この腕と一いつ緒しよに、歩いていく。

「しょせん、やった者勝ちだ。観客を一発で魅み了りようすれば、文句は出ないさ」

「──努力する。先は、長そうだけど。それまで、一緒に……いて、くれる？」

　おずおずとではあるが、最近の白火はささやかな願いをすなおに口にするようになった。細い指先にぎゅっと力が入ったのがわかって、蒼馬は愛いとしさのあまり笑ってしまう。

「──なんで笑うんだ」

「悪い。でも大だい丈じよう夫ぶだ白火。俺はお前から離れたりしない──言っただろう？　手放すつもりはないと。舞まいのこともだ。お前のことだから、きっと心配はいらない」

「え？」

　どういう意味か、と首を傾かしげた白火の頰に頰を寄せて、蒼馬は言う。

「役者は変へん幻げん自じ在ざい、天女にも鬼おににもなる。人の枠わくを飛び越えて他のものになれる人間は、俺たち役者だけだ」

　白火が自分のことを鵺ぬえなのではないかと、鵺に取り憑つかれているのではないかと怯おびえていた理由を、今では蒼馬も知っている。その怯えごと白火を受け止める。どんな悲しみも苦しみも、もう二度と味わわせたくないと思う。

「この蛇じや紋もんがいつか身体からだを埋うめ尽つくして、そうしたら、もう人には戻れなくなるんじゃないかって思って、ずっと、怖こわかったんだ……」

　桜がすっかり散った夜、白火は蒼馬に打ち明けた。白火の話をゆっくりと聞いた上で、蒼馬はこともなげに言ったのだ。

「ある意味それは、役者の理想だな」

「鵺、が……？」

　あの桜能の夜に、蛇紋は跡あと形かたもなく消えていた。

　意識を取り戻してすぐ、白火はそのことに気づき、しばらくの間、じっと蛇紋のあった場所を見つめ続けた。肌はだに刻み込まれていた母の想おもいは綺き麗れいに消えて、そこに昨日まで蛇紋があったことすら、もうわからないほどだった。織り上げたばかりの白絹のように真っ白になった二の腕に指を這はわせ、白火はつぶやく。

「貴女あなたは今、幸せか……？」

　あの夜、舞い終える寸前、ひたすらに苦しくて苦しくて視界さえもがぼんやりと霞かすむ中、白火は確かに颯佐の両りよう腕うでに包まれているのを感じていた。

　ほんの一いつ瞬しゆんだったけれど、温かな手のひらが白火の頭を優やさしく撫なぜ、愛おしく微笑む気配があった。

　──白火、ありがとうね……。

　優しい声が脳のう裏りに水すい紋もんのように幾つも幾つも広がって、無む性しように悲しくて切なくて、白火は蒼馬に抱だきしめられたまま、生まれたばかりの赤子のように一晩中泣き明かした。忌いまわしい痣あざだったけれど、母が唯ゆい一いつ遺のこしてくれたものでもあったのだ。白火のそんな情の深さも、蒼馬は好きだった。

　蒼馬はふっと微笑ほほえみ、白火の左手の指先に自分の指を絡からめる。泣きじゃくる白火の頰に唇くちびるを寄せて、溢あふれる涙なみだを引き受ける。

「考えてもみろよ。変へん化げして見せるのが俺達の生業なりわいだ。鬼も蛇へびも鵺も幽ゆう霊れいも、たいして変わらない。お前が鵺だというのなら、それは突とつ出しゆつした才能の証あかしだ。舞いの申し子、技芸天女の愛いとし子の証を誇ほこれ。なにも恐おそれる必要はない」

「でも……」

　戸と惑まどう白火を抱き締しめて、蒼馬はそっと誓ちかう。

「大丈夫だ。怖がらなくていい。俺がずっと傍そばにいるから。護まもってやるから」

　優しい夜だった。後から後から溢れ出てくる涙を丹たん念ねんに拭ぬぐってやりながら、蒼馬は白火の最後の壁かべを突つき崩くずす。

「『白火』に戻もどれよ。男の振りをしていない、生まれたままのお前を、俺は見たい」

「生まれたままの、オレ……？」

「そうだ。もう偽いつわる必要はないだろう？」

　未いまだ怪我の熱に火ほ照てる華きや奢しやな身体が、びくりと強こわ張ばるのさえ愛しくて、蒼馬は両腕に力を込めた。

「怯えなくていい。今までよく頑がん張ばったな、白火。だけどこれからは俺がいる。ひとりで抱え込むな。何があっても俺を頼れ。いいな？」

「………っ！」

　ずっと、誰だれかにこう言ってほしかった。

　望んで望んで待ちくたびれて、望んでいたことすら忘れていた言葉だ。それを、蒼馬がくれる。望んでいた以上の言葉を、さらりと与あたえてくれる。

　幸せで幸せで、白火はこのまま死んでもいいと思ったくらいだったけれど、蒼馬のぬくもりを与えられながら訪おとずれたのは、疲つかれ切った身体と心を癒す穏おだやかな眠ねむりだった。

　桜は散って、新しい緑が芽め吹ぶく。

　再生の季節が、やってくる。
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　京の夏の暑さは格別だ。

　鴨かも川がわの水さえ干ひ上あがるような油照りの日々が続くが、寺社の境けい内だいは風がよく吹ふき抜ぬけて涼すずしい。

「なあ、白火」

　緑豊かな境内の森の空を、あまり見かけない鳥がちちち、とのどかに鳴いて飛んでいく。長く綺麗な尾おを持つその鳥を目で追っていた白火を、蒼馬は背中からそっと抱だきこみ直した。

「何？」

　首を傾げ、大きな瞳ひとみでまっすぐに蒼馬を見上げてくる白火の頭に顎あごを乗せるようにして、蒼馬は告げる。

「覚えているか……？　桜能の夜の、あの舞まいを」

「うん。覚えてる……」

　白火を包み込む腕が熱を孕はらんで熱い。

　白火の背筋も、蘇よみがえる興奮にぞくりと震ふるえた。

　今思い出すだけでも、身体の芯しんからじんわりと浮うかされるような熱さが込み上げてくる。静かな狂きよう乱らん、あるいは焰ほのおのような静せい寂じやくとでも言うのだろうか。

　祭りの夜の、焚たき火びが爆はぜる一瞬の夢ゆめ幻まぼろしのような。

　あの瞬しゆん間かんはきっと、歌か舞ぶの神へと繫つながる懸かけ橋だった。

　芸人は皆みんな、あの焰に煽あおられて踊おどる。夢のような舞いを紡つむいで、人の器うつわを捨て去り、魂たましいが飛ひ翔しようする寸前のようなあの一瞬の煌きらめきを一度知ってしまったら、もう二度と引き返すことなどできない。

　すべてを投げ捨ててでも、追い求めて、手を伸ばす。

「あれを見たとき、俺は理解した。俺が求めていたもの、俺が探していたもの──やっと見つけた。そう思った。花ではなく華はな、名もない花ではない、桜の儚はかなさもない、力強さを秘ひめて時には妖あやしいくらいに咲さき誇る、永遠に枯かれない華──お前の舞いの、あれは完成された一瞬だった。お前にしか舞えない。お前にしかできない。俺はそれを──もう一度見たい」

　くらりと、目眩めまいがするような心地ここちだった。

　白火は蒼馬の匂においに包みこまれたまま、そっと目を瞑つぶる。

　一度は動かなくなってしまった左ひだり腕うでだけれど。

　──このまま治ち療りようを続けて、稽けい古こを重ねて、腕が動くようになったら……いいや、動かなくても。

　蒼馬と一緒の舞ぶ台たいに立ち、舞い続けて、いつかあの夢の階きざはしに手が届くだろうか。厳しく険しい道でも、蒼馬と一緒にいられるのなら、白火は頑張れる気がする。

「白火？」

　おとなしくなった白火の小さな顔を、蒼馬が覗のぞきこむ。

　白火はうっすらと微笑みながら、蒼馬の腕を右手できゅっと摑つかんだ。

「蒼馬さま……オレ、結構しぶといんだ。いつか絶対に、あなたと同じ場所で舞いたい……桜の花の満開の下で──」

　あの夜のように舞える日を夢見て。







　互たがいに対ついをなして咲き誇る華として、蒼そう王おう、桜さくら天てん女によと呼ばれたふたりの舞い人が再び舞台に揃そろうまでには、まだ暫しばし。

　これは、能の歴史の狭はざ間まに埋もれた、もうひとつの物語。









　あとがき







　あとがきから先に読む派の方も（私もこのタイプです）、２１４ページの旅を終えられたばかりの方も、初めまして。河合ゆうみと申します。

　このたび、第８回角川ビーンズ小説大賞で読者賞をいただいたこの作品を加筆修正し、なんと本にまでしていただける運びとなりました。これで一生分の幸運を使い切ったか……!?




　そしてあとがき。あとがき読むのは好きですが、書くのは初挑ちよう戦せんです。お見苦しい点も多々あると思いますが、どうぞご容よう赦しやください。

　薪たきぎ能のうを観みに行ったのが、このお話を書こうと思ったきっかけでした。

　初めての能のう舞ぶ台たいでしたが、お能は日本の誇ほこる伝統芸能です。計算され尽つくした様式美と、生身の役者が演じるおもしろさの相反する魅み力りよく。面もお衣い裳しようも美しい、日が暮れて篝かがり火びにゆらゆら照らされる舞台はとっても美しい、そして独特の拍ひよう子しの謡うたい──が、なにを言っているのかわからない！

　なんだこれ、本当に日本語か!?　古文の授業を思い出す！　ちょっと懐なつかしいかも！　そうだ、能には源氏物語やら平家物語やら伊勢物語があったっけ。ということはつまり、昔の人は全部元ネタ（ネタって言うな）を知ってたってことか!?　中学も高校もないのに？

　色々調べていくうちに、すっかりハマってしまいました（笑）。奥が深すぎです、お能。

　でも白火たちの時代には、役者がいて、歌って踊おどってセリフを言って、まるでミュージカルを観ているような気持ちだったのかもしれませんね。ということは、謡だけならライブ？

　こんな感じでできたお話です。少しでも楽しんでいただければ幸いです。史実とは少し違ちがうのですが、私が思うお能の魅力を、できる限り詰つめ込みました（能楽関係者の方々がお怒いかりになりそうな個か所しよもいくつかありますが……見み逃のがしてください！）。

　何でお能の話を書いたの、と時々訊きかれますが、私はあの薪能で感じ取った感覚を、再現したかったのかもしれません。歴史のテストだったら確実にアウトなんですけどね。

　このお話が本になる、と決まったときから、あっという間に時間が過ぎていきました。ものすごく濃のう密みつで、幸せな時間でした。

　この幸せを与あたえてくれたのは、今、この本をお手に取ってくださっている皆みなさま方です。

　受賞するにあたって、審しん査さ員の先生方、読者審査員の皆さま、ならびに選考に関かかわってくださったすべての方に、この場をお借りして、心からの御お礼れいを申し上げます。

　また、この本を出版するにあたり、ものすごい色いろ香かのイラストを描えがいてくださったサカノ景子先生、ありがとうございます！　蒼馬、かっこよすぎです～。京の娘むすめさんたちが騒さわぐのも納なつ得とく、の蒼馬でした。白火はもう想像以上で！　可愛かわいいのに色っぽくて、ラフをいただいた瞬しゆん間かん大おお騒さわぎしてしまいました。そして、ラフを見て一いつ緒しよに喜んでくださり、優やさしくご指導くださった編集ももんがさまに、これからもよろしくお願いいたしますの気持ちも込こめて、特大級の感謝を。

　感謝を捧ささげたい、この場でお名前を書きたい方がたくさんいます。今までずっと応おう援えんしてくれている家族身内、友人の皆さま方。受賞をお知らせした直後に、本屋さんに駆かけつけてくださった方もいます。泣いて喜んでくださった方もいます。皆さまに支えられ、励はげまされ、ここからがスタートです。どうぞ見守っていてください。がんばります！

　最後になってしまいましたが、ここまで全部読んでくださったすべての方に、心からのありがとうを。

　できることなら、ご縁えんがあるなら、またお会いできることを祈いのりつつ。
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